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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき

Twitterでの選択、結果紹介！
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　きこえています？

　もしもし？　きこえていますか？

　もしもーし？
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　ああよかった。きこえていますねー。

　さて。お役目。大変おつかれさまでしたー。

　あなたのおかげで、あの世界は……って、えっ？　なんの話かって？

　ああ。はい。そうですねー。

　あなたは、もう、魂たましいだけになりましたから。なにも覚えていませんねー。

　さて。ここでビッグなニュースがあります！　なんと、頑がん張ばって頑張って頑張って、頑張っちゃったあなたには──、特別なプレゼントが神様からありまーす！

　あなたは次の転生先を選ぶことができます。

　また、より強い武器を持って転生することができます。

　すっごく強い敵もいますよー。こんどは、すっごいですよー。

　まえのときより、もっとハードでエクセレントかつナイトメアで！　最初の街から出たところのザコさんが、まえのときのラスボスさんくらいはあって──え？
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　え？　そういうのは……、いいんですか？　もうカンベン？
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　じゃあ、チートいりますか？　チート？

　たとえばレベルが２になりますとー、パラメーターがカンストして「[image: ]」になるとかー。毎日レベルが自動的に１ずつ上がりますとかー。サポジョブ無限に付けられますとかー。セーブ＆ロードが自在にできる能力とかー。魔ま力りよくスポットの上に住んでいて常にスーパーなんとか人状態ですとかー。ああ、あと、ド定番としては鑑かん定てい能力ですよね。鑑定っ♪




　[image: →]［いいえ］




　え？　だからそういうのは、いいって？

　じゃあ、じゃあ、賢けん者じやのお孫さんとして生まれてみますかー？
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　え？　そういうのも、いいって？

　えー？　えー？　えー？

　なんにも希望はないんですかー？

　え？　しいていうなら……、どこか、ひなびた村で、ゆったり、のんびり、薪まきでも割って暮らしたい？

　そういう、スローライフなのが……、いいんですかー？
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　血湧わき肉躍おどる冒ぼう険けんじゃなくて？




　[image: →]［はい］




　本当に、ほんとうに、それでいいんですか？




　[image: →]［はい］




　はい。それではー。




　薪割り勇者かつ、スローライフかつ、フラグ多めの人生設定でー。

　え？　勇者のとこはどうでもいい？　フラグってなにかって？

　まあまあ。そこはサービスでぇー。あなた、前世でなんにも「責任」とっていらっしゃらなかったでしょう？　皆みなさん、ついてきていらっしゃいましたよー。もう先に転生して待ってますからー。




　はい。それではわたくし、一級管理神のエルマリアがー、承うけたまわりましたー。

　あと、いちおう最後にもう一度だけ、確かく認にんしますねー？

　いちおう、これ、職務規程ですのでー。
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　気づいたときには、その小さな村の入口に立っていた。

　どこから来たのか……。覚えていない。

　自分が誰だれなのかも……。だれだっけ？

「ここは。コープ村でえす」

　村の入口のところに、ぼんやりと立っていたら、小さなコドモがこちらを見つけて、そう言った。

　そうなんだ。

　なんだか自分は招かれているようなので、一歩、またいで、村に入った。

　子供は役目が終わったとばかり、とたたたたー、と、走って行ってしまった。

　入ったばかりのところで、ぼんやりと立ちつくしていたら──。

「なんじゃ？　おぬしは？　見ない顔じゃの」

　しわしわで、つるつるで、背中の曲がって、杖つえをついたおじいさんに、そう話しかけられた。

「ん？　わしか？　──わしはこの村で村長をやっている者じゃ。おぬしは、よそからやって来たのか？」

　たぶん。そう。

「そうか。ところでおぬし。親はどうした？」

　親？

　きょろきょろと近くを見回す。

　……いなさそう。

「そうか。いないのか。不ふ憫びんにのう」

　不憫がられてしまった。

「おぬし。歳としはいくつじゃ？」

　おじいさんは質しつ問もん攻ぜめ。でもたぶんどれにも答えられないと思う。

　だって自分が誰かもわからないわけだし……。

「なんじゃ？　歳もわからんのか？」

　自分の手をよく見る。ちっちゃい。

　とりあえず、指を全部開いて、おじいさんに突つきつけた。

「そうか。五歳か。そうかそうか」

　おじいさんは、うんうんとうなずいた。

　まあたぶん、そのくらい。

「そうか。そうか。……不憫にのう」

　おじいさんは、目の端はじにナミダをちらりと浮うかべていた。なんで泣くの？

　考えてみた。

　おじいさんのナミダの理由じゃなくて。

　なぜこんなところに立っていたのか、のほう。

　思いだそうとしてみると……。

　なんだか、つらくて、ひどく苦しかった覚えがしたので……。

　思いだそうとするのを、やめた。

　きっと、思いださないほうが、いいことなのだろうと、そう思った。

「おぬし。名前はなんという？」

　また、答えにくいことを聞いてくる。

　うーん。うーん。うーん……。

　腕うで組ぐみをして考えこんでいると、そのボディランゲージが通じたのか、おじいさんは──。

「そうか。名前もないのか。……不憫にのう」

　勝手に不憫がられてしまった。──だからなんで泣くの？

「住む家がないのなら、ここに住むとよかろう」

　おじいさんは杖の先で、入口のすぐ脇わきにある小屋を指し示した。

「薪まき割わりの爺じいさんが住んでた家じゃが。このあいだ亡なくなってしもうてなぁ。ちょうど空き屋じゃ。自由に使ってかまわんぞ」

　えー、いいの？

「ああ。かまわんかまわん。なにしろわしは村長じゃ。なんでも決めていいんじゃ。かわいそうな、みなしごに家を与あたえるぐらいのことで、もし反対するようなやつがあれば、わしの究極魔ま法ほうイオマズンで──」

　おじいさんは杖を振ふり回してエキサイト。

　ねえねえ？

「え？　なんじゃと？　みなしごって、どういう意味かじゃと？　──それは、おぬしのような、親のいない子供のことじゃ」

　そうなんだ。

「なんじゃ。淡たん泊ぱくなやつじゃのう。あと無口じゃのう。おぬし。そういえばまだ一言も口をきいてないのう。ひょっとして……、しゃべれないのか？」
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「ふむ。そうか。単に無口なナイスガイなだけか。……まあよい」

　おじいさんは、すぐそこの家のなかに入っていった。

　とことこと、ついてゆく。

「家にあるものは、好きに使ってかまわんぞ。持ち主はもうおらん。薪割りの爺さんには身寄りもなかったからの。わしと違ちがってモテなんだ。嫁よめさんもおらず、一人寂さびしく孤こ独どく死じゃ。えっひゃっひゃっ♪」

　おじいさんは笑った。

　どこが自じ慢まんポイントなのか、どこが笑いポイントなのか、「よくわからなかった／わかりたくなかった」──ので、黙だまって能面でいた。

「ところでおぬし。村に住むのであれば、なにか仕事をせんとな。おぬしはなにができる？」

　うーん。うーん。うーん。

「すまんかった。五歳のコドモに難しい質問じゃった。まあ。しばらくは遊んでおれ。食い物とかは、皆のとこでもらっておけ。わしから、よくするように、話しておくでの」

　おじいさんは話は終わったとばかりに、背中を向けて歩いていった。

　速くて即そつ決けつ。なんだかびっくり。

　本当にここ。住んでいいんだ。でも家があると助かる。

　おじいさん。ありがとう。

　そのまま出て行くと思ったおじいさんだったが──。

　急に、くるりと振り返ってきた。

「そうじゃ。おぬしに名前を付けてやるのを忘れておった。……おぬし。名前はなにがいい？」

　えーと。えーと。えーと。

　腕組みをして考えこんでいると──。

「その腕のところにあるアザは、なんじゃ？　よく見せてみい」

　腕を出した。言われてみて気づいたが、文字みたいな形のアザがある。

「ふむ。〝Ｋ〟とな」

　Ｋじゃないよね。──と思ったが。

　ああそうか。おじいさんのほうから見るとＫになるのか。

「……うーむ。……うーむ。……うーむ。Ｋ……、Ｋ……、Ｋ……」

　おじいさんは考えている。

　はやく決めてくんないかな。

「うーむ……。うーむ……。うーむ……。そうじゃ！」

　おじいさんが杖を振りあげた。

「おぬしの名前は、カインじゃ！」

　Ｋだからカインね。

　ちょっと安直に思えたが、「ぼんくら」とか、「とんぬら」とか、「ああああ」とか、そういうのよりは、ずいぶんまともな名前だと思った。

「なんじゃ？　不満か？　なら自分で付けてみよ。なにがよいのじゃ？」

　思いついた名前を言ってみた。

「は？　ピコまろ？　は？　マジで？」
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　こくこく。

　うなずいた。

「だめじゃだめじゃ！　却きやつ下かじゃ！」

　却下されてしまった。なにがいい、って、聞いたのに。

「おぬしの名前は〝カイン〟じゃ。これからはカインと名乗るがよい」

　まあいいけど。

「では。わしは行くが。……ちょくちょく様子は見に来てやるでの」

　おじいさんは、こんどこそ振り返らず、村の中央のほうに歩いて行った。

　見えなくなるまで、ずっとお辞じ儀ぎをつづけていた。

　だって家をもらったし。名前ももらったし。

　ありがとう。おじいさん。

　おじいさんが見えなくなってから、家の中を探険してみた。

　ベッドがある。かまどがある。おなべがある。おなべのふたもある。たべものも、すこしあった。

　しばらくお腹なかを空すかせる心配はないみたい。

　そして裏庭に出てみると──。

　柵さくに囲われた小さな空間があった。

　先代の「薪割りの爺さん」の仕事場なのだろうか。

　大きな切り株があって、そこに一本の斧おのが突き立ったまま、残されている。

　近くには、木がいっぱい積み重ねて置いてある。

　さっきおじいさんは、「仕事はなにがいい」と聞いていた。

　ここは薪割りの仕事場のようだ。
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　試ためしに、薪を割ってみた。

　斧を抜ぬくのは大変だった。斧は重かった。両手でようやく持ちあげて、下ろしてみたが、最初はうまく木を割ることができなかった。

　でもコツを覚えてきたら、だんだん、上手に割れるようになった。

　面おも白しろくなってきて。楽しくなってきて。

　ぱっかん。ぱっかん。夢中になって割りつづけた。

　ぱっかん。ぱっかん。ぱっかん。

　ぱっかん。ぱっかん。ぱっかん。ぱっかん。

　……は、と気がついたら、凄すごい量の薪が積みあがっていた。

　あれだけ積み重なっていた木が、ぜんぶなくなっていた。

　ぜんぶ薪に変わっちゃってる。

　……割り過ぎちゃった？

　こんなたくさんの薪、どうしよう？　……と思っていたら。

「ねえあんた？　薪割りの爺さんの、お孫さんかなにかかい？」

　どこかのおばさんが話しかけてきた。
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「え？　親がいないのかい。ふむふむ。村長にここに住めって言われたって。ああそうなのかい。ならずっといるといいよ。ここはいい村だよ」

　それはわからないけど。ありがとう。

「ところでその薪。すこしオバさんに分けてくれると助かるんだけど。薪割りの爺さんが亡くなっちゃったからねえ。薪がなくて困ってたんだよ。すこし、いいかしらね？」

　うん。いいよ。

　割り過ぎちゃって、どうしようかと思っていたところ。

　どんどん持っていってください。

「そうかい。そうかい。ありがとうね。ありがとうね。助かるよ」

　おばさんは、こっちが恐きよう縮しゆくしてしまうくらい感謝を向けてくる。

　とても困った。夢中で斧をぶんぶん振り回していただけだから。

　でも嬉うれしかった。

　こんなに感謝されたの、……はじめてかも？

　なにも覚えてないから、わからないんだけど。

「皆みんなにも知らせておくよ。新しい薪割りの人ができたってね。ピチピチのかわいい坊ぼうやだってね」

　最後のところは余計だと思ったけど。

　うん。まあ。おしごと……。薪割りで、いいかな。

　よろしくおねがいします。
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　本日も、ぱっかん、ぱっかん──と、薪を割っていた。

　これがけっこう、おもしろい。

　やってると、夢中になる。

　無心になる。

　俺が斧で、斧が俺だ。──の境地になる。

「なー。おまえー。たのしいんか？　それー？」

　柵の向こうから声がした。

　さっきからずっと、しらない子が、柵の上に顎あごをのせて、ずっとこちらを見ていることには気がついていた。

　とくに実害ないし。用もないので。無視していただけだ。

　でもいま話しかけられたので、斧を振ふるう手を止めて、そちらを見た。

　なに？

「おれもさー。ヤギの乳しぼりやらされるんだけどさー。いやでいやでさー」

　手をわきわきとやって、その子は言う。

　なんかその手つきがイヤらしい。

　あと、〝はな〟が垂れているのも、なんか、ばっちい。

　これまで無視していた理由の一つでもある。

「おまえもサボっちゃえよー。そんだけやっとけば、もういいだろー。バレないぜー。しかられないぜー。へいきだぜー。サボりのプロのおれがいうんだから、ほんとだぜー」

　なにか勘かん違ちがいされている。

　べつにサボりたいわけでもないし。叱しかってくる者もいないし。

　でもまあ……。

　作業場を見まわす。今日、割った薪が、もうだいぶ積み上がっている。

　今日、近くの家に配るぶんの薪は、充じゆう分ぶんに割っただろうか。

　うっかり夢中になっていると、薪を割りすぎてしまうことがある。

　割る木がなくなってしまって気づくとか。けっこうやらかす。

「おー。そうかー。サボるかー。おまえー。みどころのあるヤツだなー」

　なんか誤解されている。

　まあいいか。

　べつに言われたからではなかったが、休きゆう憩けいすることにした。

「おまえ。名前。なんつーの？」

　名前を言おうとすると──いきなり手を突つきだしてこられた。

「おおっと！　まだいうなよ！　ひとに名前をたずねるときは、まず、じぶんからーってな！　おれ！　マイケルってんだ！」

　悪いやつではないらしい。

　この子──マイケルが、ちょっと好きになった。

　ちょっとウザいが。

「へー。おまえ。カインっつーの。え？　本当は〝ピコまろ〟がよかったって？　なんだそりゃ？」

　やっぱりだめなのかな。ピコまろ。

「カイン……。カイン……。カイン……。ああそうだ。おもいだした。それ昔のえいゆーの名前だぜー。ゆうしゃ？　とかいうやつな」

　ゆうしゃ、ってなに？

「だけど。おまえには、ぜんぜん似合ってないなー。ゆうしゃの名前だったら、おれみたいなオトコのほうが、ぴったりだぜー」

　だから「ピコまろ」が、よかったんだけど……。

　てゆうか。マイケル。ウザいよ。

「おまえ。このあいだ村にきたばかりだろー。いろいろ教えてやるぜー」

　マイケルは村の案内をはじめてくれた。

　やっぱりマイケルはいいやつなのかもしれない。

「なにしろおれはこの村の〝めいし〟ってやつだからなー」

　マイケルは難しい言葉をしっている。でも意味わかっているのかな。

「なんでもしってるぜー。みんなおれのことしってるぜー。なんでもきけばこたえてやるぜー」

　やっぱりマイケルは、ぷちウザかった。

「え？　あそこの家はなんだって？　ありゃ、おまー……、どうぐ屋じゃんよ。いろいろ売ってるぞ」

　売ってるって、なに？　どゆこと？

　行くと、なにかもらえるの？

「ばーか。かねだよ。金貨だよ。ゴールドだよ。かねもってかないと、売ってくんねーよ」

　だめなんだ。

「薪まき割わりこぞーのおだちんじゃ、なんにも買えねーよ。〝たびびとのふく〟とか〝ひのきのぼう〟とか、そんな、スゲー装備を売ってんだぞ！」

　おだちん？　……とかゆーの。もらってないよ？

　薪がないとみんな困るから。配ってるだけ。

「え？　マジ？」

　マイケルは目を丸くしている。

　こくこくとうなずいた。
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「ばっかだなー。おだちんもらえよー。てゆうか。オバちゃんたち、オニだなー。よしわかった！　村の〝めいし〟のおれにまかせとけ！　おまえにちゃんとおだちんやってくれ！　って、オバちゃんたちに言っといてやるよ！」

　マイケルは、胸をどんと叩たたいた。

　プラスとマイナスを、何回か大回転して、いま、マイケルへの評価は──。

　やっぱり、いいやつかな。

　あっちはなに？

　遠くにある民家と違ちがう建物を指さした。

　なにか妙みような色の煙けむりがあがっている。

「あー。あそこは、まほう屋だなー。いっつも、大おお鍋なべで、へんなもん煮にてー。なんかよくわかんねーもん売ってるぞー。でも、かわいー女の子がいるんだ。すんげーツンツンしてるけど」

　いや女の子の話はどうでもいいんだけど。

「あっちは、かじ屋だなー。ぶきぼうぐ、とか、売ってんぞー。あそこの子は、けっこう、びじんだ。馬ば鹿か力ぢからなのが、〝たまにきず〟ってやつだけどなー」

〝たまにきず〟とか、意味わかって言ってんのかな。

　あと女の子の話は、どうでもいいんだけど。

　街をつぎつぎと案内される。

「あっちの猟りよう師しの家には、すんげー、すらっとした女の子が住んでる。弓とか、つかうんだ。あし速いんだ。カワイイぜー？　おやじさんについて狩かりにいくから、たまにしかいねーけどー。レアだぜー。レア女の子だぜ！」

〝レア〟のところを、マイケルは、すごく強調する。

「あっちは教会だー。あそこには、きれいな子がいるぜー。おれたちより四つも上で、九歳で、ＢＢＡだがなー」

　ＢＢＡってなんだろう？

「でもな。でもな。ナイショだけどな。ここだけの話だけどな。その子──もう、おっぱいあるんだぜー！　うおー！　言っちゃったー！　言っちゃったー！　うおー！　うおー！」

　マイケル……。やめようよ。

「あそこの池のなかの島には、なんか、変な女がいる。いっつもキカイとかいじっているやつ。ひとりごとのおおいやつ。ま。びじんっていえば、びじんだけどなー」

　だから女の子の話は、ほんと、どうでもいいんだけど。

「あっ。そうそう。あそこの木の上には、なんか、びんぼーくさい女の子がすみついてたぞー。おれちょっとああいうのパスだなー。女の子は、こう、イロケがあるか、おっぱいあるか、キレイでないとなー。おまえだってそう思うだろー？」

　しらんがな。

　マイケルに案内されて村の中を回った。

「村内・女の子マップ」が完成してしまった。

　おない年ぐらいの子が、けっこう、いたんだ。

　べつに女の子であるかどうかは、どうでもいいんだけど。

　すこしうれしくなった。

　大人ばっかりだと思っていた。

　友達になれるといいなぁ。──そう思った。

「よし！　村の案内はしゅうりょーだ！」

　完成したのは「女の子マップ」だったけどね。

「このおれさまが、こんなにしてやったんだ！　じゃあ──おまえは、おれの〝こぶん〟ってことで、いいよな？」

　こぶんってなに？

「こぶんっていったら──、あれだ！　なんだっけ？　えーと……。とにかく、おれのゆーこと、なんでもきくやつ！　おまえ！　今日からおれのこぶんな！　いいだろ？」
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「どうだ！　おれのこぶんにしてもらえて、うれしい……え？　ちがう？　ならない？　断固として〝いいえ〟？　って？」

　マイケルはきょどっている。

「え？　え？　え？　だっておれ？　おまえのこと案内してやったじゃん。おれのぜったいにひみつの女の子データも教えてやったじゃん？　……だから、いいだろ？　な？　な？　な？」
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「え？　えーっ……。えーっ……」

　マイケルはしょんぼりと肩かたを落とした。

　なんか落ちこみっぷりがかわいそうになってきたが、でも、〝こぶん〟はごめんだ。

「じゃ、じゃあさ……、おれのほうが〝こぶん〟でいいから！　だからこぶんになってくれよ！　おれもおまえのゆーことなんでもきくから！　おれのゆーこともなんでもきいてくれよー！　おれ！　ゆーこときいてくれるやつ！　いないんだよー！」

　いないだろうねえ。

　ねえねえ？　こぶんじゃなくて、友達ではだめなの？

「え？　トモダチ……って？　なにそれ？」

　しらないの？

「それはなに？　こぶんより、いーものなの？」

　いいんじゃないかな？

「トモダチ……だったら、なってくれるのか？」

　うん。

「そっかぁ！」

　マイケルは、にぱっと笑った。

　マイケルとトモダチになってしまった……。

　じゃなくて。

　マイケルとトモダチになった。
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「村のなかを、あんないしてやるよー」

　今日は、マイケルに連れられて、村の中を歩いていた。

「おまえ。おれの。こぶんだしなー。こぶんのめんどうをみるのは──いたいいたい。いたいよ。カイン。そうだよ。ちがうよ。トモダチだよ」

　ぎゅーっとやってたこめかみを、放してやった。

「あー。いてえ。おまえ。うちのカアちゃんより、ちから、強いなー。もう。冗じよう談だんだよ。おこるなよ。むすっとしてるなよ。……え？　おこってない？　むすっとして見えるだけ？　……まあいいけど」

　マイケルは立ち止まった。

「ここが。まほう屋だー」

　村のはずれの一いつ軒けんの家。ほかとちょっと違う感じがする家。

　どこが違うのかというと……。

　ここは、なにか〝しごと〟をする家のようだ。なんの〝しごと〟かわからないが、家の半分が、作業をするばしょになっている。

　あと、家の手前のカウンターのところに、いろいろなものが出してあって……。

〝売る〟とかゆーのをやっているところのようだ。

「よし。ババア。いないな？」

　マイケルは、なにかを確かく認にんしながら、一歩一歩、そろりそろりと進んでゆく。

　なんだかよくわからないけど、おなじように、そろりそろりとついていった。

　家の裏手にまわりこんでゆくと、大きな鍋なべが火に掛かけられているのがみえた。

　すごい。おっきい。部屋ぐらいある大きさの鍋だ。

　その鍋の前に、紺こん色いろの服を着た女の子が座りこんで、火の番をやっていた。

　このあいだマイケルから聞かされた、「まほう屋の女の子」だろうか？

　ツンツンしていて怖こわいけど、かわいい女の子だと、マイケルはそんなことを言っていた。

〝かわいい〟っていうのは、よくわかんないんだけど。

　その背中は、ちょっと人を寄せ付けない感じ。

「よう！　キサラ！」

　マイケルが女の子に話しかける。

　女の子は、じろり──じゃなくて、〝ぎろり〟という感じで、振ふり返った。

「なによ？　──マイケル。あんたまた、ぱんつのぞきにきたの？　またカエルにしてやるわよ」

「……うえっ。なにおこってんだよ？　……あんなのただの挨あい拶さつだろ。……やめろよ。……カエルはいやだよう」

　マイケルは腰こしが引けている。

　……とか思ったら、ぴゅーっ！　と、走っていってしまった。

「じゃ！　じゃあなーっ！　カイン！　案内はしたからなーっ！　──おれ！　そうだおれ！　ヤギの乳しぼりしないと！　カアちゃんにおこられるー！　ヤギの乳しぼりはたのしいなー！　あーたのしい！」

　逃にげてった。

「──で。なに？　あんたは、なんなのよ？」

　女の子は、こんどは、こっちにそう聞いてきた。

　うーん。……なんだろう？

「なんの用よ？」

　うーん。……とくに用事、ないよね？

「じゃあ、あっちいけ。こどもは、こどもらしく……、あそんでいたらいいでしょ」

　女の子はそう言った。

　きみもこどもだよ。おなじぐらいの歳としだよね。

「あたいは、なべのばんをしていないとならないの。じゃないと、ババアに、ハナクソつけられるの」

　はなくそかー。それはやだなー。

「わかった？　納なつ得とくした？　──わかったら。あっちいきなさいよ」

　女の子は、つん、と胸を反らして、そう言った。

〝かわいい〟っていうのは、よくわからないけれど……。

　この子の凛りんとしたかんじは、きれいだなー、と思った。

「なによ。なに見てんのよ。はァ？　──きれい？　ば──ばばば！　ばっかじゃないの!?　カエル？　カエルがいいの？　そんなにカエルになりたいのッ!?」

　カエル？　すきだけど？

「ばか！　ばかっ！　そんなぽんぽん、人をカエルになんかしないわよ！　マイケルだったらともかく」

　ともかくなんだ。

　あと……。したんだ。

　女の子は、しばらく黙だまりこんでいた。

　ややあって──。

　ちら……と、こちらを見上げてくる。

「あたい。……キサラ」

　うん。しってる。マイケルがいってた。

「しってるのもしってる。でも、ちゃんと名乗ったわけ。……あんたは？　女の子が名乗ったんだから、あんただって、ちゃんと名乗りなさいよね！」

　ぼくは、村長のおじいさんからもらった名前を名乗った。

「カイン？　……あははっ。なにそれ？　あんたぜんぜん勇者っぽくない。名前負けしてるわよ。名前かえなさいよ」

　だよねー。

　そう思う。

　村長のおじいさんに言ってね。

「じゃ──名前もわかったことだし。──あっちいけ」

　やっぱ、そこに戻もどった。

　女の子は、かたくなに、鍋の火をじいっと見ている。

「こどもは、あそんでいればいいのよ。ばかっぽく、きゃー、とか、うおー、とかさわいでりゃいいのよ。それがしごとよ」

　きみだって、こどもじゃん。

「あたい。あたまいいもん。こどもとちがうもん。まほうだって使えるもん。──カエルにするのだけだけど。でもそのうち、すっごい、まほう使いになってやるもん。ババアなんか追い抜ぬいて、はなくそ、つけかえしてやるもん」

　すごいんだね。

「す、すごくなんてないわよ！　なにいってんのよあんたばか!?　──もー！　ちょうしくるうー！　いいからもう！　あっちいきなさいよ！　あっちいってよ！　あたい。へーきだもん！　ひとりは慣れてるもん！　さびしくなんてないもん！　だからあっちいけーっ!!」

　女の子にあっち行けと言われた。

　どうしよう？　どうする？

　言われた通りに、あっちに行く？　それとも──？
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　女の子の隣に、ちょこんと座った。

「はァ？　ちょっと。なによなんなの。なんで座るの。聞こえてなかったの。あっちいけっていったでしょ」

　そんなに意外だったのか、女の子は、ちょっと慌あわてたように言う。

「え？　……とくにすることないから、しばらく座ってる？　べ、べつに……、いいけどっ……」

　女の子はちょっと横に動いてくれた。ひとつの丸太をわけあって、二人で座る。肩かたがちょっと触ふれあった。

「あんた……。へんなやつよね」

　しばらく火を見つめていたら、女の子が、ぽつりと言った。

　そうかな？

「そうよ。ぜったいそうよ。あたいみたいなへんな魔ま女じよ。気持ち悪がらないなんて、ぜったい、へんよ」

　へんじゃないよ。

「そ、そう……？　じゃ、じゃあ……、そういうことに……、しておいてあげても……いいわよっ」

　キサラとトモダチになった。
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「おまえー、かじ屋って、しってっかー？」

　前を歩くマイケルが、そう言った。

　マイケルはかならず前を歩く。

　こぶんはいやだって言ったんだけど。ちゃんとわかっているのかな。

　ちなみにマイケルは今日もサボり。ヤギの乳しぼりが、〝おかあさん〟に言いつけられている仕事のはずだけど。それをサボって遊びにきている。

　こちらはちゃんと薪まきを割ってある。今日のぶんは午前中にぜんぶやり終えた。

　薪割りをしなくても叱しかってくる〝おかあさん〟は、こっちにはいないけど……。

　でも叱られなくてもやる。

「なあ、かじ屋？　しらんの？　しってるの？　おまえって、ほんと、無口だよなー」

　マイケルにそんなことを言われる。

　そうかなぁ。そんなに無口かなぁ。ふつうだと思うけど。

「かじ屋ってゆーのは、……あれだ！　ええと！　なんだっけ？　とにかく──あれだ！　とんてんかん、とんてんかんって、音がするんだー」

　とんてんかん？

「あと、あそこの子はなー、けっこう、びじんだぞー」

　かわいいのか。

「ちがう！　おまえはまったくわかっていない！　だめだめだ！」

　だめ出しされた。

「〝かわいい〟と！　〝びじん〟は、ちがうんだよ！」

　ちがうんだ。

「あと、〝いろっぽい〟とか、〝えろい〟っていうのもあるんだぞ！」

　あるんだ。

　どうちがうのかわからないけど。

　かじ屋は、村の南西のほうにあった。

　煙えん突とつのある大きな造りの家で、裏のほうは開けていて作業場になっている。表のほうは〝お店〟になっている。なにかを作って、それを売っているらしい。

「おう！　どうした？　マイケルとぼうず！」

　かじ屋のおじさんが言う。

　腕うでは逞たくましくて、エプロンは煤すすだらけで真っ黒だった。

　働くおじさんという感じ。

「マリオンは……、いますかー!?」

　マイケルが、なんでか、目を閉じてぎゅっと手を握にぎって、そう叫さけんだ。

　なんでなのかな？　と思ったら──ああそうか。おじさんが怖こわいんだ。

　優やさしそうなおじさんなんだけどなー。

「ぼうず。おめー、薪割りの仕事を継ついだんだってな。村長から聞いたぜ。がんばれよ。あと斧おのがダメになったら、俺んとこ持ってこいよ。直してやるから。──そのかわり、薪をたくさん持ってきてくれよな。うちは、ほれ、仕事でばんばん使うからよー。炭も使うが、薪も山ほど使うわけさー」

　ほらね。

「あのう。マリオン……」

　おじさんがこちらにだけ話しかけていたので、マイケルはすでに半泣き。

　マイケル……メンタル弱すぎだよ。

「おお。わりぃわりい。──おーい！　マリオン！　てめえの男どもが来てんぞー！　おまえみてえながさつな女と遊んでくれる男なんていやしねえんだ！　とっとと下りてこねえと頭ず突つきかますぞ！　ゴラア！」

　おじさんは、家中が震ふるえるような大声を、二階に向けて張りあげた。

　あ。いまちょっと怖いのわかった。

　どたどたどた、と、足音が下りてきた。

「ごめん、ごめーん！」

　オレンジ色の髪かみをした、明るく笑う女の子がやって来た。

「おとーさん！　もう！　ばかなこというの、やめてよー！」

　女の子は笑いながら右ストレート。

　ぼすう、とか、ものすんごい音がした。おじさんはお腹なかをかかえて、うずくまっている。

「お、おう……、ま、まりおん……、おめえ……、いいストレートだった……ぜ」

　おじさんを倒たおした女の子は、マイケルの顔を見るなり、顔色を変えた。

「うえっ……、マイケルぅ？」

「なんだよ、そんな嫌いやな顔することはないだろー？」

「すぐお尻しりさわらせろとか、ゆうしー」

　女の子は明らかに警けい戒かいした顔をしている。

「なんだよー。いっただけだろー。いいじゃんへるもんじゃなしー」

「ぶつよ？」

　マイケルは、ささっと後ろにやってきた。隠かくれている。「きょ、きょうはちがうんだ！　おれのこぶ──じゃなかった。トモダチを紹しよう介かいするぜー！　じゃーん！」

　いや。じゃーんじゃなくて。

　だからなんで後ろに隠れるの？

　あといま〝こぶん〟って言いかけたよね。言いそうになったよね？

「へー。みないカオだー。あんた。さいきん。きた子？　あたし。マリオン。あんたは？」

　名前を名乗った。ピコまろじゃなくて、村長にもらったほう。カインというほう。

「へー。いい名前じゃん」

　てっきり〝似合わない〟って言われるかと思ったけど。

　この子は〝いい〟って言ってくれた。

　村長にもらったこの名前が、ちょっと好きになった。

「こいつはなー。つよいんだぞー」

　後ろに隠れたままのマイケルが言う。

「毎日、薪割りで鍛きたえてるからなー。おまえより、きっと、チカラがつよいぞー。マリオン！　あのやくそく！　おぼえてんだろーな？」

「うえっ？　やくそく……、マイケルあんた……、そういうの……、やめなよ」

　やくそくってなに？

　それを聞いてみた。

　マリオンは顔を赤くして……。

「うでずもうで、勝てたら……」

　勝てたら？

「さわらせろ……って」

　どこを？

「その……、おしり、とかっ」

　マリオンはますます赤くなって言う。

　だけど……。

　マニアックだね。マイケル。

「おまえ！　ぜってー自分が勝つって、いってるじゃん！　じゃあいいじゃん！　もんだいないじゃん！」

「いいけど……」

　マリオンは小さな踏ふみ台を持ってきた。それを庭に置いて、向こう側に立つ。

　前まえ屈かがみになって、肘ひじをのせる。

　その上で腕を組んで力比べをするのだと、なんとなくわかった。

　大人だとテーブルを使うんだろうけど。ぼくたちには、踏み台が、ちょうどいいサイズ。

「じゃあ？　やる？」

　マリオンが言う。構えたときには、彼女は顔つきが変わっていた。

　きりっとしている。なんだかカッコいい。

「やれー！　かてー！　カインー！　おとこのつよさを見せてやれー！」

　それに比べて、マイケル……。カッコわるいよ。

「レディの……、ゴーッ！」

　マイケルの合図で、腕相撲ずもうをはじめる。

　うわぁ……。つよい。このこ。つよい。

　全力をだしてみた。

　でも腕はまんなかで、なかなか動かない。

「あんたもなかなかやるね？」

　女の子は、にやりと笑った。

　力比べになってから、ほんと、顔つきが変わった。

「じゃあほんき、だすよー？」

　まだほんきを出してなかった！

　うわわ。勝てない。このこ。つよいよ！

「よーしカインー！　おれが援えん護ごするぞー！　くらえー！　ムカデとクモとカエルとナメクジと！　そのほかステキなものいっぱいー！」

〝ステキなものいっぱい〟が、マリオンに浴びせかけられる。

「う──うぎゃあああああ！　やめ！　やめ！　だめ！　やめて！　とってとってーっ！」

　マリオンの手から力が抜ぬけた。

　こてん、と、腕相撲に勝ってしまった。




　　　　◇




「しかたないよ……。約束だもん。勝ちは勝ち、負けは負けだ」

　マリオンは言う。こっちに背中を向けている。

　いや向けているのはおしり？

「ほら。さわりなよ」

　いやー。でもー。さっきのはー。ねー？

「いいから。あたしの気がすまないから」

「いーけ！　いーけ！　さーわれー！　やっつけろー！　やっつけろー！」

　うるさいよマイケル。
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　やっぱ。だめだ。

　こういうのはよくない。

「え？　いいの？　あれはちゃんと勝ってないから、のーかん？　のーかん、ってなに？　いいってこと？」

　マリオンは、きょとんとしている。

　だって。あのままやってたら、負けてたのこっちだし。

「へー。みなおしたよー。マイケルのトモダチだから。そーゆーのだとおもったー」

　そーゆーのって、どーゆーのだろう。

　てゆうか。マイケルで思いだしたけど。

　べつにおしりとか興味ないんだけど。

　なんでそんな話になってたかなー。マイケルのせいかなー。そうだよねー。

「え？　おい？　カイン？　なんだよ？」

「マイケルぅー、かくごしろー」

「うえっ？　おい？　おれ？　おれなのー？　なんでおれー！」

　マリオンと二人で、日が暮れるまで、マイケルを追いかけ回した。

　たのしかった。

　マリオンとトモダチになった。
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「おまえさー。ＢＢＡって、どうおもうー？」

　前を歩くマイケルが、そう言った。

　今日もヤギの乳しぼりをサボってきたマイケルに案内されて、村の中をゆく。

　だからＢＢＡってなに？

　いちども説明してもらってないよね？

「ユリアねえちゃんはなー。すげーんだぞー。もうおっぱいあるんだー。ＢＢＡだがなっ」

　今日はマイケルに連れられて、教会にいるという四つぐらい年上の女の子に会いにいくことになっていた。

　ぼくたちは五つぐらいだから、そのユリアさんという人は、きっと九つくらいだ。

　すごい大人に思える。

　この村には、ぼくらぐらいの歳としの子供は、あんまりいない。一〇人とちょっとぐらい？　そのうちの半分くらいは女の子。

　ユリアさんという人は、ちょっと歳がちがうけど、四つぐらいのちがいは、すくないほうみたい。

　マイケルと一いつ緒しよというのが、ちょっと不安なんだけど。

　トモダチになれるなら、なりたいと思った。

「ここだ。かくれろ。しずかにしろ」

　教会の近くまでくると、マイケルは茂しげみに身を隠かくした。

　ねえ？　なんで隠れるの？

　しかたなくマイケルと同じように隠れた。

　女の子がいる。ぼくらよりだいぶ年上。

　その子は、しっかりした感じで、そして優やさしそうで──。

　ぼくらよりもずっと小さい子たちに、「おねーちゃーん」と、すがりつかれていた。

　こどもたちは、女の子──ユリアさんに、ぎゅーっと、力いっぱい、しがみついている。

「みろ！　あれ！　おっぱいさわってるぞ！」

　いや。さわってないよ。手がたまたまあたってるだけだよ。さわるはずないよ。

「いいか？　合図したら、おれたちも、とびだしていくぞ！　いまがチャンスだ！」

　だからなにがチャンスなの？　なにしてんの？

「いち──、にの──、さーん！」

　マイケルは飛び出していった。

「おねー～!!　ちゃーん!!」

　大声をあげながら、ユリアさんに突とつ進しん。ぴょーんとジャンプして、抱だきつきにかかる。

　ぼくは茂みに残って、ずっと見ていた。

　マイケルは一緒に飛び出せとか言ってたけど……。

　もちろん「いいえ」だ。選せん択たくするまでもない。

　ユリアさんは、神様みたいな微笑ほほえみを浮うかべたまま──。ひょっと避よけた。

　マイケルは、べちっと、顔から地面に落ちた。

「あらあら。マイケル。おいたはだめよ」

　ユリアさんはたしなめるように、マイケルに言う。

「ひどいよ～、ユリアさぁぁん……」

　マイケルは転んだ拍ひよう子しに怪け我がをしていた。

　鼻が真っ赤。膝ひざがすりむけている。すっごい痛そう。

「もう。自じ業ごう自得ですよ」

「いたいよ……、いたいよ……、いたいよー！」

　マイケルは泣きはじめた。

　わるいことかんがえて、自分で転んで──。ユリアさんの言う通りだった。

　じごうじとく？　とかいうのは、むずかしくて、よくわかんないけど。

　マイケルは、ほうっておけばいいと思った。

　だけどユリアさんはマイケルのことを許したみたい。

　マイケルのすりむけた膝ひざ小こ僧ぞうに手をかざして──。

　その手から、ぽうっと、なにか暖かくて優しい光がもれはじめた。

「聖なる主よ。優しく正しい我らが神よ……。この卑いやしく卑ひ怯きようでちっぽけで、本当に哀あわれなくらいの迷える子羊に、祝福と加護を……。《癒いやし》よ！」

　優しそうなおねえさんが──凛りんと、強く声を張りあげる。

　光が、ぱあっと一層強くなって──。

「いたくない！　いたくないや！　ありがとうユリアさん！　ユリアさぁん！」

　マイケルが飛びつく。

　ユリアさんは笑え顔がおのまま、しかたないなー、という顔で、マイケルを抱きとめた。

　マイケルは、しばらくぐしぐしと泣いていたが──。

　そのうち泣きやんだ。

　泣きやんでしばらくすると──。

　なんか黒いオーラがマイケルの体をつつみはじめた。

　ユリアさんは、まだマイケルの背中や頭を、よしよしと撫なでてあげている。まだ気がついていない。

　あぶなーい！　ユリアさん！　にげてー！

　マイケルの手がおっぱいにあたる。

「きゃっ！」

　ユリアさんが悲鳴をあげる。

　マイケルは飛び離はなれると──。

「やーい！　すきありー！　さわったさわった！　さわっちったー！」

　はしゃぐ。さわぐ。よろこんで。おおさわぎ。

「ゆーりあは！　おっぱーい！　おっぱい星人ーっ！」

　変な歌をうたいながら、マイケルは駆かけていった。

　あーあ……。

　マイケルのマイケル度が、また上がった。

　トモダチとして、止めたほうがよかったんじゃないかな？　もう手て遅おくれだけど。

「茂みのなかのキミ。……でてきなさい」

　ユリアさんが、こちらに向かってそう言った。

　バレてた。

　しぶしぶ、茂みからでる。

　自分のせいじゃないんだけど。すっごく。バツがわるかった。ぜんぶマイケルのせいだ。

「マイケルのお友達？」

　ユリアさんは、なんか究極の質問をぶつけてきた。

　どう答えていいのか、すっごく迷ったが……。
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「……そう」

　ユリアさんは、優しく微笑んだ。

　ぼくはドキドキしていた。マイケルのトモダチなんだから、マイケルのやったことは、やっぱり自分のせいだと思う。

「こっちいらっしゃい」

　ユリアさんに呼ばれた。

　ニコニコ笑って、ユリアさんは手招きする。

　逃にげ出したかったけど。──行った。

　どうやって謝ろうかと思った。「はい」と「いいえ」ぐらいしか、あんまり喋しやべったことがない。

　そんなことを考えていたら──。

　がばっと、ユリアさんに抱きしめられた。

「マイケルのお友達になってくれて、ありがとう。キミは優しい子ね。強い子ね。我が慢まん強づよい子ね」

　なんか、めっちゃ、ほめられた。

　叱しかられると思っていたから、びっくりした。

「大変でしょうけど。友達でいてあげてね。あの子。ほんと。しょうがない子だから。あなたぐらいしか。友達いないの」

　ユリアさんがぎゅーっと抱きしめてくるものだから、ユリアさんの胸が顔にあたっている。

　マイケルがおっぱいって言ってたやつ。やわらかい。

　ユリアさんはまだ放してくれない。

　かちんと固くなったまま、ずっと、棒みたいに突つっ立っていた。

「そうだ。キミ。名前は？」

　ようやく放してもらえる。

　名前をユリアさんに言った。もちろん村長につけてもらったほう。一いつ般ぱん受けするほう。

「わたし。ユリア。……よろしくね」

　彼女は、すごくやさしい笑顔をうかべて、そう言った。

　こちらこそ。
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「きょうはさー、どこいこうかー？」

　今日もマイケルに連れられて、村の中を歩く。

　ここんとこ、毎日、太陽が真上にくる時間になると、マイケルが遊びにやってくる。

　マイケルはヤギの乳しぼりをサボるためだからいいけど……。

　こちらはマイケルが来る前に、早いうちに薪まき割わりの仕事を終えておかないとならないから、けっこう、たいへん。

「カイン。おまえはさー？　なにがいいー？」

　うーん……。考えた。探険できるのとか？　冒ぼう険けんできるのとか？　なんか集めるのでもいいし。生き物とか石とか。

「最初は、キサラだろー。まほう屋の子な。ツンツンしているやつな。ぱんつ白いやつな」

　いや。ぱんつはしらないけど。

「──つぎは、マリオンだ。かじ屋の子な。チカラもちのやつな。リボンが青いやつな」

　リボンしてたっけ？　青かったっけ？

「つぎはユリアさんな。教会のねえちゃんな。黒いんだ」

　なにが？　てゆうか。女の子ばっかだよね。

　今日はなにしよう？　──って、そっちの話だったんだね。

「あと、この村で残ってる、めぼしいのは……。そうだなー。猟りよう師しの子だろー。池の島のへんじん女だろー。あと、やくそうつんでるビンボくさい女と……。まあ、そのくらいだなっ」

　だから女の子の話ばかりだよね。遊びにいこうよ。

「あー！　まいけるー！」

　村のまんなかを歩いていると、噴ふん水すいの近くで、女の子に声を掛かけられた。

「まいける、どこいくのー？」

　女の子は歩いてきた。空色の服に金色の髪かみ。おでこが広くて、目がぱっちりとした女の子だった。マイケルがどんどん歩いていってしまうので、袖そでを引いて、呼び止めた。

　ほら。ねえ。マイケル。女の子いたよ？　いるけど？

「まいけるー。どこいくのー。あたしもいくー」

　マイケルは振ふり向かずにどんどん歩く。──ねえねえ。ねえったら。

「まいけるー。まいけるー」

　女の子と二人で、マイケルについて歩く。

「あーもー！　ついてくんなよ！　フローラ！」

　マイケルはようやく立ち止まると、ようやく振り返って、女の子に言った。

「ねえ。まいける。このこ。だあれ？」

　女の子が、ぼくを見て言う。ぼくも女の子を見て、思う。

　この子だれだろ。マイケルは、村には、あと女の子は三人って言ってたけど……。この子はそこに入っていないっぽい。おない年ぐらいに見えるんだけど。

「こいつは。カイン。おれの……その、ダチだ！」

　マイケルが女の子に紹しよう介かいしてくれる。

「あたし。フローラ。よろしくねっ」

　女の子は明るく笑った。──うん。こちらこそ。

「あー！　あたしもいくー！　あそぼうよー！」

「ばーか！　女はだめだー！　ばーか！　男だけの遊びだー！　いくぞカイン！」

　マイケルは走り出した。

　走って行くマイケルと、残された女の子を、交こう互ごに見て、ちょっと迷ったけど、マイケルを追うことにした。




　　　　◇




「まいたか？　もうついてきてないか？」

　はあはあと息を切らして、マイケルが言う。

　木の幹の陰かげから、そーっと覗のぞいて、しっかりと確かく認にんしている。

「あいつはー。だめだぞ。……ちょっとカワイイかもしんないけど。性格がだめだ。すぐ──おれのあとついてくんだ！　それで、まいける！　あーしなさい、こーしなさい、とか、うるせーんだ。カアちゃんよりうっせえんだ」

　しっかりしていて、いいと思うんだけど。

「それはだめ、あれはだめ、ぱんつはもっとだめ、とか、おれのあとついてきて、あれこれ言うんだ」

　いい子だと思うけどー。あと。ぱんつはフローラでなくてもだめだと思うよ。

「とにかく、だめだ。あれはやめといたほーがいいな。うん。ぜったいだ」

　マイケルは腕うで組ぐみをした。

「とにかく、だめだ。フローラは、だめなんだ」

　なんで「だめ」っていうのか、なんとなくぼくにもわかった。ほかの女の子のところには、いっぱい連れて行ってくれるのに、フローラだけは紹介しない、その理由は……。

「おい。わかってるか？　カイン？　フローラは、だめなんだからな？　わかってるな？」
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「え？　カイン？　おまえ……、いま、なんて……」

　マイケルはびっくりした顔で立っている。

　いいえと言った。「フローラはだめだ」と言うマイケルに、「いいえ」とそう言ったのだ。

「だめだ……、だめだぞ……、フローラは……だめなんだ！」
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「いくら……、いくらおまえでも……、だめなんだーっ!!」

　マイケルは、ぶってきた。ぽかぽかぽかと、ぶってきた。

「おまえがッ！　はいと言うまで！　ぶつのをやめないッ！」

　ぽかぽかぽかぽか。

　ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。

　あんまり痛くないけど。

　でもいっぱい──ぶってきた。

「うわーん！」
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　こっちが、なんにもしていないのに──。マイケルは、いきなり泣いた。

　そしたら、なんでか、三倍くらい──パワーアップした。

　ぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽか。

　ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。

　ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。ぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽかぽか。

　すごく。いっぱい。ぶたれた。

　ぶちかえすのは、我が慢まんしていたんだけど──。あんまりいっぱい、ぶたれたので──。

　つい、一回だけ、ぶちかえした。

「ぶったー!?」

　マイケルは、ぶたれたところを押さえて、信じられないという顔をしている。

「フローラにしか！　ぶたれたことないのにッ！」

　ぶたれてるんだ。

　またぶってきた。

　ぽかぽかぽかぽか。──と、いっぱい、ぶってきた。

　もうこんどは反はん撃げきをしないで、ずっとぶたれていた。

　あんまり痛くないし。

　ぼくは、マイケルをぶっちゃいけないと思った。一回ぶったのも、あれは、いけなかったと思った。

「なにしてるの!?」

　フローラの声がした。

「まいけるを、いじめちゃだめー！」

　フローラはマイケルをかばって立った。

　腕うでをおおきく広げて、におうだち。

　マイケルはフローラのスカートのうしろに隠かくれている。

「カイン！　まいけるのこと！　いじめちゃだめー！」

　フローラは、すごく強い目で、ぼくのことをにらんでくる。

　えっと。ぶたれていたの、ぼくなんだけど。泣いてたのは、マイケルだけど。

　ぼくはその場から立ち去った。

　その日は、早めにふとんに入った。

　ふとんを引き寄せて。頭まですっぽり入って。ふとんオバケになって。

　ずっと考えていた。

　せっかくできたトモダチだったけど……。なくしちゃった……。

　もう、もどらないんだな。

　そう思った。




　　　　◇




　つぎの朝がきた。

「カーイーン！　あーそーぼー！」

「かーいーんー！　あーそーんでー！」

　おとこのこと、おんなのこの声が、おもてから響ひびいてきて、ぼくは起こされた。

　二人が家のまえで呼んでいる。

　二人いっしょに、並んで立って、呼んでいる。

　遊びにいこうと誘さそってくれる。

　外に行くと、ふたりはちょっと気まずそうに──でも、笑ってくれた。

　ぼくも笑いかえした。……笑えた、と、思う。

　二人はしっかりと手を繫つなぎあっていた。

　うれしかった。あんなことがあったのに、トモダチのままでいてくれた。

　ぼくは思った。

　もし、これから……この二人を引き裂さこうとするやつがいたら、ぼくは絶対に許さない。

　それがたとえ、魔ま王おうであろうと、神であろうと──。

　そいつが、泣くまで、ぶつのを、やめない。
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「カーイーン！　あーそーぼー！」

　家の外で、マイケルが叫さけぶ。

　こちらの仕事が終わった頃ころ合あいをみて、外から呼んでくる。前はヤギの乳しぼりから逃にげてきて、遊びに誘ってきたわけだけど。最近は、そっちも、ちゃんとやってきている。

　フローラの調教──じゃなくて、フローラに叱しかられて、やるようになったらしい。

　もしかしたら〝ごほうび〟とかでやるようになったのかもしんないけど。

　とことこと、出て行った。

「よ」と、マイケルに手をあげて挨あい拶さつ。

　このあいだケンカしたのに、マイケルは次の日も誘いに来てくれた。

「今日は、俺の発見したうらわざ！　教えてやるぜー！　みんなにはナイショだぜー！」

　あれ？　今日はたしか、〝やくそう摘みの子〟のところに連れてってもらえるはずだったんだけど……？

　ちがったのかな？　なんか教えてくれるらしい。ナイショの裏技らしい。

　そっちには、あんまり興味はなかったけど。まあ、トモダチのマイケルが言うのだから、ついていった。

　マイケルはどこに行くのかと思ったら、村のまんなかあたりに行った。村のまんなかは噴ふん水すいのある広場になっている。みんながおしゃべりしたり、子供が遊んだり。

　ここで遊ぶのかなー、と思ったら、マイケルは、広場を素す通どおりしていった。

　広場の向こう側にある、一本の大きな木のところまで歩いてゆく。

「ここだ！」

　木の根元を指差す。なにか地面に〝ざる〟が置かれてあって、立て札があって、「やくそう。一つ。一〇Ｇ」と書かれている。

　ざるには、なんか、しなびた草が入っていた。

「ここのやくそうはなー！　やすいんだぞ！」

　マイケルは言う。

「どうぐ屋で買えば、もっと高いぞ。二〇Ｇはするぞー。ここだと一〇Ｇなんだー！」

　ふむふむ。マイケルすごいね。

「だけどおれは！　もっとやすく買う方法を！　おもいついたんだー！　みてろよー！」

　マイケルは、口の中に指を突つっこんだ。

　そしてツバをいっぱいつけた指を、立て札に書かれた字になすりつけて……。

「一〇Ｇです」の「一」のところを……。

　消しちゃったー！

「ほら！　みろ！　こうすれば！　〝やくそう。一つ。〇Ｇです〟になるだろー！　なるだろー！　〇Ｇで買えちゃうんだぜー！　おれ！　あったまいーだろー！」
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　ぼくは、ぶった。

　マイケルを、ぶった。

　トモダチとして、ぶった。

　トモダチだから、マイケルをぶった。

　マイケルが泣くまで、ぶつのをやめなかった。

「わかった！　わかったから！　もうやらないからー！　おれがわるかったからー！」

　よし。

　マイケルは泣いた。ぼくは、ぶつのをやめた。

　マイケルは全泣きになって、逃げていった。追いかけることはしなかった。

　きっとフローラのところに行ったのだろうし。なぐさめてもらえるのだろうし。

　明日あした。こっちから迎むかえに行こう。「あーそーぼー！」と、呼ぼう。

「はい」と「いいえ」以外のことを、うまく言えるか、ちょっと自信ないんだけど。

「やくそう。一つ。〇Ｇです」の立て札をみる。

　しなびた草……やくそうが、ざるに盛られている。

　いまポッケには、ちょうど一〇Ｇがあった。いまの〝ぜんざいさん〟だ。
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　ポッケから、一〇Ｇをだした。薪を持ってゆくと、たまに、おだちんをもらえることがある。もちろん、いつもじゃなくて、ごくたまにだけど。

　一Ｇずつのおだちんを貯めて、一〇Ｇになっていた。それを木箱に入れた。そしてやくそうを取った。ポッケにしまった。

　やくそうなんて、使いみちなかったけど。でも……。

　かったー！　うまれてはじめて、なんか、かったー！

　おとなの階段を、ひとつ、のぼった気がした。

　きっと、すこし、おとなに見えるようになったんじゃないかな。

　誰だれか見てないか、きょろきょろとまわりを見回していたら……。

　木の上から、女の子が降りてこようとしていた。

「よいしょ、よいしょ……」

　女の子は、おなじくらいの歳としの子にみえた。

　一いつ生しよう懸けん命めい、降りてくる。でもなんか危なっかしい。ていうか……、どんくさい？

　手伝おうかなー、どうしようかなー、と考えているうちには、女の子は木を降りてしまっていた。

　地面に立つ。

　そして、木の根元に置かれている、ざると木箱を見て──。

「あっ！　やくそう！　うれてる！　──ああっ！　おかね！　はいってる！」

　すごく喜んで──というよりか、びっくりした感じで、感激している。

　たったいま、やくそうをお買い上げとなった自分としては、なんか、恥はずかしいやら、居い心地ごこちわるいやら。

　こんなにすぐ近くにいるのに、なんでか、女の子は、こちらをみつけてないもよう。

　とっとと、退散しようとして、歩きだしたら──。

「ああっ！　もしかしてもしかして！　かってくれたひとですかぁ！」

　みつかっちゃった。

　しかたなく、「はい」と答えた。首を縦にこくこくと振ふった。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　女の子は、ぎゅっと手をにぎってきた。両手でしっかり包んでくるように。

　その手は、とっても、やわらかかった。

　そういえば、女の子と手をつないだことって……。はじめてかな？

　女の子はまだ手を放してくれない。顔が近くて。ちょっと困る。

　毛糸で編んだふかふかのぼうしをかぶった女の子だ。ちょっと街の子と違ちがう格好だなーと、思ったら……。わかった。ぼうしも、服も、靴くつも、みんな手作りなんだ。この子のきてるものって。

「ありがとう！　ありがとう！　ここんとこずっと、やくそうだけなくなってて！」

　ん？

「おかね、はいってなくて！」

　ん？　ん？　ん？

「これで、きょうはごはんがたべられます！」

　ん？　〝きょうは〟？

　……ってことは、ずっと、ごはん食べてないの？　おなかすいちゃわない？

「あの！　よかったら……、その……、おなまえ……、きかしてください。あと、あと、あと……、もし、いやじゃなかったら……、と、ともだち……」

　ん？

「あの……、やっぱり……、いいです」

　ぼくはずっと待った。いやなんかじゃないよ、と、口では言うことはできないけど。

　顔に出して、女の子の手を握にぎって、ずっと待っていた。

　女の子は、勇気を出して──言葉の続きを口にした。「あの……、お、おともだちに……、おともだちになってください！」

　目をつぶって、大きな声で言う。

　へんじは、もちろん、「はい」だった。

　こちらこそ。

　女の子の名前は〝ロッカ〟といった。マイケルの言う〝薬草摘みの女の子〟だった。




　　　　◇




　ロッカと別れて道を歩きつつ、ずっと考え事をしていた。

　マイケル。ぶたなきゃ。トモダチとして。もうやらない、ってマイケルが言うまで、ぶつのをやめない。

　でもこれだけは信じてる。マイケルは、ぶてばわかる子なんだ。

　あと、そうそう……。やくそう、かっておいて、よかったかもー。きっと使うよね。
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「きょうはなー。あんま期待すんなよー」

　前を歩くマイケルが言う。

　今日は池に住んでる子のところに連れていってもらえる約束。

　なにを「期待すんな」なのか。そもそもなにを期待すればいいのか。マイケルの言ってることは、たまに、よくわからない。

　池に住んでいるといっても、べつに、へんな意味じゃない。

　村の中には、小さな池があって、その池の真ん中には、家が一いつ軒けん建つのがやっとの小さな島がある。

　その島に建つ小さな家に、おない年くらいの子が住んでいるそうだ。

　トモダチが増えるのが楽しみだ。

「カイン。あんま期待すんなよー」

　マイケルはまた念を押すように言う。だから期待って、なに？

　島へはボートを使う。飛び越こえて渡わたるには、ちょっと距きよ離りがありすぎる。

「落ちるなよー」

　マイケルはそう言うと、平然とボートを操あやつった。

　すごい。マイケルがカッコいい。

　ボートに乗るのは初めてで──。落ちないように、しっかりとつかまっているので精せい一いつ杯ぱい。

「ここがー、自じ称しよう、〝はつめいかー〟の、うちだー」

　池のなかの一軒家の前に立ち、マイケルは言った。

「え？　〝はつめいかー〟って、なんだって？　それは、えっと……、あれだ。つまり。〝はつめいか〟だ」

　それ答えになってないよ。

「なんだよ。おまえ、そんなこともしらないのかー？」

　マイケルは知ってるの？

「も、もちろんだとも！」

　じゃあ教えてよ。

「──あ、あとで！　あとでフローラに聞いてみなっ！　カンタンすぎて！　おれちょっとこたえたくないやー！」

　マイケルはごまかした。ごまかしかたが、あんまりうまくないと思った。

「──まあそれはともかくとして、だ！　ここがそいつのうちだ。とーちゃん、かーちゃんいなくて、こいつ、ひとりで住んでんだぜー」

　ぼくも一人だよ。

「ああ。そういや。そうだっけ。……いいなー。いいよなー。ヤギの乳しぼりなさい！　とか、おまえ、怒おこられたりしないんだろー」

　ヤギの乳しぼりじゃなくて、薪まき割わりだけど。

　おこられなくたって、やるけど。

「ここの家のやつも、ひとりだからー。すげえ気楽だぜー。一日中、へんなことばっかやってるぞー」

　へんなことって、なんだろう？

　マイケルの言う〝へんなこと〟だから、きっと、へんなことじゃないはずだ。

　──と。

　そんなふうに、家の前でマイケルと話し合っていると──。

「もー！　うるさいわねー！　けんきゅー！　できないでしょー！」

　ばーん、とドアが開いて、女の子が飛び出してきた。

　白いぶかぶかの上着を着た女の子が、三つ編みを振り回す勢いで怒っている。

「よー、リリー」

　マイケルが手を挙げて挨あい拶さつ。

「ぱんつは見せないからねっ！」

「ちげーよ」

「おんなのこの服を透とう視しする機械もつくらないからっ！」

「ちげーって」

「フローラが優やさしくなるクスリもつくらない！」

「それはぜひ頼たのむ」

「そんなことやってるヒマなんてないって言ってんでしょーっ！」

　女の子が叫さけぶと、赤い三つ編みが、ぶんぶんと回る。

　おもしろいなー。

「な？　──カイン。こいつ。おもしれーだろ」

「こいつゆーな！　あと人をゆびささない！　──って？　あれ？　あれれー？」

　彼女は顔にかけたガラスのレンズ──眼鏡っていうらしい──を、ぐりぐりやって、じっとこっちを見た。

「この子、だれ？」

「こいつ。カイン。最近。この村にきたんだぜ。おまえ。けんきゅーばっかしてるから、しらねーんだろ」

「そうなんだ……。あー、ちらかってるけど、よかったらー、はいる？　おかし、あるよー？」

　女の子──リリーは、家の中に招いてくれた。

　やったー。

　おかし。おかし。

「おい！　おれんときは追いかえそうとしたくせにー！」

「だってマイケル。ガラクタくんをバカにするんだもの」

「へーん！　そんなカカシ！　だってへんじゃん！」

「へんじゃないもん！　ガラクタくんは！　ママが作ったすっごいロボットだもん！　壊こわれていて直せないだけだもん！」

　家の前に、錆さびついた鉄でできたカカシが立っている。

　ただのカカシではなくて、歯車とかバネとかが、いっぱいついている。

「そのうち直すもん！」

「いつ直すんだよー！」

　マイケルが言う。

「そのうち！　そのうち！　ぜったい直すもん！　わたし！　もっといっぱいけんきゅーして！　すっごい、はつめいかになって！　直すんだもん！」

「うそつきー！　うそつきリリー！　うそつきつきつきー！」

　マイケルは、大声をあげて踊おどっている。

　女の子は、目に涙なみだをうかべて、マイケルをにらんでいる。

　ぼくはマイケルを──。

　ぽかんとぶった。

「いてえ！　なにすんだよカイン！　……え？　だめ？　やめろ？　信じてあげろ？」

　リリーは眼鏡の奥おくの目に、いっぱい涙を溜ためている。

「信じてくれるの？　わたし……、ママみたいな、すっごい、はつめいかに、なれると思う？」
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「そっかー。ありがと！」

　女の子は、にぱっと笑った。いい笑え顔がおだった。

「じゃー、はいってはいってー。おかし。あるからー。ああそこ踏ふんじゃだめ。そこから三歩ぶんは、ジャンプね。はい。ほっぷ。すてっぷ。じゃんぷ。ああ、右のそれは、さわるとばくはつしちゃうから、きをつけてねー。しんじゃうよー」

「おーい！　まてよー！　おれにも！　おかし、くれよー！」

「信じてくんないひとは、はいっちゃだーめ。マイケル。あっちいけ。しっしっ」

　女の子の家は、見たこともないキカイがいっぱいだった。

　こんなコドモなのに、やっぱりこの子は、すごい子だった。

「おちゃ。なにがいーいー？　ごうせいコーヒーと、じんこうコーヒーと、てんねんコーヒー、どれがいーい？」

　なんか聞かれた。三さん択たくだった。「はい」と「いいえ」では答えられない感じだった。

「ああこのビンはべつになんでもないから。青酸──って、かいてあるの、これ、まえのラベルがのこってるだけだからー。きにしないでねー」

　うん。よくわかんない。

　とっても苦いお茶をもらった。あたまがよくなるお茶らしい。リリーはこれが大好きらしい。

　ヤギのミルクで割ってもらって、砂糖もいれてもらったら、とってもおいしくなった。

　ちょっと変だけど、じつはすごい女の子。

　リリーとトモダチになった。
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　いつもの昼すぎ。いつもの村のなか。

　ふだんはあまり行かない道を歩いていたときだった。

　ひゅん！

　なにかが飛んできて、頭をかすめて、すぐ脇わきの木の幹に、突つき刺ささった。

　なに？　なになにっ？

　びっくりして、心臓をどきどきさせて、立っていると──。

「わー！　あぶなーい！　だいじょうぶだったー！」

　女の子が、遠くから、ぴゅーと駆かけてきた。

　すごく足の速い子だった。

　ふつうの子と違ちがって、革かわでできた服をきている。手に持っているのは、あれは──弓とかいうやつだ。

「ごめんごめん！　刺さってない!?　アタマ！　穴あいてない!?」

　だいじょうぶ。

「みせて！」

　だいじょうぶだよ。

「いいから！　みせて！」

　女の子につかまってしまった。しかたがないので、おとなしくした。

　髪かみをかきわけられて、傷がないか調べられる。

「あれ？　なにこれ？　……でもケガはしてないねー。よかったー。矢があたって、ケガさせちゃったかと思ったー」

　しばらくして、女の子はようやく納なつ得とくしたのか、そう言った。ぺたんと地面に座りこむ。

　髪のみじかい女の子だ。

　女の子はだいたい髪が長いのに、この子は、みじかい。フローラもキサラもユリアさんもマリオンも、リリーだって長いけど、この子は、男の子ぐらいの感じ。

　でも女の子だ。

　今日はマイケルがいないからいいけど。いたら大変だよ。ぺたんと座っているから。ぱんつ見えてるよ。

「あれ？　あのさ。……そういえば、キミ……、だれ？」

　あー。やっぱり。そこだよねー。

　女の子に名乗った。最近、この村にきて、薪割りの仕事をもらったことも、ぜんぶ言った。

「へー。そうなんだー。あたし。アネット。……キミは？」

　名前を名乗る。村長につけてもらったと、言ってみる。

「へー。カインかー。カッコいい名前だねー」

　女の子──アネットは、そう言った。

　似合わないとか、名前に負けてるとか、言われることは多いけど……。

　カッコいいとか言われたのは、はじめてだったので、ちょっと照れくさかった。

「キミのこと、カッコいいって言ったんじゃないよ。名前がカッコいいって言ったんだよ」

　女の子は、ちょっと慌あわてたように言った。

「それ。むかしのでんせつの英えい雄ゆうの名前じゃない？　それ。その名前。カインっていうの」

　うん。そうみたい。

「あたしもね！　いつかそういうふうに、語られる名前になろうと思ってるの！　でんせつの狩人かりうど──アネット！　どう？　カッコいい？」

　女の子は弓を構えて、そう言った。
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「ほんと！　ほんとほんと！　きゃー！　うれしー！　そんなこと言ってくれたのリリーとキミだけだよーっ！」

　女の子は感激して飛びついてきた。

　そして、ほっぺたに──ちゅっ、とやってきた。

「ありがと！　ありがとー！　あたしほら、じつはあんまりうまくなくてね！　だから弓、練習してるの！」

　女の子は興奮した感じでまくしたてる。

　ぼくはほっぺたを押さえて、ぼんやり立っている。いま「ちゅっ」ってやったの、この子ぜんぜん、自分では気がついていないみたい。

　そのあと、彼女が弓の練習をするのにつきあった。

　うまくないっていうんだけど、的のどまんなかに、いつも命中させていた。

　やっぱり、アネットは、カッコよかった。
















　それから、数年が経たちました。

　カインや女の子たちや、マイケル＆フローラは、皆みんな、揃そろって「十二歳」になりました。







[image: ターン10「キサラとカエル」]




「待てー！　待ちなさーい！」

　村のまんなかを歩いていると、キサラの声が聞こえた。

　待てと言われたので、立ち止まった。

　振ふり返って、待っていると──。キサラが走ってくるのが見えた。

　彼女はいつも魔ま法ほう屋にいる。研究しているか店番をしているか、大おお鍋なべの火の番をしているか、魔法屋のオババの愚ぐ痴ちを言っているかのどれかだ。走っているのはめずらしい。

　ぴょんこ。ぴょんこ。

　走ってくるキサラの前に、一いつ匹ぴきのカエルがいた。必死に飛び跳はねている。

「待てー！　ほんと待てーっ!!」

　キサラが叫さけぶ。どうやら「待て」と叫んでいるのは、ぼくに対してではなくて、カエルに向けてのものだったらしい。ぴょんこぴょんこ跳ねてるカエルに向けて手を伸のばす。

　キサラって女の子なのに、カエルは平気なんだよね。すごいよね。

「カイン！　そいつ捕つかまえて──！　マイケルのやつ！」

「え？」

　思わず声が出た。いつもは「はい」と「いいえ」しか、言わないけど、いまは「え？」と声が出てしまった。

　カエルは、ぴょんこぴょんこ跳ねながら、足の後ろに回りこんできた。

　こちらの後ろに隠かくれにきた感じ……？

「カイン！　そこどいて！　もーアッタマきた！　今日こそもう絶対に許さない！」

　キサラはものすごい剣けん幕まくでエキサイトしている。長い髪の毛まで乱して、ものすごく怒おこってる。

　この村に来てもう何年も経って──。キサラとは五歳の頃ころから、もう何年も一いつ緒しよに過ごしているけど。こんなに怒った彼女は、はじめて見たかもしれない。

　いつも彼女はクールだった。おとなびた顔をして、半眼に閉じた目で、「ふうん」と小こ馬ば鹿かにしたみたいな声をあげるのが、彼女の癖くせだ。

　冷たくてキライ、という子もいるけど。ぼくは、本当の彼女は、優やさしくて温かい子なんだって知っている。

「カイン！　そこどいて！　そいつコロせない！」

　いやコロしちゃだめでしょ。

　てゆうか。いま「マイケル」って言わなかった？　──言ったよね？

「じゃあコロさないから！　二次元の呪のろいをかけてやる！　平面ガエルにしてＴシャツに貼はり付けてやる！」

　平面ガエルもだめでしょ。てゆうか。マイケルなの？　ちがうの？　どっちなの？

　キサラは魔法が使える。村の魔法オババのところで厳しい修しゆ行ぎようを積んで、カエルにする魔法とか、ファイヤーの魔法とか、色々使える。すごい女の子なのだ。

　とにかく、キサラ。落ち着いて。

　綺き麗れいなのが台無しだよ。いま。ものすごいことになってるよ？

「えっ……？」

　キサラは目をぱちくり。切れ長の目と、長い睫まつ毛げを──震ふるわせる。

「な、な、な──なに、へんなこと言ってるの……よ。あたしが取り乱すとか……、あ、あるわけないでしょ！　そんなこと……。た、ただねっ──、マイケルのやつがっ、へんなこと言うからっ！　カエルにして懲こらしめてやろうと思って！」

　そのマイケルは、足元で、こそこそと隠れている。

「え？　なにを言ったのか？　……って？　えーと……、それはァ……、ええと……。言わないとだめ？」
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「え？　言わないと、どっちぶっていいのか、わからないから、言わないとだめだって……？　え？　ええーっ！　ちょ──！　ぶつって！　──あたしをっ!?　あたしのほうが悪かったら、ぶつって？　──言う言う！　言うから！　悪いのは絶対マイケルだから！」

　キサラはわかってくれた。どうしてこうなったのかの説明をはじめてくれた。

「マイケルがあたしのところに来て、へんなこと言うのよ。カインは……あんたは、そのっ……、す、す、す……」

〝す〟……？

「す……、す、すきな……、好きな女の子が、ぜったい、いるって……」

　キサラは紺こん色いろの魔女の帽ぼう子しを、ぐいっと引き下ろして、帽子のつばの下から覗のぞくような目を向けてきた。

「ど、どうなの……？　答えなさいよ！　あたしだって言ったんだからあんたの番よ！」

　なにを？

「なにを──って!!　マイケルのヴァカ！　──の言ったことが！　本当なのかどうかに決まってんでしょ！」

　ええと。なんだっけ？　好きな女の子がいるか……だったっけ？

　うーん。うーん。うーん？

「ね、ねえ……、あ、あんたの好きな子って……、もしかして……？　ユリアさん？　そうよね。ユリアさんは大人っぽいし綺麗よね。おっぱいだって大きいし」
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「じ、じゃあ……、マリオン？　そ、そうよね。マリオンはああ見えて女の子らしいわよね。チカラは強いけど優しいわよね」
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「じ、じゃあ……、ロッカ？　そ、そうよね。あの子はぼーっとしてて天然入ってるけど、かわいいし、女の子っぽいし。服だってピンク色だし」
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「え？　アネットなの？　そりゃあの子は野性味あって、健康的だと思うけど。美人だし。猟りよう師しのお父さんのあとを継ついで腕うでもいいし」
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「まさかとは思うけど……。リリー？」

　なんでリリーだけ〝まさか〟なの？
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　五回目の［いいえ］をすると、キサラは大きな大きな、ため息をついた。

「ああ……、よかったー……。ほーらみなさい！　マイケルのうそつき！　カインに好きな子なんて！　いなかったじゃない！」

　キサラは、ぼくの足元を、びしっと指差した。

　カエルがこそこそと足の後ろに隠れる。

　ん……？　あれ？　五回？　この村にいる女の子はフローラを除くと六人だから、一人足りなくない？　誰だれが足りないんだろ？

　ああそっか。──キサラなんだ。

　なんでキサラが、みんなのは聞いて、自分のは聞かないのか、よくわかんないけど。

　足元のカエルをどうにかしないと。

「なによ？　あんた？　──マイケル元に戻もどせって言うの？　いやよ。や！　ねこにでもなんでも、食べられちゃえばいいんだわ！　自じ業ごう自得よ！」
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「え？　あっそ。戻さなくていいって？　ふぅん……」

　キサラはそう言った。

　その目が、すうっと、冷めてゆく。

　いつもクールなキサラの目が、ふだんよりも、ずっとずっと冷めてゆく。

「あんた──、友達思いなのが、いいところだと思ってたんだけど……。意外とそうでもなかったのね。マイケルと一緒にカエルになって、反省しなさい」

　キサラは細い手を上に振りかざす。

　そして──。

「カエルになっちゃえーっ!!」

　周囲が急に大きくなっていった。──いや！　自分が小さくなっているんだ！

　キサラが立っている。足元から見上げる彼女は、もの凄すごく大きく見える。

「ふんっ!!　しばらくそうやって！　カエルになって生きてなさい!!」

　キサラは行ってしまった。

「げこげこ」

　ぺち、と、隣となりのカエルが、背中に手を置いてきた。

　なぜかそのカエル語がわかった。

「げこげこ（女は難しーよな）」
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「げこげこげこげー（こうなったら仕方ないぜ。カエルとして生きてくか）」
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「げこげこげ（そんなこと言ったって仕方ないぞ。諦あきらめろよ）」

　マイケルは順応が早かった。

　こっちは、巻きこまれただけなんだけど……。

　マイケルは、もうちょっとカエルのままでいたほうがいいと思っただけなんだけど。

　だいたい、キサラが怒っていたのだって、マイケルがウソを言ってたからで……。

　好きな女の子なんて……、いないよ？

　だって、好きとか、よくわかんないし……？

「げこげこげこ（おまえ。カエルになると、いっぱい喋しやべるんだな）」

　あれ？　言ってた？

「げっけっけ（じゃあ行くか。俺。いいところ知ってんだー）」
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「げこっ（どこへー？）」

　ぼくはぴょんこぴょんこ跳ねて、マイケルのあとについていった。
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　ぴょんこ。ぴょんこ。

　カエルとなってもめげないマイケルの後ろを、カエル飛びで、ついてゆく。

　慣れると、ぴょんぴょん跳はねる移動法が、意外と、楽だったりもする。

「げこげこ（どこいくの？）」

「げっげっげっ（ユリアさんだよ）」

　どうもマイケルは、ユリアさんのところに向かっている模様。

　ユリアさんは、教会のお姉さんで、優しい人だ。聖なる奇き跡せきをいくつも使える凄い人だ。

　歳としは、ぼくらより四つ年上で十六歳。ユリアさんなら、ひょっとしたら、カエルになったぼくらを、元に戻してくれるかも？　キサラの機き嫌げんは、当分、直りそうもないし……。

　このままカエルのまま一生──なんてことはないだろうけど。

　カエルもけっこう面おも白しろいんだけど。なるべく早く元の姿に戻りたい。今日の分の薪まき、まだ割ってないんだよね。

「げこっ（止まれ）」

　もうすぐ教会というところで──マイケルが、茂しげみの手前で停止した。

　なんだろ。なんで止まるんだろう。ユリアさん、そこにいるから、会いに行けばいいのに。あとジャンプ数回で、足元まで行けるのに。

「げこっ（いいか？　作戦を話すぞ）」

　なんなの？　作戦って？　ただ出て行って、訴うつたえるだけじゃ、だめなの？

「げっげっげ（ばかだなー。おまえ。俺たちいまカエルだぞ？　普ふ通つうに出て行ったって、きゃー、って、逃にげられるのがオチだぞ）」

　カエル語は、短いなかに、大量の意味が込められていた。カエル語。すごく便利。

「げっげっげ（ユリアさんの後ろから、こっそり近づくんだ。気付かれないように後ろから行けば、背中にあがることもできるだろ？）」

「げっげ（背中にあがったら、どうするの？）」

「げっげげげげ（おまえ。カエルだと、まじでいっぱい話すなー。とにかく背中にのぼらんことには、なんもできないじゃんか）」

　作戦会議が終しゆう了りようした。

　マイケルと、二匹ひき──。ユリアさんの後ろから、こっそりと近づいてゆく。

　ぴょん、と跳ねると、音がするので、のっしのっしと、匍ほ匐ふく前進した。

　ユリアさんの足首が見える。

　ずーっとずーっと上を見ると、ユリアさんが洗せん濯たく物ものを干しているのがわかる。

　うん。こっちには気付いていないっぽい。

「げこっ（いまだ！）」

　マイケルが合図した。

　ぴょん、と、まずマイケルが飛びついた。ぼくも遅おくれずに、飛びついた。足首に摑つかまる。ユリアさんの脚あしを、よじ登ってゆく。カエルの手足には、吸きゆう盤ばんがついてて、便利ーっ♪

「え？　えっ？　えっ？　えええっ？」

　ユリアさんは声を上げている。

　体をひねって後ろを見ようとしている。後ろにはなにもいないとわかると、こんどは自分の背中を、ぱたぱたと手で叩たたく。

　マイケルと二匹で、いまちょうど背中を登っているところだった。

　背中を見ないで振り回す、ユリアさんの手が──。

　うわあ！　あぶない！　落ちるところだった。

　あ。マイケルが落ちた。

「げこげこっ！（ここは俺にまかせて！　おまえは行けーっ！）」

　マイケルはそんなことを言いながら、地面を、ぴょんぴょん！

「かっ──！　カエルっ！　カエルうぅぅ！　き、きゃあ！　きゃあああーっ！」

　ユリアさんは暴れる。走り回る。

　いつもはすごく落ち着いていて、大人っぽいお姉さんだと思っていたんだけど、こういうときには、女の子みたい。

　マイケルがいつも、女の子に嫌いやがらせして「きゃーきゃー」言わせているんだけど。いつも止めているし。なんでそんなことが楽しいのかわからなかったけど。

　……なんか。ちょっと、わかった気がする？

　マイケルが足元で飛び跳ねて、ユリアさんの気を引いて、錯さく乱らんさせつづけてくれているおかげで、残りの行程を登ってゆくのは楽だった。

　もう首筋までやってきた。

　あとは、肩かたの上にまで行って、ユリアさんに話しかけるだけなんだけど。

「げこげこげーっ！（行けー！　そこだ！　もぐりこめーっ！）」

　マイケルが叫さけんでいる。

　潜もぐりこむ？　どこへ？

　目の前にあるのは、ユリアさんの首筋だ。

　潜りこめそうなところといったら……。服の襟えりぐりくらいだけど？

　でも、肩の上いくんだよね？

「げっげっげーっ！（そこだー！　はいれー！　いけー！　おまえのラッキースケベ力を見せてみろーっ!!）」

　マイケルが叫んでいる。
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　ユリアさんの背中を登っていたぼくは、シスター服の襟のところから……。

　入った。

　正確に言うと……。落っこちた。

「き……!?　きゃあああああ!!　きゃあ!!　あああああ!!　入った！　入ってきたのおほほほほほおおぉぉぉ！　ねとねと！　ぬめぬめ！　いやああああああ!!」

　悲鳴というよりは、もっと野太い──雄お叫たけび？　みたいな声をあげて、ユリアさんが暴れまわる。

　服の中に落っこちた、ぼくは──なにがなんだか、よくわからない。

　とりあえず、いい匂においがする。それだけはわかる。

「げこげこげげげーっ!!（ちがうだろ！　前だ！　前に回れーっ!!）」

　服の中で薄うす暗ぐらくてなにも見えないが、マイケルの声が聞こえる。

　前ってどっち？　こっち？　そっち？

　落ちたのは背中側だから──たぶん、こっち。

　動き回っていると、二つの大岩くらいの物体に出くわした。

　ちがった。こっちがカエルのサイズだから、大岩に思えるだけか。

　だとすると、元々の大きさは、どのくらいなのだろう。

　とりあえず、振り落とされないように、その二つの大岩に、しっかりと摑まった。

　こういうとき、カエルの手って、吸盤がついてて──とても便利。

「きゃあああああ！　む──ムネええ！　みずかき！　ぴとって！　きゃあああ！　きゃあああ！」

　ユリアさん。ふだんは優やさしくて大人な雰ふん囲い気きのお姉さんなんだけど……。

　こういうときには、大声で叫ぶんだね。

　ふたつの膨ふくらみを足がかりにして、ぼくは、なんとか、胸むな元もとから顔を出した。

「げこ！」

　ユリアさんの綺き麗れいな顔は、すぐ目の前にあって──。

　顔中が、ひくひくと──痙けい攣れんしていた。

「げこげこっ！（ユリアさん！　ぼくたちカエルになっちゃって──！　もとに戻──）」

「いーや─────!!」

　摑まれた。投げられた。

　ぼくは星になって、鍛冶かじ屋やのほうへと吹ふっ飛んでいった。
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　空を飛んで──べちゃっと落ちた。

　ユリアさん、けっこう肩が強い。──じゃなくて。ここはどこだろう？

　ぴょんこぴょんこ、その場で三回ジャンプして周囲を見回す。カエルの高さから見上げる光景は、どうも人間のときと違ちがって見えて、すぐにはどこだかわからなかった。

　たしか鍛冶屋のほうに飛ばされてきたはずなんだけど……。

　マイケルとも離はなれ離れになってしまった。まあ、マイケルはカエルとして生きてゆくことを決めてしまったみたいだし。こっちは諦あきらめてないし。そもそも巻きこまれただけだし。

　マイケルについてゆくと、へんなことの片棒担かつがさせられるし。ユリアさん見つけて背中に登るのが作戦だっていうから、やってみたら、作戦は作戦でも、えっちなことの作戦だった。カエルになってもマイケルがえっちなのは直っていなかった。

　人間に戻もどる方法を探して、ぼくは、ぴょんこぴょんこ跳ねていった。




　　　　◇




　しばらく跳ねつづけていたら、とんてんかん、とんてんかん、と、馴な染じみのある音が聞こえてきた。

　この音は知ってる。鍛冶屋の音だ。音のする方向に跳ねてゆくと、鍛冶屋が見えてきた。

　物を登って、壁かべを登って、開いた窓から、中を覗のぞいた。

　鍛冶ハンマーを振るっているのは、おじさんじゃなくて──なんと、マリオンだった。

　ほー。へー。はー。

　ぼくと同い年で十二歳なのに、もう鍛冶の仕事をやってるんだー。すごいなー。

　カエルの姿のまま、ずっと見ていると──。

　マリオンは鍛冶の仕事をしているのだと思った。なにかを作っては、ぶつぶつとつぶやき、「ちがう、こうじゃない」とか言って、また潰つぶしては、作り直し。

　おじさんがやると、一発で形ができあがるのに、マリオンがやると、うまくいかない。

　そんなふうに、ぼくがマリオンの仕事ぶりを眺ながめていると──。

　額の汗あせをぬぐった彼女が、ふいっと視線をあげて、こっちを見た。

　カエルのぼくと、目が合った。

　ひっ──。短く息を吸う音。

　あ、きたかな。これって──？

「か、かえる……!?」

　マリオンは息を吞のんで立ち尽つくしている。

　たいていの女の子はカエルが嫌きらい。

　マリオンも「きゃー！」って言うのだろうか。ぼくはまた投げ飛ばされるのだろうか。

　それとも手にもったハンマーを投げつけられる──なんてことはないよね？

　ちょっと覚かく悟ごして、ヘビににらまれたカエルみたいに、冷や汗をたら～り、と垂らしながら、マリオンのリアクションを待っていると──。

「え、えと……、そ、そこで見てるだけなら……、いいよ。こ、こっち来ちゃ、だめだよ？」

　あれ？　悲鳴がない。ハンマーもない。

　カエルが苦手なのに、ここにいること自体は、許してくれた。マリオンって優しい。

　とんてんかん。とんてんかん。

　彼女は鍛冶の仕事を再開した。

　仕事なのか、練習なのか、はっきりしないけど……。

　一いつ生しよう懸けん命めいだということは、わかる。

　窓まど枠わくのところに、ぺたんと座って──。

　一生懸命なマリオンを、じっと見ていた。

「あたしさー」

　不意にマリオンが話しはじめる。

　ぴょんこ、ぴょんこ、と向きを変えて、あっちとこっちを見てみたが、部屋には誰だれもいない。

　いや。カエルのぼくしかいない。ぼくに話しているのかな？

　でも。ぼくいまカエルだよ。

「あたしねー」

　マリオンがまた話しかけてきた。

　カエルのぼくには、返事ができないので、黙だまって聞くことにした。

「こうやって、練習して、お父さんみたいな、立派なかじ屋になりたいんだ。だからこうして、マネ事してるんだけど……。だけど、ぜんぜん、お父さんみたいにうまくなれなくて……。お父さんも、女がかじの仕事するなんて、へんだって言うんだけど……」

　なんか重たい話、はじまっちゃった？

　マリオンはカエルに人生相談をしている。

　ああそうか。ぼくのことをカエルだと思っているから、これはきっと、ひとりごとみたいなものなんだろうな。

「ねー。カエルさん。どう思う？　……あたしって。……どうだろう？　かじ屋の才能……、あるのかな……」

　あれ？　これ、質問？

　ええと……。どうやって答えたらいいんだろう……。
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「え？　なぁにそれ？」

　マリオンは愉ゆ快かいそうに笑う。

　ぼくは、こくこくこくと、頭を縦に振っていた。

「あたしに才能あるって言ってくれてるの？」

　こくこくこく。

「そっかー」

　マリオンは目め尻じりを拭ぬぐった。

「カエルさんにまで励はげまされちゃったら、しかたないなー。あきらめないで、がんばってみますかー。いつかお父さんに、〝おまえは俺の跡あと継つぎだ〟って、ぜったい、言わせてやるぞーっ！　おーっ！」

　とんてんかん。とんてんかん。

　ハンマーの音は、さっきよりも元気になった。

　元気が出るリズムを聴ききながら、ぼくは鍛冶屋をあとにした。
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　ぴょんこ。ぴょんこ。

　鍛冶屋をあとにして、ぼくは、村の中を、カエル飛びで移動していた。

　そろそろ人間に戻りたいんだけど。

　もうカエルの大だい冒ぼう険けんは充じゆう分ぶんなんだけど。

　キサラのところに向かおうとしているんだけど。

　魔ま法ほう屋は村の反対側にあるので、カエルの一歩が数センチのジャンプでは、なかなか、辿たどり着かない。

　ぴょんこ。ぴょんこ。

　そうこうするうちに、なんだか、カラダが乾かわいてきた。

　皮ひ膚ふがぴりぴりと突つっ張る。

　そうか。

　カエルなんだっけ。もともと水の生き物だ。

　水。水。水はどこだ？

　水を探さないと、ヤバいんじゃないの？　これ──？

　キサラの魔法屋にまっすぐ向かわず、ちょっと左に──西のほうに進んでいった。

　そっちには池がある。まんなかに小島の浮うかぶ、そこそこ大きな池があるのだ。

　五歳のときから、もう七年も住んでいる村だから、よく知ってる。




　　　　◇




　カラダがパリパリになって、干ひ物ものになってしまう前に──。

　なんとか池に辿り着いた。

　ぽちゃん、と、飛びこんだ。

　ふー。生き返るー。

　カエルとしての幸せが、カラダの表面から染み渡わたってゆく。

　いけない。このまま。カエルになっちゃいそう。

　あの虫、美味おいしそうだなー。

　──とか思って、飛んでる虫を見ている自分がいる。

　池の中を、すいー、すいーと、泳ぎつつ、カエルとしての幸せを満まん喫きつしていると──。「ああ。この子でいいや」

　──とか、そんな声が聞こえてきて、ぼくは水の中からすくいあげられた。

　え？　あれれっ？

「キミ。ちょっと手伝ってくれるかなー」

　メガネで三つ編みの女の子が、手のひらの上に、ぼくをのせて、にっこりと微笑ほほえんできている。

　リリーだ。

　いつも〝発明〟に没ぼつ頭とうしている、変わった女の子だ。

　村のみんなからは〝変人〟扱あつかいされているけど、ぼくはそうは思わない。リリーはとっても頭のいい子だ。物事に夢中になると、話しかけられたことにも気づかなかったりする。

　そういうところが〝変〟って言われるところだけど。ぼくだって、薪まき割わりに夢中になって、気づいたら、ものすごい山を作っちゃっていたりするから、わかる気がする。

　わかるんだけど……？

　池の中からすくいあげられたぼくは、小島に建つ、リリーのおうちに連れて行かれた。

　リリーは〝けんきゅうじょ〟と呼び、みんなは〝池のなかのへんなおうち〟と呼ぶ一いつ軒けん家やだ。

　ところで──。

　なんで、ぼくは捕つかまえられたのだろうか？

　リリー。なんて言ってたっけ？

　ええと……。たしか……。

「キミに手伝ってほしいんだー」

　テーブルの上に、ぼくを置いたリリーは──またそう言った。

　手伝えることだったら、手伝うけど。

　でも、リリー……？　ぼくがカエルになっていること、気づいてないよね？

　ここにいるカエルは、ぼくじゃなくて、本物のカエルだと思っているよね？

　いったいなにを手伝うんだろう。

　テーブルの上で、おとなしく待っていたら──。

　彼女は、なにか金属の道具を、がちゃがちゃとたくさん持ってやってきた。

「ちょお～っと実験させてくれる～」

　え？

　にこにこと微笑むリリー。

　その手にあるのは──。

　刃は物もの、刃物、ハサミの親玉、針のついて液のはいってるガラスの筒つつ──。

　あとは──。ドリル、ドリル、そしてドリル──。

　リリーは、にこにこと微笑んでいる。
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　ぼくは、こくこくと、首を縦に振った。

　カエルの首はあまり動かないみたいなので、体を上下に揺ゆする感じで、首を縦に振った。

「え？　ほんとに？　ほんとにいいの？　──って。あはははは。カエルくんに言葉がわかるはずないよねー」

　いえ。わかってるんだけど。

　リリーは、カエルの正体が、ぼくだとは、気づいていないみたい。

　でもぼくは知っている。リリーは発明家で──。変人だけど発明が生きがいの女の子で──。

　その変人の発明家から、実験を取ったら、たぶん、なにも残らない。

　ぼくはリリーのトモダチなので──。

　手伝えることなら、手伝ってあげようと──そう思った。

　そんな、命にかかわるようなことでも、ないと思うし──。

　ないよね？

　ぼくは、にこにこと微笑むリリーに運ばれて、台の上に連れて行かれた。

　お腹なかを上にして、バンドでしっかりと固定される。

「じゃ。あんまり痛くないようにするからー。すぐ済むからー」

　えーと……。

　えーと。えーと。えーと。

　リリーは、にこにこと微笑みながら──。

　刃物と、ハサミの親玉と、ぶっとい針のついて液体の入ったガラスの筒と、ドリルと、ドリルと、ドリルとを手にして、迫せまってきて──。

　そしてぼくは──改造された。

「よし！　実験は成功！　動物を人間に変える実験！　成功よーっ！」

　リリーが叫さけんでいる。

　ぼくは、鏡に映った自分の姿を見ていた。

　──ぼくだ。

　ほっぺたに触さわる。ちゃんと手もある。水かきのついてない手だ。

「でもなんでキミ？　カイン君そっくりになっちゃったの？　人間に変える薬を投とう与よして実験したけど……。べつにカイン君に変える薬じゃなかったんだけどなー？　おっかしいなー？　なんでだろー？」

　リリーは首をひねって、不思議がっている。
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　ぼくはリリーの家をあとにした。

　なにはともあれ──人間に戻もどれて、よかったよかった。
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　リリーの家をあとにして、自分の家に戻るところだった。

　やった。人間に戻ることができた。

　リリーに「改造」してもらったことで、ぼくは人間に戻ることができた。

　なるほど。こんな戻りかたもあったんだ。

　キサラに魔法をかけられたのだから、キサラに解いてもらわなければならないと思いこんでいた。でもべつに魔法を解かなくたって、よかったのだ。

　人間になる薬？　改造手術？　なんか気絶していたから、よくわかんなかったけど。

　とにかく、リリーのおかげで、カエルから人間になった。クラスチェンジした。

　正確にいうと、戻ったのとは違ちがうのかもしれないけど。

　まあ。結果同じだし。いいんじゃないかな。

　村の中を、ぼくは家へと向かって歩いていた。

　今日は一日カエルになって大冒険していたから、薪割りの仕事を、ぜんぜんやっていない。薪をたくさん割って、みんなのところに持っていかないと。

　なんか、ひとつ忘れているような気がするんだけど──。なんだっけ？

　家の前までくると、キサラの姿が見えた。

　家の中に入ったり、表に出てきたり。入口の脇わきに置いてある壺つぼのなかを覗のぞきこんだり、茂しげみをかきわけてみたり──。

　猫ねこ撫なで声なんか出して、なにかに語りかけていたりする。

　なにかを探しているのかな？　猫？

　四つん這ばいになってるキサラの後ろに、ぼくは立った。

　彼女が気づいてくれるまで、ぼーっと、そのお尻しりを眺ながめていた。

「出ておいでー……、出ておいでー……」

　ほら。また言った。

「戻してあげるから……、出てきてよう……」

　ん？　なにを戻すのかな？

「もうっ……、どこいっちゃったのよう……、まさか猫にでも捕まっちゃったとか……」

　探しているのは、猫じゃなかったっぽい。

　なんの心配をしているのかな？

「やだ……、やだよう……、こんなことでいなくなっちゃうなんて……、あいつとお別れなんて……」

　キサラはべそをかきはじめた。

　あの強気なキサラが泣くところなんて、はじめて見た。

　ぼくはびっくりしていた。

「やだ……、やだよう……、帰ってきてよう……、もうカエルになんてしないからぁ……」

　ん？　カエル？

「帰ってきてよう……、カイン……、どこにいるのよう……」

　はい。ここにいます。

　四つん這いになってべそをかいてるキサラのお尻を──ぼくは、つんつんとやった。

「ひゃっ！　……うえっ？　……えっ？　か、カイン……？」
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「ほ、ほんとうに……カインなの？」
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「な！　なんで！　あ──あんた！　人間に戻ってるの!?　あたしの許可もなしに！　か、勝手に戻ってるんじゃないわよ！」

　キサラは立ち上がると、そう叫んだ。さっきまで泣いていたのに、もうぜんぜん、そんな感じじゃない。すっかりいつものキサラだった。

　泣いているキサラもめずらしかったけど。

　こっちのキサラのほうが……、やっぱり、いいな。

「だいたい！　どこ行ってたのよ！　探したのよ！　探したんだからね！　なんで家の中でおとなしくじっとしてないのよ！　バッカじゃないの！　カエルでぴょこぴょこ出歩いたりして！　ね、猫にでも捕まっちゃったんじゃないかって……、心配したんだからぁ！」

　あ、また、はみだしてきちゃった。

「と、ところでっ！　……さっき、ど、どこから、聞いていたのよ？」

　どこからって？

「だからっ！　あ、あたしが……！　言ってたことっ！　どこから聞いていたのかっていう話っ！」

　えーと……。出ておいでー……、って、あたりだったかな？

「そ、そうなの……。じ、じゃあ……、アレは聞いてなかったのね……」

　キサラはなにか、ほっとしたような顔をしている。

　アレって？　なに？

「い、いいの！　知らなくていいの！　またカエルになりたいのっ！」

　さっきキサラ。もうカエルにしないって言ってたよ。

「だけどなんで……、人間に戻れたのよ？　あたしの呪のろい、そんなにカンタンに解けるような代しろ物ものじゃないんだけど」

　ぼくはリリーに改造された件を話した。

　てゆうか。あれ。呪いだったんだね。

「ふぅん……、呪いを解いたんじゃなくて、かいぞ……おっほん！　……人化したわけね。じゃあつまり、あんたはいま、カエルの能力を持ちながら、人間にもなってるわけか」

　カエルの能力ってなんだろう？　ジャンプ力があるとか。平泳ぎがうまいとか？

　プラスマイナスでいうと、それはどっち？　すこしプラス側？

　ところで……。さっきから、なにか忘れているような気がするんだけどなー。

　なんだっけ？
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　頑張って、思いだそうとしてみる。

　なんだっけ？　なんだっけ？

　なんだっけー……？

　ぽん。

　ああ。そうだ！

　マイケルだ。

　ユリアさんに投げ飛ばされたときに、マイケルと離はなればなれになってしまった。

　マイケルは、なんか、カエルとして生きてゆくつもりになっていたっぽくて、ぼくは、人間に戻る方法を探していて──。

　それであんまり気にならなくなっていたんだけど。

　気がつくと、目の前のキサラが、ジト目でぼくのことを見ていた。

「ねえ……？　ひょっとして、もしかして、聞くんだけど……。マイケルのこと、忘れてたりした？」
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「ひどい！　あんた、どうして自分がカエルになっちゃったのか、もう忘れたの？」

　なんだっけ？

　ああそうだ。マイケルは、もうちょっとカエルのままで反省したほうがいいってそう思ったので、まだ戻さなくていいよ──って、キサラにそう言ったら、とばっちりを受けて、ぼくまでカエルにされちゃったんだっけ。

「そりゃ……、あたしだってね、す、すこしは、忘れてたかもしれないわよ……？　だって、懲こりて反省してるだろうって思って、様子を見に来たら……。いないんだもん。そろそろ戻してあげようと思ってきたら、どっか、行っちゃってたんだもん……。心配して、心配して……」

　キサラは、そこで、はっと気がついたように──。

「──ばっ！　ばかっ！　心配なんて、していないんだから！　いなくなっちゃったら、どうしようなんて、ぜんぜん思ってないんだからね！」
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「わ……、わかればっ……、いいのよっ」

　キサラはそっぽを向いて、そんなことを言っている。

　さっき、口に出して言っていたのを、ぜんぶ聞いていたぼくは、そうじゃないってことを知っているけど……。ここは、「はい」って言っておかないと、たぶん、無限ループか、またカエル化のどちらかだと、そう思った。

「とにかくっ！　マイケルを探して、連れてきなさい！　そしたら魔ま法ほう解いてあげるから！」

　どうしようか。

「探してきなさーい！」

　はい。行ってきます。
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　マイケルを探して、あちこち歩いた。

　まずユリアさんのところに行った。

「え？　カエル……？」

　カエルって聞いた途と端たん、ユリアさんは掃そう除じのホウキを持ったまま硬こう直ちよくしてしまった。

　その綺き麗れいな顔に、ぷつぷつぷつ──と、じんましん、じゃなくて、鳥とり肌はだが浮うかんでゆく。

「し、しらない。かえる。しらないしみてないし、せなかになんて、はいってきてないし」

　鳥肌の立った顔で、ユリアさんはいつものように微笑ほほえみを浮かべる。

　でもなんか。話しかたが変だし。言ってることも変だし。

　さっきのことが、相当、ショックだったんだろうなー、と思って、ぼくはユリアさんのところをあとにした。

　次にマリオンのところを訪ねた。

「カエル？」

　鍛冶かじの仕事をしていたマリオンは、手を止めて、額を拭ぬぐうと、ぼくに顔を向けた。

　いま拭ったことで、手て袋ぶくろの煤すすがついて、顔が汚よごれちゃったんだけど──言うべきか言わないべきか。

　ぼくは口で言うかわりに、腰こしに下げてたタオルを、「んっ」とばかりに、押しつけた。

「え？　あっ……、その……、あ、ありがと」

　マリオンは顔を拭ふいた。

「こ、これ……、洗って返すからっ」

　タオルを持っていかれてしまった。なんでなのか。すぐに返してはもらえないらしい。

「……で？　カエルだったっけ？　さっき、そこの窓のところに一いつ匹ぴきいたけど……。うん？　二匹目は来なかったかって？　いや？　来てないけど……？」

　マリオンの仕事の邪じや魔まをしては悪いから、ぼくは鍛冶屋をあとにした。

　つぎはリリーのところ。

「え？　カエル？　ううん？　もう実験はしてないよ？　だって成功したじゃない。成功した実験を、もういっぺんやるほど、ヒマじゃないもの。──いまやっているのはねっ。新しい実験！　──ねえ聞いて聞いてーっ！　こんどの発明は、すっごいのよー!?」

　話が長くなりそうだったので、聞かずに、リリーの研究所もあとにした。

　マイケルはどこに行ってしまったんだろう……？

　まさかキサラが心配していたみたいに、猫にでも食べられちゃったり、していないだろうか……？

　そんなはずはない。マイケルは、きっと、たくましく生きている気がする。

　踏ふまれても囓かじられても、きっと、図太くたくましく、生きているに違ちがいなく──。

「まてー！　逃にげるなー！」

　カエルを探して歩くぼくの耳に、そんな声が聞こえてきた。アネットの声だ。

　急いでそっちに行ってみた。広場のあたりで、アネットが弓を構えているのが見える。

　弓矢が狙ねらう先は──。

　地面にいるカエルだった。マイケルだ。

　いっぺんカエルになったせいか、カエルの顔がわかるっていうか、そのカエルが他ほかの普ふ通つうのカエルと違って、マイケルだということが、ぼくには、一発でわかった。

「だめ！　だめですよう」

　狩人かりうどのアネットに狙われて、危き機き一いつ髪ぱつのカエルを、かばう女の子もいる。

　両手を広げて立ち塞ふさがっているのは──ロッカだ。

　薬草摘つみを生業なりわいにしている、優やさしい子だ。

「そこどいて！　ロッカ！　そいつ！　狩かれない！」

　アネットの目は、すっかり〝狩人モード〟になっている。

　彼女の仕事は狩人だ。獲え物ものを狩るのが、彼女の仕事だ。

　村にいる女の子たちのなかでも、彼女はちょっと雰ふん囲い気きが違っていて……。なんというか。野性味がある感じ。

「この子。──カエルさん。なんか言ってますから！　聞いてあげましょうよ」

「いや。言うわけないし。カエルが話すわけないし」

「言ってます！　言ってるんです！」

　おとなしいロッカが、めずらしく──強い顔と強い声で、そう主張している。

「──ねえ！　カインさんも、そう思いますよね！」

　え？　あれ？　ぼく？

　急に話を振ふられた。

　ぼくは、こくこくと──うなずいた。

　ロッカの足元にすがりついて、カエル（マイケル）は、たしかに、なにかを喚わめいている……。

　カエルになっていたせいか、ぼくには、カエル語がわかるみたい。

「ほら！　カインさんもそう言ってます！　──聞いてあげましょうよ！」

「うーっ……、まあ、カインが、そう言うなら……」

　アネットも弓を下ろしてくれた。

　ロッカは地面に手をついて、目線をカエルと同じ高さに持っていって──耳を近づけた。

　ロッカは、動物とお話ができる子だった。村のみんなは、誰だれでも、そのことを知っている。

　あー……。

　やめたほうがいいと思うんだけどなー……。

「うんうん。なに？　なに？　ええと……、え？　〝なんで、おまえは、タイツなんだ〟……って？　え？」

　カエルの言葉を聞いているロッカは、きょとんとした顔。

　げこげこ、けろけろと、カエルは陳ちん情じようを続ける。

「えと、えと……、〝なぜアネットみたいに生足でない！　最さい期ごに見るローアングルがタイツだなんてあんまりだ！　生足と生ぱんつとを要求する！〟……って？　えっ？　えっ？　えええっ!?」

　ロッカは目を白黒させている。

　省略すればいいのに、律りち儀ぎにも、カエルの言葉をそのまま翻ほん訳やくしちゃっている。

　そういえば、カエル（マイケル）は、ロッカの足元にすがりついていたんだっけ。カエルの視線は地面すれすれだから。そこからだと……。

「こっ……、この！　スケベガエルっ!!」

　アネットが弓を構えるなり、矢を放った。

　目にもとまらぬ三連射が、カエルを襲おそう。

　──が。

　カエルはひらっと身をかわした。

　ぴょんぴょん跳はねて、逃げてゆく。
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「待てーッ!!　こらーっ!!」

　アネットが矢をつがえ直して、さらに何連射かを行った。

　しとめた！

　──と思ったけど、かすっただけ。

　カエルはちょっと怪け我がをしながらも、ぴょんこぴょんこ、必死に跳ねてゆく。

　カエルが向かう先には──。

　別の女の子──フローラがいた。

　カエルはフローラの足の向こうに身を隠かくした。
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「えっ？　えっえっ？」

　いきなり足元に逃げこんできたカエルに、フローラはあわてている。

「フローラ！　そこどいて！　そのスケベガエル!!　ぶっ殺ーす！　皮かわ剝はいで唐から揚あげにしてやるんだから！」

「えっ？　えっえっ？　ええっ？」

　アネットに言われて、フローラはどこうとするのだが──。カエルはささっと素す早ばやく後ろに回り込んでしまう。

　そろそろ言ったほうがいいかな、と、ぼくは思った。

　そのカエルがマイケルだってこと、みんなはまだ、知らないんだよね。

　さっきは止める間もなく、アネットが矢を放っちゃったけど。まさか本当に射うっちゃうとは──。

「あ、あの──アネット？　なんか？　あの？　このカエル……助けてあげて？」

　カエルにすがりつかれて、フローラは困ったような顔で、そう言った。

「なんでよ？　フローラ、あなた……、カエル、大だい嫌きらいだったでしょ？」

「そうだけど……。そうなんだけど……。そのはずなんだけど……」

　足元にいるカエルを、フローラは、じいっと見つめた。

　そして、ゆっくりとしゃがみこむと、手のひらをカエルに向けて差し出した。

　カエルは、ぴょんと跳ねると、おとなしく、フローラの手のうえに乗った。

　目の高さまで、カエルを持ちあげて──。

　二人は──一人と一匹は、じいっと見つめあった。

「……マイケル？」

　フローラの桜色のくちびるが、そう──動いた。

　自分でも信じられないという顔で、フローラはカエルを見つめている。

　カエルも、じっとフローラを見つめている。

「なに言ってんのよ、フローラ。──そんなわけないでしょ？」

　アネットが言った。

　アリエナイ、とかいう感じで言っている。

「かして。それかして。──お肉にするんだから。あたしの今日の夕飯なんだから」

　アネットは狩人だった。ワイルドだった。

「あっ──あのあのっ！　そのカエルさん──なんだか普通のカエルさんと違うっていうか。いえあのっ──、〝えっち〟って意味じゃなくてっ。そういう意味じゃなくて、なんていうか──」

　ロッカもなにか違い和わ感かんを覚えていたのだろう。

　説明しようとしているが、うまくない。〝あのあの〟ばかりで、ぜんぜん、要領を得ない。

　ぼくは──。
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「えっ？　このカエル、マイケルだって？　キサラの魔ま法ほうで、カエルにされちゃったマイケルって……？　えっ？　えっ？　えええっ!?」

　ぼくはすべてを話した。

　硬こう直ちよくしているのはアネット。矢をぶっぱなして、だいたい六連射ぐらいやって、今晩のオカズにするとか、狩人の目になって、叫さけんでいたわけで……。

「あー、あははははー……、だ、だって……、し、知らなかったんだし……、し、しょうが……ないよねっ？」

　じとー、っと、いくつかの視線がアネットに集まる。

　カエルをかばっていたロッカと、フローラと、あとマイケル本人。

　三つの視線が、じとーっと、アネットに向けられている。

　無言の抗こう議ぎの視線に、いつもは気の強いアネットも、弱気になって、たじたじとなっていた。

　ぼくだけは、ぽんと、アネットの肩かたを叩たたいてあげた。

「うわ～ん、カイン～！」

　アネットに抱だきつかれた。弱気になったアネットは、いつもとちょっと違う感じがした。

　それはそれとして──。

　カエルのマイケルを、人間にもどさないと。

　ぼくたちは、カエルを連れて、キサラのところに向かった。
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「やだ」

　マイケルを連れていって、キサラに会わせた。

　そしたら、キサラの放った第一声が──それだった。

　あれ？

　マイケルを連れてきたら、魔法解いてくれるって、いってたよね？

「ゆったけど……。よく考えてみたら……。やっぱ、やだ」

　キサラは、ぷいっと、真横を向いた。

「おねがい。キサラ。マイケルを元にもどしてあげて」

　フローラが頼たのむ。

「そうですよー。可哀かわい想そうですよー」

　ロッカも言う。

「可哀想とは思わないけど。カエルのままのが。悪さしなくていいと思うけど。でもフローラのために、戻してあげてよー。それにカエルのままだと、あたし、狩かりたくなっちゃってー、困るしー」

　アネットのそれはわからないけど。どう困るのか。具体的にわかんないんだけど。

　でも、キサラは、さっきは魔法を解いてあげるって言ってたのに……。

　こんどはだめっていうの……、なんでなのかな？

「でも……。だって……」

　キサラは、ぐずっている。

「マイケルを人間に戻すのがだめだったら、じゃあ、わたしをカエルにして！」

「うええっ!?」

　フローラが、そんなことを言いだした。

　キサラもロッカもアネットも、足元のカエルも、もちろん、ぼくも──全員、ぎょっとした顔になっていた。

　一人だけ真しん剣けんな顔でいるのは、フローラだ。決して揺ゆるがない決意を込めて、キサラに迫せまる。

「あ、あのね……、戻したくないわけじゃないし、意地悪しているわけでもないんだけど……、その……、ひとつだけ……、問題があってね」

　キサラは言いにくそうな顔をした。

　魔ま女じよの帽ぼう子しを引き下ろして、顔を半分隠しながら、上うわ目め遣づかいになって、言う。

「か、カエルの魔法を解くためにはね……。そ、その……、解除の呪じゆ文もんを、まず唱えなくちゃならないの」

　呪文、忘れたの？

「そんなわけないでしょ。あたしが！　いちばん最初に憶おぼえた魔法よ！　忘れるわけないでしょ！」

　じゃあ……、なんで？

「解除の呪文を唱えてから……、それから……、ある動作を……、しなくちゃならなくて……。その動作っていうのは……、だから、えっと、そのつまり……」

　つまり？

「つまり！　──乙女おとめのっ！　キスがっ！　必要なのっ！」

　ふぅん。

「ふうん……ってね。あんた？」

　キサラが呆あきれている。

　なぜそれがだめなのか、ぼくには、よくわからない。

　呪文を唱えてちゅーをすればいいんだよね？

　昔、キサラは、マイケルのことをよくカエルにしていたけど。

　そのときにも、何度か、魔法を解いていたけど。……へんなの？

「あっ──!?　あの頃ころは！　だって！　こーんなに！　ちっちゃかったし！　ノーカンでしょ！　ノーカン！　ぜーったいにノーカン！　ノーカンじゃなかったらあたし困る！」

　キサラは困っている。

　魔女の帽子を、しわしわにしている。

　なんで困るのか、ぼくには、ちょっとわからない。

「もう！　なんでわっかんないのかしら！　頭わいてんの!?　あたしたち！　もう十二歳でしょ!?　すこしは気にしなさいよね！　そういうところ！」

　だからなにを？　どんなところを？

「あの……？」

　フローラが、そうっと片手をあげる。

「あの……、その乙女の、口付けって……。キサラがやらないと……、それは、だめなの？」

「ううん？　べつに乙女だったら、誰だれでも……。あっ……。あの、わかる……よね？　乙女って意味？」

　こくん、と、フローラは首を折るようにして、うなずいた。ちなみにぼくには、その意味は──わかんない。だけど女の子同士のあいだでは、それで意味が通じたらしく──。

「じゃあ。なにも問題はないじゃない？」

　よくくびれたワンピースのウエストに手をあてて、フローラは、いつもは見せない毅き然ぜんとした顔で立っていた。

　地面にいるカエル（マイケル）に向けて、手をさしのべる。

　カエルは、ぴょんと、その手のひらに乗った。

「キサラ。呪のろいを解く。呪文。おねがい」

「あ。うん」

　キサラは呪文というのを唱え始めた。普ふ通つうの言葉じゃない、聞いたこともない言葉で、なにかをぶつぶつとつぶやいている。

　彼女の体の輪りん郭かくに、ぼうっと、紫むらさき色いろの光が浮うかびあがっている。

　あれが魔力。

　魔法を使える彼女は、すごいと思う。

「はい。呪文。おわったから。あとは乙女のキスを──」

　キサラが言いおわらないうちに、フローラはカエルにキスをした。

　なんのためらいもなく、カエルのおでこに口づけをした。

　その瞬しゆん間かん──。

　ぴかーっと、まぶしい輝かがやきがあたりを覆おおった。

　閉じていた目を開くと、びっくりした顔で立ち尽つくしている──マイケルの姿が、そこにあった。

「や……、やった！　人間だ！　人間に戻ってるよ！」

　マイケルは喜んだ顔で、そう叫んだ。

　そして感極きわまったまま、フローラを抱だきしめようとして──。

　両りよう腕うでで、がばりと──。抱きつきにいったのだけど。

　フローラには、すいっとかわされてしまった。

「え？　え？　あれっ？」

　空を切ってしまった腕を、すかっすかっと振ふりたくって、マイケルは、フローラを見ている。

「だめ。マイケル」

　フローラは、ぴしりと、そう言った。

「もともと、マイケルが悪さをしたのがいけないのよ」

「でも。だって。俺」

「だってじゃないの」

　再び、ぴしりとした声で言う。

「う……、うん……。ごめん」

「反省してる？」

「うん。反省してる。心配かけて……、ごめんな？」

　すごい。マイケルが謝った。本当に反省している。

「心配……、したんだからねっ？」

　フローラが、マイケルに──おでこを預けた。

　マイケルの腕が、フローラの肩かたを、そっと抱きしめる。

　ふわぁー……。

　ぼくたちは、じーっと見ていた。

　感動的なシーンだった。抱き合う二人を、キサラとアネットとロッカとぼくとで、じーっと見ていると……。

　マイケルの手が、ぼくたちに向けて、しっしっと振られた。

（おい……、わかれよ？　なっ？　なっ？）

　マイケルが小声でなにかを言っている。
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　マイケルが、手を「しっしっ」と追い払はらうように振って、「わかれよ」とか言うので、わかることにした。

　正確に言うと、よくわかんないんだけど……。

　二人っきりにしてくれっていう、サインなんだってことぐらいは、わかったので──。

　キサラとアネットとロッカと──女の子たちの服の裾すそを引っぱって、その場をあとにした。

　建物の角を曲がって、そのまま、村のほうに歩いていこうとすると──。

「ぐえ」

　首をぐいっと引っぱられた。

「ちょっと。どこ行こうとしてんのよ？」

「あっ。いまっ。〝ぐえ〟って言いましたよっ。わたし。カインさんが話したところはじめて見ましたっ」

「あははははー。カイン君ってば、天然だーっ。──こんないい場面、見ないで行っちゃったら、損だよー」

　なんか。色々……言われてる。

　あっち行け、と言われたので、あっちに行こうとしたんだけど……。

　キサラとアネット。二人の反応を見る限り、建物の角を曲がったところで、覗のぞきをするのが〝正解〟であった模様。……でもなんで？

　あと。ぼく。そんな絶対喋しやべらないほど無口でもないよ。たまには話すよ。

　カエルのときには、けっこう、いっぱい、喋ったよ。

「ほら。見なさいよ。アネットじゃないけど。損するわよ」
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　キサラにぐいっと、首をからめとられた。角のところに引っぱられてゆく。

　角のところから、覗く。

　下から順に、ロッカ、キサラ、ぼく、アネット──と、頭が上下に四つ並んでいる。

　マイケルとフローラは、ぎゅっと抱きあっていた。

　なんか二人で、こしょこしょと、小声で話している。

　なにを話しているのかは、ここからでは、よく聞こえない。

「な。いいだろ。な。な？」

　──と思ったら、アネットが教えてくれた。

　さすが狩人かりうど。アネットは耳がいい。

「だめよ。いけないわ。マイケル」

　こんどは、フローラのほうの内容。だけど話の内容はわかっても──。なにが「いいだろ」なのか。なにが「いけないわ」なのか。

　そこのところが。よくわからない。

「さっきは。フローラのほうからしてくれたじゃないか」

「だって。あれは。呪いを解くのに必要だったもの」

「いいだろ。フローラ。いいだろ。俺。フローラのことが、こんなに大切だったって。いま気づいたんだ」

「……って、もう！　聞いてるこっちが、恥はずかしくなるよぅ……。あうううう」

　アネットが顔を赤くしている。

「ぐいぐい行くわね～。マイケルのやつ」

「ま、ま、ま……マイケルさん……。ふ、ふ、ふ、フローラさんのことが……好きだったんですねっ！」

　女の子たちは、物もの凄すごくエキサイトしている。

「じゃあ。おでこになら……、いいわ。さっきわたしも、おでこだったから」

「じゃ、じゃあ──」

　マイケルが、フローラのおでこに、ちゅーをした。

　ああ。なんだ。

　なにが「いいだろ」で、なにが「だめよ」だったのか。ぼくはようやくわかった。

　ちゅーをするかどうかの話だったんだ。

　なーんだ。どうでもいいや。

　ぼくはその場をあとにした。二人っきりにさせておいてあげよう。

　キサラとロッカとアネットの三人は、まだ、陰かげからこっそり覗いているけど。
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「聞いたよ。聞いたよ」

　ある日のこと。

　村の通りを歩いていたら、ぼくは、おばさんに呼び止められた。

　この人は「うわさおばさん」と呼ばれている。いつもおしゃべりに花を咲さかせている人で、うわさ話が大好きな人。わるい人じゃないんだけど……。ぼくはちょっと苦手。

「マイケルが。カエルになっちまったんだってね？」

　うん。そう。ぼくもカエルになったけど。

　あれ？　そっちの話は、うわさになってないのかな？

「それで大変だったんだってー？　教会のユリアちゃんに悪さしたり、猫ねことケンカして追いかけられたり、ロッカちゃんのところの薬草をパクってみたり、さんざん、ワルさしていたんだってー？」

　マイケル。ずいぶんな大だい冒ぼう険けんだったね。

　でもトモダチとして弁護させてもらうと、薬草を盗ぬすんだのは、きっと猫に追いかけられて怪け我がしたのを癒いやすためだったと思うな。

　ロッカは動物と話ができるから、カエル語もわかるはずで──。きちんと話して、きちんと許してもらえているのだろうし。

「それで、アネットちゃんに食べられちゃいそうになったところを、フローラちゃんにかばってもらって、人間に戻もどしてもらったんだってねー」

　うん。だいたい。そんな感じ。

「ところで、カエルって、おいしいのかね？」

　その質問をぼくに振られると、ちょっと返答に困るんだけど。

「あたしゃ、食べたことないんだけど」

　うわさおばさんは、じーっと、ぼくを見つめてくる。

　食べられないよ？　もうカエルにはならないよ？　食べられて、あげないよ？

「……で。聞いたよ。聞いたよ」

　うわさおばさんは、ずいっと身を乗り出してくると、声をひそめて、そう言った。

　本題に入った模様。

「フローラちゃんがマイケルと、ちゅーしていたんだってね」

　どっちかっていうと、その逆で──。

　マイケルがフローラに頼たのみこんで、ちゅーさせてもらえていたっていうか──。

　でも、ちゅー、っていっても、おでこにだったよね？

「ねえねえ？　ほんとなのかい？　あの二人、ちゅーしていたのかい？」

　女の子って、そういう話、好きだよね。

　うわさおばさんが、女の子のうちにはいるのかどうか、よくわかんないんだけど。

「ねえねえ？　どうなんだい？　ちゅーしていたのかい？」

　うーん……？　ぼくは腕うで組ぐみをして考えこんだ……。
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　うわさおばさんに対して──。ぼくは、「ううん」と、首を横に振った。

　おでこにちゅーは、ちゅーのうちには、入らないよねー？

　おばさんは、あからさまに、がっかりした顔をした。

「なんだいなんだい。ちがうのかい。まったく誰だれだい。そんな無責任なウワサを言って回っているのは」

　おばさんじゃないかな。

「じゃあ。二人がちゅーしてるところを見つけたら、ちゃんとあたしに言うんだよ。ぜったいにお言いよ？」

　うーん……。

　ぼくは腕組みをして考えこんだ……。

　もし二人が、ホントの〝ちゅー〟をしているところを目もく撃げきしてしまったとしても……。

　たぶん、言わないよね？

　ここは、うん、って言っておけば、おばさんは放してくれそうだ。

　でも噓うそをつくのもなぁ……。

　ぼくは、「ううん」と、首を横に振ふった。

「なんだい。おばさんにはヒミツかい。ひどいやつだね。おばさんの唯ゆい一いつの楽しみを奪うばうなんてさ」

　そうなんだ。唯一の楽しみなんだ。

「まあ。あんたならそう言うだろうと思ったさー。あんたがトモダチ想おもいなのは知ってるさねー」

　意外なことに、おばさんは、ぼくを解放してくれた。

　ぼくはふたたび歩きはじめた。

　今日はどこに遊びに行こうか。
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　ぱっかん。ぱっかん。

　今日も調子よく、薪まき割わりをやっている。

　原木っていうのかな？　木から切り出してきたままの、大きな木のブロックを、斧おので割って細かくするのが、薪割りであるぼくの仕事だ。

　ごろんとした塊かたまりのままだと、木には、なかなか火がつかない。細かくしてやらないと、うまく燃えてくれない。

　薪を割るのは、けっこうな重労働で──。慣れないと、とくにそう。

　村で使われる薪の量は、毎日、大きな一山くらいだ。それをぼくは、毎日割って、毎日、一いつ軒けん一軒、届けている。配達も薪割りの仕事のうち。

　代金とかは、とくにもらっていない。でもたまにお駄だ賃ちんがもらえるときもある。

　ニワトリを持ってけー、とか、卵を持ってけー、とか、食べ物をもらうこともある。絞しぼりたてヤギのミルクとか、チーズなんかは、マイケルのおばさんがよくくれる。

　麦とかパンは、畑をやってるおじさんとか、パン屋さんとかが、よくくれる。

　仕事道具の斧が壊こわれたら、鍛冶かじ屋やのマリオンのところに持って行って直してもらう。最近は親父おやじさんじゃなくて、マリオンが直してくれるようになった。

　マリオンはすごい。まだ十二歳なのに、もう一人前だ。すごいすごい。

　病気になったら、村の魔ま法ほう屋のオババのところで、薬を作ってもらうし。その原料となる薬草は、薬草摘つみのロッカが、野原を回って採集してくる。

　食べ物も、日用品も、薬も、仕事道具も、持ちつ持たれつって感じで、困ったときには現物でもらえる。だから困ったりするようなことは、じつはそうそう起きたりしない。

　お金がなくても、だいたい困ることはなくて、なんとなく生きていけてしまう。

　都会の街のほうでは、暮らしはもっと違ちがう感じで、なにもかもお金が必要だっていうんだけど……。村から出たことがないので、よくわからない。

　お金がないと生きていけないって、ほんとかな？　なんでなのかな？　みんな、食べ物とか道具とか、くれないのかな？

　村の生活では、お金は、ほとんど必要ない。使える場所も、道具屋か、魔法屋ぐらいしかない。あとは、マリオンの鍛冶屋の、裏口じゃなくて、表のほう。カウンターがある店の入口のほう。

　そこには、モンスターと戦うような、すごい武器とか防具とかが、並べられている。ゼロがいっぱい付くような額で売られていて……。絶対、一生、縁えんがないような感じ。

　マリオンの親父さんは、この地方では有名な鍛冶屋さんらしい。

　その武器と防具を求めて、わざわざ遠くからお客さんが来るほどだ。

　村の生活では、お金は、ほとんど必要ない。だから、もらったお駄賃は、カエルの貯金箱にしまってある。たまに道具屋さんで、お菓か子しに換かえてる。

　ぱっかん。ぱっかん。

　考えごとをしながら、調子よく、薪を割っていた。

　そうしたら──。

　あっ。やっちゃった。

　ついに、原木がなくなってしまった。

　今日は割りすぎた。

　夢中になって、うっかりしてしまった。

　大きな一山を作れば、今日の分は足りるのに……。

　調子にのって、三山くらい作ってしまった。

　薪を割ってると、雑念がなくなって、だんだん気持ちよくなってくるんだよね。

　原木がなくなってしまうと、次の日の薪割りの仕事がなくなってしまう。

　ヒマになってしまう。

　マイケルとかフローラとか、キサラとかロッカとかと、遊ぶにしたって、午前中はみんな忙いそがしいし。午後にならないと遊べないし。

　アネット──とかは、だいたい狩かりに出ていて留守だし。マリオンも暇ひまさえあればハンマーで鉄を叩たたいて、鍛冶の修しゆ行ぎようをしているし。

　リリーはいつ行っても〝けんきゅう〟とかで忙しくて、〝こーひー〟とかいうのを淹いれさせられたり、なんか、手伝いをさせられてしまうし──。

　ユリアさんは、いつも優やさしく笑って迎むかえてくれるんだけど、歳としが四つばかり違うせいで、ザリガニ獲とろうとか、ヘビ捕つかまえにいこうとか、そういう遊びに誘さそうのも、違う感じ……。

　キサラなんかも、最近は、そういう遊びに誘うと、「ハァ？　ばか？」とかいう顔で見てくるけどね。

　原木は、徐じよ々じよにしか増えていかない。

　毎日、使って減った分は、次の日の朝になると、戻っているのだ。

　いつのまにか、ひとりでに、増えてゆくもので……。

　……ん？

　……そんなわけ？　ないよね？

　ぼくはこれまで、作業場の隅すみに積まれた原木は、勝手にひとりでに増えてゆくものだと思っていた。

　でも、そんなわけ、ないよね。

　じゃあ……。いったいどうして、増えているんだろう？

　不思議。不思議。すっごい。不思議。

　ぼくはその〝不思議〟に挑いどむことにした。




　　　　◇




「おーい。カインー。あそぼうぜー！」

　午後になって、マイケルがやって来た。

　おばさんに言いつけられている、日課の仕事の、ヤギの乳しぼりが終わったのだろう。
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　あそばない。

　ぼくは、ずっと見張りつづけていた。原木はいつのまにか、増えているのだ。なぜ増えるのか。どうして増えるのか。ずっと見張って、突つき止めなければならない。

「え？　なにおまえ？　なにしてんの？　……え？　見張っている？　なにを？　原木を？　なんで？　……どうやって増えるのか、確かめるため？」

　マイケルは、きょとんとしている。

「え？　一いつ緒しよに見張ろうって？　やだよー。そんなのー。退たい屈くつそうだよー。それよりあそぼうぜー」

　マイケルに遊びに誘われた。どうしますか？
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　きまった。

　見張り。続行。

　遊びに行かない。

「なーなー、遊びに行こうぜー。行こうよー。行こうー。なーなー」

　マイケルは甘えた声を出している。愛されキャラになったって、行かないよ？

　だいたいマイケル。キャラが違うよね。君は愛されキャラじゃないよね？

「なーなー。ザリガニ。とりに行こうぜー」

　とりに行きたいけど……、行かない。

「じゃあー、キサラのぱんつ、とりに行こうぜー」

　とるんだ。

「あ。ちがった。見に行こうぜー」

　行かないから。

　だいたいマイケル。そんなことやってたら、またカエルにされちゃうよ。

　こんどは、もう知らないよ。

　マイケルは、まだしばらく、そこで何か言っていたが……。

　ぼくが決意を示して動かずにいると、あきらめて、行ってしまった。

　ぼくは、じいっと、見つめ続けた。




　　　　◇




　まばたきも惜おしんで、じいっと見つめていたら……。

　なんと。夜になってしまった。

　作業場の片隅の、いつも原木が置かれている場所は、まだ空のまま。

　原木が現れる瞬しゆん間かんは、見み逃のがしていない。

　するもんか。

　マイケルからの遊びの誘いも断って、見張りを続けてきたのだ。その苦労を無む駄だにしないためにも、ぜったい、原因を突き止めなければ。夜も更ふけてきて、眠ねむくて、眠くて、たまらなかったが……。

　ぼくはがんばって、眠気に耐たえた。




　　　　◇




　うとうと。うとうと。

　……はっ！

　しまった。

　うとうと、してしまった。

　遠くを見ると──。もう空は、うっすらと明るくなりつつあった。夜というより、深夜というより、もう早朝っていう感じ？

　ぼくは、はっとなって、作業場の片隅を見た。

　原木置き場は……、まだ、空のままだった。

　よかった。

　居眠りしているあいだに、原木がそこにあったりしたら、ぼくは何のために苦労していたのかわからなくなってしまう。

　ひどく落ちこんでしまっただろう。三日くらい落ちこんでいたかな。……一日くらいかな？　半日くらい？

　……朝ごはんを食べて、お昼ごはんを食べるくらいまでのあいだは、きっと、落ちこんでいたに違いない。

　そのくらいの、ものすごいショックだったはずだ。

　──と。

　がさっと、音がした。茂しげみをかきわけて、なにかが近づいている音──。

　ぼくは身構えて、待った。

「おやー？　ぼんず、早起きだなー？」

　のっそりと現れてきたのは──髭ひげいっぱいの、大きな体をしたオジサンだった。

　顔は髭もじゃ。

　背がすごく高い。ていうか。体が大きい。

　腕うでなんか丸太みたいに太い。ぼくの胴どうよりも太そうだった。

　毛皮を着ていて、上半身は半はん裸らだ。寒くないのだろうか。

　そんな感じの、ワイルドすぎるオジサンは、ぼくを、じーっと見下ろしていた。

　ぼくのほうも、突とつ然ぜん現れたオジサンを、じーっと見上げている。

「おう。ぼんず。マジメなやつだなー。もう、木ぃ、なくなっちまったかぁー」

　いつも原木の置いてある一角を見ると、オジサンはそう言った。

　背中にかついでいた荷物を、どさりと、おろす。

　すごい量の──。

　木。木。木。

　そして。木。

「おう。木ぃ、切るのがー、おれのシゴトだしなー。おめーは、木を割って、薪まきにするー。おれはー、木を切ってー、ここにおいとくー」

　オジサンは、ぼくを指差し、つぎに自分を指差し、そう言った。

「木がなけりゃー、薪、作れねーだろー？」

　ぼくは、こくこくと、うなずいた。

　今日は頑がん張ばりすぎちゃって、原木がなくなってしまった。薪を割れなくて、困っていた。

「じゃー、なくならねえようにー、また持ってきてやるからー、しっかり、シゴトしなー」

　オジサンは背中を見せると、夜のしじまのなかに、歩き去って行った。

　なんか。……かっこいい。

　原木の謎なぞが、解明された！

　勝手にひとりでに増えてゆくんじゃなかった！　人が持ってきてくれていたんだ！

　これまで何年も薪割りの仕事をやってきていたけど！　ぜんぜん知らなかった！

　オジサンありがとう！　ぼく頑張って薪割りするから！

　ぼくは早朝から、薪割りをはじめた。

　ぱっかん。ぱっかん。
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「聞いたよ。聞いたよ」

　村の通りを歩いていたら、うわさおばさんに話しかけられた。

　この人はちょっと苦手なんだけど……。うわさ話に花を咲さかせることは、なんか、うわさになっている人に悪い気がして……。おばさんみたいに、楽しめないんだけど。だけど無視して立ち去るわけにもいかないので、しかたなく、立ち止まって、話を聞いた。

「あんた。プレゼントはもう用意したのかい？」

　ん？　うわさ話のはずなんだけど……？　プレゼント？　なに？

「なんだい。あんた。プレゼントも知らないのかい？　仲のいい人の大事な日にする贈おくり物のことだよ」

　そっちを聞いたつもりじゃなかったんだけど……。

　仲のいい人？　大事な日って？

「あたしの聞いたウワサじゃ、キサラちゃんが、もうすぐ誕生日っていうじゃないか」

　そうなの？　てゆうか。〝たんじょうび〟って？　なに？

「あんた。誕生日もしらないのかい？　生まれた日のことだよ。一年に一回やってくる、いちばん大事な日のことだよ。──あんただって、覚えているだろ？」

　うーん。うーん。うーん……。

　ぼくは、気がついたら、村の前に立っていたし……。そのまえのことは、あんまり覚えてないし……。なんか、とっても、つらかったってことだけを、うっすら、覚えているだけで……。

　じゃあその〝たんじょうび〟っていうのは……。ぼくの場合、村に来た日でいいのかな？

　うん。いいよね。

　ぼくは、こくりとうなずいた。

「ほうら。あんたにだってあるじゃないか。誕生日。──で、キサラちゃんの誕生日が、もうすぐだっていうじゃない？　あんたはどんなプレゼントを用意したのかって──。ほら、オバさんに言ってごらん。いったい、なにをあげるんだい？」

　言いたくないなー。

　てゆうか。ぜんぜん考えてないんだけど。

　キサラに〝誕生日〟がくるってことを知ったのも、たったいまなんだけど。

「いいじゃないかー。ここだけ。ここだけの話。……ね？　教えておくれよ？　みんなには内ない緒しよにしておいてあげるからさー」

　ぜったい。うそだね。

　ぼくは確信を持って、そう思った。うわさおばさんに話したら、今日の夕方には、村のみんなに知れ渡わたっている。ぜったいだ。それはそうと……。

「え？　なんだい？　誕生日って、そんなに大事な日なのかって？　あたりまえじゃないか。この世に生まれて来た日だよ。みんなと出会えた日なんだよ。それがめでたくなくて、祝わないっていうなら、いったいなにを祝うっていうんだよ」

　そうなんだ。

　なるほど。そうだよね。

　生まれてきてくれて、ありがとう。きみと出会えてよかった。──っていう日なのか。

　そっかー。そっかー。そうなんだー。

　あれ？　ぼく、その〝ぷれぜんと〟とかゆーの、なにもないよ？

　どうしよう？　どうする？




　　　　◇




　うわさおばさんと別れて、ぼくは村の中を歩いていた。

　マイケルの家の前に、たまたま、通りかかって……。その一いつ軒けん手前の家に入った。

「あら、カイン。いらっしゃい」

　笑え顔がおで出で迎むかえてくれたのは、フローラだ。

　フローラは、マイケルの……、友達？

　友達よりも、もっと仲が良くて──。おたがいが、おたがいのことを、好きで──。

　ええと。なんていうんだっけ。そういった関係？

　まあ──、マイケルの〝友達以上〟の女の子だ。

「カインが遊びにきてくれるなんて、めずらしいわ。……今日はどうしたの？　なにか大事な用とか？」

　ぼくは曖あい昧まいにうなずいた。

〝プレゼント〟のことを、フローラに聞いてみようと思った。

　女の子のことは、フローラに聞いたらいいと思った。マイケルのほうが友達としては親しいんだけど、マイケルには、ぜったいに聞いちゃダメだということだけは──わかる。

「え？　プレゼント？　もらったことあるかって？　もらうと嬉うれしいのかって？」

　ぼくはフローラに聞いてみた。

　フローラのほうは、いきなり変なことを聞かれて、戸と惑まどっている感じ。

　まあそうだよね。立場が逆だったら、ぼくだって、困ってる。

「それ、わたしにじゃなくて──、キサラの話？　こんどの彼女の誕生日に、プレゼントしようって、そういう話？」

　うわ。なんでわかるの？

　ぼくはうなずいた。……「はい」だ。

「ん……っとね。女の子はね。好きな──じゃなくて。仲のいい人からもらったプレゼントは、すっごく、嬉しいのよ」

　フローラはそう言った。

　そうなんだ。

「わたしも。昔ねっ。マイケルから、プレゼントをもらったことが、一度だけあってね……」

　フローラは自分の手を揉もみ揉みして、裏返したり表に戻もどしたりしながら、そう言った。

「昔。まだ。ちっちゃかった頃ころなんだけど。マイケルがねっ。指輪をくれたのっ」

　へー。マイケルが物をくれるなんて。

　指輪って、高いよね？

「クローバーの葉っぱで作った指輪で……。わたし、それ、大事にしてたんだけど。三日で枯かれちゃって切れちゃって……」

　もっといいもの、あげようよ……。マイケル。

　クローバーの葉っぱで作った指輪なんかで、よかったの？

　ぼくはそれをフローラに聞いてみた。

「あ。うん……。ホントはね……。ちょっと残念だったりしたかな……。あっ！　嬉しかったのよ？　嬉しかったのは、ホントなんだから。でも葉っぱじゃなくて、紐ひもとかそんなのだったら、もうすこし長持ちしたしー。ほんとうを言うと──、ほんとはねっ？　お店屋さんに売ってるようなものが欲しかったりしたかなー」

　だよねー。お店屋さんには、本物のが売ってるもんねー。

　なるほどー。

　ぼくは、だいたいわかった。

「ね……。ねえ？　べ、べつに、お願いってわけじゃないんだけど……。無理だったらいいんだけど……。もし話のついでに、マイケルと男の子同士の話で、そういう話になってたら、ちょっと言ってくれたりしちゃったりなんかしちゃうと、嬉しいかなー、って……。あのね。マイケルにね……。本物のが……。べつに指輪じゃなくて首くび飾かざりでもイヤリングでもなんでもいいから──って！　ああやっぱり！　ごめんなさい！　そんなこと言う女の子だって思われたくないから、いいの。言わなくていいの」

　え？　なに？　もういちど言って？　マイケルに、なにを言えばいいの？

「いいの！　言わなくていいの！　おねがいやめて！　いまの忘れて！」

　うん。忘れる。

　……ていうか。最初から、よくわかんなかったけど。

　フローラは汗あせびっしょりになって慌あわてている。

　よく目立つ広いおでこに、汗をかいている。首すじを手でぱたぱたとあおいでいる。

　最後の話は、よくわかんなかったけど。とりあえず、知りたかったことは、わかった。

　ぼくはフローラに、ぺこりと頭を下げて、家をあとにした。




　　　　◇




　次に向かったのは──。

　道具屋さん。

　村に一軒の道具屋さんは、村の中で「お金」の使える、数少ない場所だ。

　道具屋さんで売っているものは、旅人や冒ぼう険けんする人向けのアイテムがほとんどだ。

　ぼくもたまに、買い物をする。

　薪まき割わりの仕事で、たまにもらえる「お駄だ賃ちん」を貯ためて、お菓か子しを買いにきたりする。

　甘い。美味おいしい。

　お金が貯まると、お菓子になっちゃうから、お金は一〇Ｇ以上は貯まらない。

　お菓子の値段がちょうど一〇Ｇなのだった。

「おや。今日はなにか買ってくれるのかな？」

　ちょっと太っている店のおじさんは、ぼくを見ると、にこにこと笑って話しかけてきた。

　店で売っているもののリストを、おじさんに、見せてもらった。







おかし　　　　　　一〇Ｇ

ひのきのぼう　　　五Ｇ

こんぼう　　　　　二〇Ｇ

たびびとのふく　　五〇Ｇ

おなべのふた　　　一〇Ｇ










　……どんどん、どんどん、リストをめくってゆく。







ヌヒャダ神のおまもり　一〇〇Ｇ

カエルのブローチ　　　一八〇Ｇ

深しん紅くのカーディガン　　二五〇Ｇ

精せい霊れい石の耳飾り　　　　三八〇Ｇ

精霊石の首飾り　　　　三八〇Ｇ










　あった。「指輪」ってのは見つけてないけど。フローラが言ってた、女の子がもらったら嬉しい物のひとつ──「首飾り」というのが見つかった。

　もうひとつ言ってた「イヤリング」ってやつはなかったけど。「首飾り」というもののほうなら、あった！　売ってた！

　ええと……。値段は……。

　え？

　三八〇Ｇ……？

　いまの手持ちは……、九Ｇしかない。
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　ぼくは九Ｇを握にぎりしめて、ちからいっぱい、うなずいた。

　はい。

　はい。

　はい。

　首飾りをください!!

　道具屋のおじさんは、にこにこと微笑ほほえみながら──。

「おや？　それを買うには、お金が足りないようだね。……ほかになにか、欲しいものはあるかな？」

　首飾りをください。

「おや？　それを買うには、お金が足りないようだね」

　エンドレスになってしまいそうだったので、ぼくは諦あきらめた。とぼとぼと道具屋からの帰り道を歩く。お菓子なんて買わずに、お金を貯めていればよかった。

　お金なんて……、他ほかに使い道がないから、ぜんぶお菓子にしちゃってた。

　後こう悔かいしたけど。もう遅おそいよね。

　お金。どうにかしないと……。首飾り。買えない。

　ええと。……いくら足りないんだっけ？

　いまあるのは、九Ｇだから……。

　ぼくは地面にしゃがみこんで、小石を拾った。いっぱい拾う。数えながら拾う。三八〇個ほど拾う。三八〇個の小石で小さな山を作ってから、九個、取って、脇わきにのける。

　そしたら、小山をもういちど数えはじめる。残った小石は、三七一個ほどあった。

　うわぁー。三七一Ｇ足りないんだー。

　うわー。うわー。うわー。

　……どうしよう？
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　おかねー。おかねー。

　おかねー。が。ないゆー。

　るー。るー。るー。

　作詞・作曲：ぼく。

「おかねがない歌」──を、口ずさみながら、ぼくは、とぼとぼと村のなかの小道を歩いていた。

　薪まきの割りかたは知ってる。薪の配達のやりかたも知ってる。

　でもお金の稼かせぎかたというのは、知らない。

　薪を届けると、たまに〝お駄賃〟をもらえることがある。

　でも、それは本当に〝たまに〟だし……。いつももらえるわけではないし……。

「おー。カインじゃないか。どうしたー。しけたツラしやがってー。なにか悩なやみごとかー」

　うん。

　ぼくはマイケルにうなずいたきり、とぼとぼと歩きつづけた。

「おい。おいおい。おいおいおい！　どこいくんだよー」

　うん。

「なんだよー。悩みごとかー？　ったく。水くさいなー。もー！　俺とおまえの仲じゃないかー。悩んでいることがあるんだったら、なんでも言えよー。俺に言ってこいよー」

　うん。

「まじで！　たのむから！　俺に話してくれよ！　相談にのらせてくれよ！　たのむよー！」

　マイケルが泣きだしそうだったので、ぼくは足を止めた。

　悩んでいたことを、いちおう、言う。

　お金が必要なこと。三七一Ｇもの大金であること。

「え？　カ、カネっ？　お、おカネの話っ……？」

　マイケルは視線を細かく震ふるわせると、すいー、っと、あさってのほうを向いた。

　ぼくはマイケルの視線の正面に回って、その目を覗のぞきこんだ。

「いや。その。まあ……。なんだなっ。そ、そーゆー話はっ……、俺には、無理だなっ！」

　うん。しってる。

　だから言わなかったんじゃないか。

　言えっていったの。マイケルだよ？

「おカネ……、おカネ……、おカネっていったら……」

　いったら？

「ああ、そうだ……。ロッカだよ。ロッカ」

　ロッカ？

　ぼくは首をかしげた。ロッカは薬草摘つみの女の子だ。村の広場の大きな木の上に、「おうち」を作って住んでいる女の子。子供たちは「へんなおうちー」とか言うけれど、ぼくは、木の上のおうちは、いいなと思っている。

「あいつ。薬草売ってるじゃん。カネ。貯めてるじゃん。きっとたくさん貯めこんでるぜ？　頼たのんでみれば、貸してくれるかもしれないぜ？」

　そうかなー。そうなのかなー。

「そうだよ！　おまえなら絶対貸してもらえるよ！　だってロッカは──げふんげふん！」

　ロッカは──なに？

「いや、べつに！　なんでもないんだ！　俺はデリカシーのある男だからなっ！　言うべきことと、言わないべきでいることを、きちんとわきまえている男なんだ！」

　マイケルがなんだか挙動不ふ審しん。でもマイケルがあまりに自信たっぷりに言うもので、ぼくは、木の幹にかけられてるハシゴを上って、ロッカのおうちにお邪じや魔ました。

「か、か、かっ──カインさん！」

　急に訪問したからか。ロッカはすごく慌あわてていた。

「あ、あ、あっ──あのあのっ！　きょ、今日はどうして──!?　じゃなくて！　あのあのっ！　こ──こんにちはッ!!」

　ロッカは、ずびっと鋭するどいお辞じ儀ぎをした。薪でも割れそうな、もの凄すごい勢いだ。

「あの──お茶！　お茶だしますねっ！　おかし！　おかし！　どんぐりクッキー──カインさん、きらいですか？」

　えと。えと……。嫌きらいの逆だから。ええと……。
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「よかったー。どんぐりクッキー。いっぱい作ってあるんです。どんぐり。たくさん拾えるから──」

　お茶とお菓子をすすめられた。

　木の上に建てられた小屋は、こぢんまりとした感じ。

　小屋の壁かべは生きている植物だったりして、へんな感じ。木き彫ぼりの人形とか、へんな置物がいっぱい置いてある。……へんなおうち、だなんて、思っていないよ？

「おい。カイン。何の用なんだって聞かれてるぞ」

　マイケルにつつかれて、ぼくは前を向いた。

「きいてません。きいてません。マイケルさん。うそ、いくないです。……わたしは、カインさんが来てくれたんなら、どんな用事でも、うれしいです」

　困ったなぁ。お金借りに来た、なんて、言えなくなっちゃったなぁ。

「じつはこいつ。カネ借りにきたんだけど」

　うわぁ！　言っちゃったー！　マイケルのばかー！

「え？　お金ですか？」

　ロッカはきょとんとする。

「あの。わたし。そんなに持ってませんけど？」

　いつもかぶってる帽ぼう子しを押さえて、うつむきかげんに、そう言った。

「ウソを言っちゃぁ、いけねえなぁ……」

　マイケルは膝ひざでにじって、前に出ていった。

「おまえが〝やくそう〟を売ったカネを、しこたま貯ためこんでいることは、とっくに調べがついてんだ。それをちょっと見せてくれりゃぁ、いいんだよ。な？　見せるだけだろ？　減るもんじゃないだろ？」

　マイケルはすっかり悪いひとのカオになっている。

　ロッカは、ベッドのなかから、何かを取り出してきた。

　ベッドは普ふ通つうのベッドじゃなくて、ワラの上にシーツをかぶせただけのベッドだった。ワラのなかから掘ほり出されてきたツボが、前に置かれる。

　けっこう重たそう。中にはコインがぎっしり詰つまっている感じ。三七一Ｇは、しっかりと、ありそうな感じ……。

「おうおう。けっこうあるじゃねえかー」

　マイケルの顔が、ますます悪くなってゆく。

「あのぅ……、そのお金はぁ……、森の動物さんたちを診しん療りようしてあげるためのお金で……、あの……、ですから、その……」

「なんだ？　おい？　貸せねえってゆーのか？　センセイが困っていらっしゃるんだ。おうおう、おう！　貸すのか貸さねーのか、はっきりしろい！」

　マイケルはすっかり本職だ。──あとそれから、センセイになっちゃってるよ。ぼく。

「あの。えっと。カインさんが。本当に困ってるんなら……。どうぞ……。ちょこちょこ貯めたやつなんで……、あんまりないんですけど……。ごめんなさい」

　ロッカは上うわ目め遣づかいでぼくを見上げて、そう言った。ツボを、すすっと床ゆかの上に滑すべらせてくる。

　ロッカのツボ貯金を奪うばい取り……。じゃなくて！
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「あの……。カインさんが必要でしたら……、どうぞ」

　ロッカは、ツボを差し出してくる。

　うーん。うーん。うーん……。必要ではあるんだけど……。

　いま借りておいて、あとで、きちんと返せばいいような気もするんだけど……。

　なんだか……。これはちがうというか……。

　これは、やっちゃいけない感じっていうか……。

「へっへっへ！　じゃあ、ありがたく、もらってゆくとすっかなー！」

　マイケルが笑え顔がおを浮うかべながら、ツボに手を伸のばした。

　ぼくは──。マイケルの頭を、ぽかんとやった。

「いてっ！　え？　ええっ？　なんでぶつの？　なんで俺ぶたれてんの？　いいじゃん！　くれるって言ってるんだぜ？　もらっておけば！　もらっておこうぜ！　な？　な？」

　くれるってゆってないし。貸すってゆってるだけだし。

　あと、マイケルのなかで「借りる」と「もらう」は一いつ緒しよなのだということは、だいたいわかった。

　ぽかん。ぽかん。ぽかん。

「いてっ。いてっ。いてっ。またぶったっ」

　そんなに力は入れてない。昔、マイケルをぶったときには、泣かす勢いでぶったけど。今回は、そんなのとは、ぜんぜんちがう。手加減している。

「もー、わかったよー。ちぇっ。せっかくのカモ……じゃなくて、貸してくれる親切な人を見つけたってゆーのに。おまえがだめっていうなら、じゃあ、仕方がないよ」

　マイケルはわかってくれた。

　ぼくたちは、ロッカに何度も頭を下げて、木の上のおうちをあとにした。

　でも自分のことじゃないのに、ぼくのことなのに。こんなに親身になって心配してくれているマイケルには、ぶったりして、わるいことしちゃったかな？

　でもロッカの大事なツボ貯金を借りるわけにはいかなかったし……。

　会話もなくて、マイケルと二人で道を歩く。いつもはよく喋しやべるマイケルが、ぜんぜん、口を開かない。その間が、そろそろ耐たえられなくなってきた。

　ぼくは、「はい」と「いいえ」以外で、なにか口にしようとした。

　そのとき──、マイケルが──。

「ちぇっ。あれ、ぜったい三七一Ｇ以上あったぜー。あれだけあったら、余ったお金で、俺も、お菓か子しが買えたのになーっ」

　ああ。うん。ちがった。

　マイケルは、マイケルだった。

　なんか安心しちゃった。
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　おかねー。おかねー。

　おかねー。が。ないゆー。

　るー。るー。るー。

　作詞・作曲：ぼく。「おかねがない歌」──を、口ずさみながら、ぼくは、とぼとぼと村のなかの小道を歩いていた。

　マイケルは、なにか、目当てがあるらしく、頼もしい足取りで、先を歩いている。

　ぼくは、とぼとぼとマイケルのあとをついて行く。

　マイケルは、なんでか、いつでも自信満々だ。たまにうらやましく思うこともある。

「つぎの目当ては！　ここだーっ！」

　ばーん。

　マイケルが、なんかポーズを付けて立ったのは、教会の前。

　うん？

　えっ？　……ユリアさん？

　ユリアさんが、次の目当てなの？

　ユリアさんは、教会のおねえさんだ。

　村の教会には、えらい神父さんがいて、その人の指導を受けながら、シスターとしての修しゆ行ぎようをしている。

　もうすぐ〝しんかん〟とかいうのになるみたい。ぼくたちより四つ年上なだけなのに、すごい人なのだ。

「ユリアさんはなー。すごいんだぞー。ＢＢＡだけど」

　ユリアさんがすごいのはわかってるけど。

　でもぼくの思うそれは、マイケルのそれとは、ちょっと違うかもしれないなぁ。──と、そう思った。

　あと、最後のその言葉、ぜったい余計だよね。

　ユリアさんが聞いたら、シスターがデーモンになっちゃうよね。

「どうすごいのか、いまから言うぞー！　〝きょうかい〟っていうのは、〝きふ〟ってゆーの、集めてるじゃん？」

　そうなの？

「ばっかだなー。おまえ。なんにもしらないんだなー。そんなんじゃ、女の子に、〝マイケルすごい〟って、言ってもらえないぜー？　俺なんて、〝えらいわマイケル〟って、フローラにしょっちゅう、言ってもらってるぜー！」

　マイケルは胸を張ってドヤ顔。

　それ「えらい」と「すごい」って、ちょっとニュアンス違うよね。操縦されちゃっているよね。

　あとフローラはマイケル専用だよね。

　それに「すごい」って言ってもらうなら、ぼくは薪まき割わりの仕事で、「すごい」って言ってもらいたいなぁ。

「んで、その〝きふ〟ってやつは、すごいんだぜー。おかねが、何百枚もあるんだ」

　へー。

　じゃあ……、三七一枚くらい、貸してもらえるのかな？

「俺。このあいだ、ここから覗のぞいてたんだけど。あれは千枚あったかもしれないなー」

　千枚？　それはすごいや。

　マイケルが窓まど枠わくに手をかけて、こっそりと中を覗く。

　ぼくもこっそりと覗いてみた。

　教会の部屋で、ユリアさんがテーブルに向かっている。

　きのう集めた〝きふ〟というのを、ちょうど数えているところだった。

「九九六……、九九七……、九九八……、九九九……、ああ、もうっ。一枚足りない……」

　ユリアさんは眉み間けんに縦たて皺じわを寄せていた。

　綺き麗れいな顔が、いまだけ、ちょっと怖こわい。

「数え間ま違ちがいなのかしら？　……昨日はたしかに、千枚あったはずなんだけど」

　険しい顔で、思案中。

「神父さまかしら？　いいえ。だめね。神父さまを疑うだなんて……。神よ赦ゆるしたまえ」

　胸の前でホーリーサインを描えがいて、

「きっと数え間違いね。もう一度数えないと……」

　ユリアさんは、お金の山を再び数えはじめた。

「もう……。教会の修しゆう繕ぜんで千枚必要なのに……、困ったわ、もし神父さまが、一枚持っていってたりしたんだったら……、いいえ、だめよね……、信じないとね」

　ユリアさんは険しい顔でお金を数えている。

　なんかちょっと、声をかけられる雰ふん囲い気きでもないし、お金貸してとか言い出せる感じでもないんだけど……。
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「ユリアさーん」

　ぼくは声をかけるのが苦手なので、マイケルの背中を、ぎゅう、と押して、マイケルにそう声をかけてもらった。

　ユリアさんは、びくっと、身を固めてから──。

　さささっ、と、テーブルの上のコインの山を布で隠かくした。

「な、なにかしら……？　カインさん、マイケル？　ま、また……、悪さでもしたの？　また、懺ざん悔げでもしにきたの？　もう……、しょうがないわね。じゃあ、教会のほうで聞いてあげるから……、先にあっちに行っていてくれる？」

　ユリアさんは、そう言った。

　ええと……。
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「えっ？　なんでっ？　──懺悔にきたんじゃないの？　ねえ？　向こうで聞いてあげるから……、先に、あっちに行ってまっていてくれる？」
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　ぼくは再び、首を横に振ふった。

　ここは「いいえ」だ。断固として「いいえ」だ。

「えっ？　ええと……、ええと……、ええと……」

　ユリアさんは、目をぱちぱちとしながら、ぼくを見つめて──。

「んと……、バレてる？」

　気まずそーに、そう聞いてきた。

　四つも年上の十六歳のお姉さんなのに、なんだか、一いつ瞬しゆん、年下みたいに見えてしまう。

　かわいい。とかいったら。怒おこられてしまうかな。

　ユリアさんは、コインの山をすぐに隠していたけど。

　ぼくたちは、ずっと前から見ていたわけで──。

　一枚足りなくて、ユリアさんが眉間に縦皺を寄せるところとか──。お金を数えているユリアさんが、なんだか妙みように楽しそうで、幸せそうだったところとか──。

　ぜんぶ、見ていた。

　どこのところが「バレてる？」なのか、よくわからないんだけど。

　ぼくは、こくんとうなずいた。

　そして隣となりのマイケル先生が──。

「ユリアさーん。カインが三七一Ｇ、貸してってさー！」

　ぼくにはとても言えないことを、平然と言ってのけた。

　マイケルのこういうところ、すごいと思う。

「[image: ]っ……？」

　ユリアさんは、固まった。

　しばらくして、動きはじめると……。

「生きとし生けるものに、皆みな、神のご加護があります。

　当教会に、どんなご用ですか？

　おいのりをしますか？

　お告げを聞きますか？

　毒の治ち療りようですか？

　それとも、どなたかの、復活ですか？」
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　ユリアさんは、薄うすい微笑ほほえみを浮うかべながら、そう言った。

　ユリアさんが、なんかへんになっちゃった……。

　てゆうか。「ふっかつ」とか、できたんだ。

　ほー。へー。はー。

「おいのりですか？　お告げを聞きますか？　それとも、懺悔ですか？　懺悔ですか？　懺悔をしていきますか？」

　ユリアさんは、笑え顔がおを向けてくる。

　ぼくたちは、ぴゅーっと、退散した。

　ユリアさんから、お金は、借りられなかった！
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　おかねー。おかねー。

　おかねー。が。ないゆー。

　るー。るー。るー。

　作詞・作曲：ぼく。「おかねがない歌」──を、口ずさみながら、ぼくが、とぼとぼと道を歩いてゆく。

　後ろをついてくるマイケルは、心配した顔。……か、どうかは、見ていないので、わかんないんだけど。

　でも、たぶん、そう。きっと、そう。

　マイケルに心配をかけている。

　おかねがない人間って……、だめだなぁ、と思う。

　ぼくは。だめだめだ。

「だいじょうぶだよ。──カイン」

　後ろから、マイケルの声がかかった。ぼくは立ち止まって──振り返る。

「カネがなくたって、俺はおまえを見捨てたりしないぜ！」

　マイケルは──、ほら、やっぱりそういう顔をしていた。

　ぼくはマイケルに心配をかけたくなくて、ぐっと口を「へ」の字にむすんで、マイケルを見返した。

　ぼくとマイケルとで、しばらく、見つめあう。

「しっかし……。おまえ、ほんとうに、カネ、なかったんだなー……」

　マイケルはふっと笑うと、しみじみと、そうつぶやいた。

「あの貧びん乏ぼうくさ……ええと、あまり金銭的に豊かではない、薬草摘つみのロッカより、カネもってないんだもんなー」

　なんかロッカに失礼なことを言っているような気もするが……。

　自分にお金がないのは確かなので、ぼくはじっと聞いていた。

「ロッカが、だめだろー。ユリアさんも、だめだったろー。あとー、そうだなー。あとうちの村で、カネもってそうで、カインに貸してくれそうな女っていうとぉ──」

　マイケルは空を向いて考えている。ぼくもつられて空を向いた。

　でもなんで、女の子限定なんだろ？　──まあ、「アテ」についてはマイケルに任せたほうがいい感じ。

　ぼくはほんとうにお金のことを気にしてなかった。

　誰だれがお金持ってるかとか、誰が持ってないかとか、ぜんぜん、しらない。

「ああ。そうだ。いたよいたよ。──キサラがいたじゃん！　あいつおまえにベタぼ──うおっほんっ！　えーと、まあ、その、なんだ……。あいつ、ツンツンしてるけど、おまえのトモダチだしなっ！　困ってるおまえが頼たのめば、嫌いやとは言わないぜー！」

　え？　キサラ？　えーと……？

「あいつ。魔ま法ほう屋で店番やってるだろ？　魔法ババアから小こ遣づかいもらってるか、売り上げのカネをくすねているかで、ぜったい、カネ持ってるって！」

　うーん……。キサラ……。キサラなのかぁ……。

　うーん……。うーん……。うーん……。

「絶対かしてくれるって！　俺を信じろ！　俺の目を信じろ！　あいつ、おまえが〝貸してくれ〟って頼めば、ぜったい、貸してくれるってー！　なんなら、俺！　命かけてもいいぜー？　あいつ、なんも言わずに、さくっと三七一Ｇを……。いや。なんか色々。言うな。ぜったい言うな。言うだろうけど。たとえば……。〝べつにあんたが頼むからじゃないんだからねっ。哀あわれに思えて目め障ざわりなだけなんだからねっ〟──とかなんとか言いながら。最後は嬉うれしそうにカネだすぜー！　ぜってーだ！　チョロインだからな！」

　うーん……。チョロインってのはよくわかんないけど……。

　そこ、聞くべきかな？　まあいいか。

　キサラは……、キサラは……。うーん……。うーん……。

　でもまあ……。マイケルの言うことなんだし……。




　　　　◇




　ぼくとマイケルは、村はずれの魔法屋に向かった。

　魔法屋のオババの店は、ぐつぐついってる大おお鍋なべのある工こう房ぼうと、カウンターのあるお店とが合体している、大きなおうちだ。

　オババとキサラが住んでいる。

　キサラは魔ま女じよ見習いで、オババのところに住み込みで、修しゆ行ぎようしたり修行したり修行したり、店番したり、オババと口くち喧げん嘩かしたり、マイケルをカエルにしたりしている。

　キサラとオババの二人は、親なのか祖母なのか孫なのかは、しらないんだけど……。でも「かぞく」なのは間違いがない。ぼくには「かぞく」はいないから、オババのいるキサラが、羨うらやましく思うことがある。いつも口喧嘩しているけど。

「かぞく」がいるっていうことは……。ごはんのとき。寝ねるとき。起きるとき。誰かが家にいるってことだよね。

　キサラはカウンターで頰ほお杖づえをついて、暇ひまそうにしていた。

　オババの店には、魔法の薬や、魔法の道具を買いに来る旅人が、たまにやってくるが……。村の人がなにかを買いに来ることは、あんまりない。

「あら、カイン……」

　ぼくに気づいたキサラは、目を丸く見開いて、笑いかけ──。そこで急に不ふ機き嫌げんになって──。丸かった目を細めて──。ぼくをじっとにらんできた。

「あんた、いったいなんの用？」

　キサラに会いに来ると、いつもこう。

　はじめのころは、なんか怒らせちゃったのかなー？　とか思っていたけど。

　最近は慣れたので、ぜんぜん気にしてない。

「言っとくけど、うちの薬は、高いわよ」

　キサラが目をますます細める。彼女はとても美人だから、そうすると、凄すごみが増す。

「ビンボー薪まき割わりのあんたなんかに、買える値段じゃないんだから」

　いつもと同じフレーズ。いつものぼくなら、軽く流して、右の耳から左の耳に抜ぬけている。

　でもその言葉は、今日は、ぐさりと胸に突つき立った。

　いたい。いたい。痛いよ……、キサラ。

「おーい。いまのでカインが、致ち命めい傷しようになったぞー」

　マイケルが言う。

「え？　うそっ？」

　カウンターの向こうで、キサラが中ちゆう腰ごしになった。

「なんでそんなっ、今日にかぎって──！　だっていつもは、このくらい、ぜんぜん平気で──！」

　ああ。だいじょぶ。だいじょぶ。

　ちょっと自分のダメさかげんに、めまいがしていただけだから。

「そ……、そうなのっ……」

　キサラは一瞬、心配した顔を浮かべるが──。

「ていうか！　心配させないでよね。なによそれ。ダメージ受けたふりだとか！　──あたし!?　あたしはべつに心配なんかしてないわよ!?　なに心配してると思ったの！　バッカじゃないの!?」

　いや、べつに〝ふり〟ってわけじゃ、ないんだけど……。

　あと、キサラ、言ってることが、おかしいよ？

　心配したって言って、つぎに心配してないって言って、どっちなの？

「おい。キサラ。キサラ。……はみだしてるぞ。おーい、クールな魔女ーっ、おーい、戻もどってこーい」

　マイケルが、からかうように言う。

「……はっ。そうだった。……あー。……おほん」

　咳せき払ばらいを、ひとつ──。

「……で、なんの用なのよ？　あたし。忙いそがしいんだから。さっさと言いなさいよ」

　キサラは頰杖に戻った。

　ずっと店番していて暇そうなんだけど。

　でも本人が言うからには、忙しいのかもしれない。

　ぼくは用件を……。用件を……。

　うわあああ。……言いにくい。

「カネかしてくれってさ！」

　言った！

　言ったよ！

　言っちゃったよ！

　マイケル言ったよ！

　すごい……。

　マイケル……。

　尊敬する……。

「ハぁ？」

　キサラは呆あきれた顔をしている。

　だよね。そうだよねー。

　いきなり「お金かしてください」とか言ったら、普ふ通つう、こんな顔になる。

「ま、まあ……、いいけど……」

　いいんだ!?

　ぼくは──ぐっと、身を前へと、乗り出した。

　はい？

　はい？

　はい──でいいのっ!?

　かしてもらえるのっ？

「ど……、どうどうっ！　カオ……、ちかいってば」

　キサラは、ぼくの顔を手で押し返した。

　ごめん。前に出すぎてた。

「……で？　いくら？」

　ぼくは手の指を開いた。三と七と一。──と出す。

「三七一Ｇ？　……けっこうな大金っ。……まあ、そのくらい、あるけど」

　あるんだ！

　お金を借りられそうな気配に、ぼくが顔を明るくさせていると──。

「だけど、いったい……、なんに使うの？」

　髪かみをしきりに撫なでつけながら、キサラが聞く。

　え？

　あれ？

　えっと？

　ぼくがお金が必要なのは……。

　キサラの誕生日プレゼントを、買うためで……。

　……あれ？

　そのお金を、キサラに借りちゃって……。

　あれ……？

　いいの……？

　いいのかな……？
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　天の声がきこえた。

　……気がした。

　うん。だめだよね。

　ぼくは「いいえ」と──。

　はっきりと──。

　口に出して言うかわりに、首を横に振ふって、返事をした。

「え？　ちょ？　貸してあげるわよ？　なんに使うか、べつに言わなくてもいいから──。べつにイジワルしてたんじゃないんだからね？　あとべつに不機嫌だったわけでもないし。〝なんの用〟っていうあれは単なる社交辞令っていうか常じよう套とう句くっていうか挨あい拶さつみたいなもんだし。あたしべつに怒おこってないし。虫の居所だって悪くないし。むしろ暇なときに来てくれてよかったっていうか、あたし、最近店番あるから全然遊べないから。あんたのほうから来てくれて嬉しかったっていうか」

　キサラは、なんか、いっぱい喋しやべった。

「おい。おい。──キサラ。はみだしてるってば」

　マイケルが笑っている。

「うるさいな。あんた、どうでもいいんだから黙だまってなさいよ。マイケル。カエルにするわよ」

　キサラは、ぎろりとマイケルをにらんだ。

　カエルと言われて、マイケルがぎくりとする。

　カエル……。カエル……。うん。カエルはいやだよね。大変だったよね。

「ねえ。ほんと貸すよ？　貸すから。いくらだっけ？　三七一Ｇっ？　──あん、もう、意地張ってないで！　素す直なおに借りなさいよ！　ワガママ禁止ぃ！」

　キサラは言う。

　ぼくがワガママなことにされている。

　ちがうんだけどね。

　そういうんじゃないんだけど。

　キサラにあげる誕生日プレゼントを、キサラに借りたお金で、買ってくるというのは……。

　なんか、それはちがう気がしたんだ。

　天の声がきこえたような気がした。「いいえ」って。力強く。うん。九〇パーセントぐらいのカンジではっきりと、力強く。

　だからわかった。ぼくは間ま違ちがっていた。

　ありがとう。天の声。

「ねえちょっと？　どこ行くのよ!?　ねえちょっと！　もう！　カインのばかー！」

　ぼくは魔ま法ほう屋を後にした。
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　えい。えい。えい。やあ。たあ。

　ぼくは斧おのを振っていた。

　えい。えい。やあ。たあ。とう。

　ぶんぶんと斧を振る。

　薪まきを割っているのではない。

　薪を割っていたって、キサラの誕生日までに、三七一Ｇは集まらない。

　でもぼくには、薪を割ることしかできない。

　薪を割ることを、なにかで役立てて──。

　どうにかして、お金を稼かせごうと──。

　ぼくは考えた。

　そして出てきた──。結論が──。

　うん。

　モンスターを。

　割ろう。

　──ぱっかん！

　うん。

　いまの！　いい感じに割れた！

　ぼくは近くの森に、モンスター退治にきていた。

　ここは、皆みながよく出入りする森だ。弱いモンスターの出る場所だ。

　弱い……といっても、勇者でもなければ戦士でもない村人にとっては、恐おそろしいモンスターが出しゆつ没ぼつする。

　すこし前までは、アネットが、狩人かりうどの修しゆ行ぎようがてら、この森のモンスターを退治していたんだけど……。

　アネットはもうこの森を卒業しちゃって、別の、もっと強いモンスターのいるところに行っている。

　だから森にはモンスターがたくさん湧わいていて、皆は、けっこう困っている。

　子供は遊びに行っちゃいけないと言われている森だ。

　ぼくはもう十二歳だし。おとなだし。

　遊びにきているわけではなくて、プレゼントを買うためのお金を必死に集めにきているわけだから──。

　たぶん、いいんだと思う。

　森に出てくるモンスターには、何種類かあって──。

　頭に角の生えている、ウサギみたいなやつ。

　こいつは凶きよう暴ぼう。

　動くものをみると、頭の角を向けて、突とつ進しんしてくる。それにお金持ってない。二度とやんない。見かけたら、もう逃にげる。

　あと、ひらひら飛んでる、でっかい蝶ちよう。両手を広げたくらいの大きさがある、肉食の蝶々。

　こいつも凶暴。

　蝶なのに肉食で、鱗りん粉ぷんを吸うと体がマヒして動かなくなる。これも嫌いやな相手。見かけたら逃げる。

　あと、なんか、大きな猫ねこみたいなモンスターも。

　これは臆おく病びよう。すぐに逃げちゃったから、倒たおせてない。お金をどれだけ持っていたかもわからない。

　あと、最後のこれが、いちばんいい相手で──。

　トレントっていう、モンスターだった。

　こいつは木のモンスター。

　こいつも凶暴。近づくと、地面から足（根っこ）を引っこ抜ぬいて、襲おそいかかってくる。

　しかし──。

　ぱっかん！

　割れた！　割れた！　いい感じに割れた！

　モンスターの倒しかたはうまくないけど、薪まきの割りかたなら、よく知ってる。

　伊達だてに薪割りを何年もやっていない。

　原木のある部分に斧を振り下ろすと、うまく割れるのだ。「目」というらしいのだけど。むずかしいことは、よくわからない。

　長年の経験から、ぼくは、どこに斧を振り下ろせば、ぱっかん、と、いい感じに真っ二つになるのか、わかっていた。

　ぼくは木のモンスターの「トレント」を、ひたすら、割り続けた。

　トレントは倒すと、だいたい半分ずつの確率で、お金か薬草かを落としてゆく。

　地面のうえに、何Ｇか、ぽとりと落ちてる。

　そして薬草を使って体力を回復する。

　ぼくはモンスターを、つぎつぎ薪の山に変えていった。

　いつもの仕事のぶんと、同じくらい──。

　大きな一山ほどが、できあがった。

　そして拾い集めたコインが、ポケットのなかで、一〇〇枚くらいに増えてきた頃ころ──。

　ぼくは、ふと、人の気配を感じて──振り返った。

　見たことない大人の男の人が、森のはずれに立っていた。

　青い肌はだ。頭には左右一本ずつの角が生えている。

　人間じゃないことは、すぐにわかった。

　魔ま族ぞく……とかいう、人なのかな？

　男の人は、豪ごう華かな黒ずくめの服を着ていた。肩かたが、いかつく目立って、マントが後ろに流れている。

　村の人でも、旅の人でも、まるで見たことのない格好だ。

　ちょっとカッコいい？　歩きにくそうではあるけど。

　貴族とか王様とか。そんな人たちが、もしいたら、こんな格好をしているのかもしれない。

「モンスターを倒している者がいると聞いて、やって来れば……。人間のコドモか」

　肌の青い大人の男の人は、そう言った。

　コドモじゃないんだけど──。

　まあ、大人の男の人から見たら、十二歳はコドモに見えるんだろうけど。

　あと、いま気づいたんだけど、さっき逃がした猫のモンスターが──。魔族の男の人の、足の後ろに、こっそりと隠かくれていた。
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　メス？　女の子？　小さな猫型獣じゆう人じんモンスターは、男の人の足に、しっかりとしがみついている。

「人間のコドモよ。なぜモンスターを倒すのだ？」

　男の人は、そう聞いた。

　ぼくはちょっと、雰ふん囲い気きに飲まれていた。

　男の人は、とくに威い張ばっているとかでもないんだけど……。物静かにしているだけで、すごい迫はく力りよくがある。

「答えぬか。まあ……。このへんのザコなど。いくら倒しても、べつにかまわんのだが」

　男の人は、そう言った。

　ぼくは答えなかったんじゃなくて──。

　できれば、「はい」か「いいえ」で答えられる質問だと、いいかなー、って。

　ぼくはがんばった。

　お金のことを、がんばって、言ってみることにした。

「なに？　かねだと？　……かねとは、なんだ？」

　しらないんだ。

　困ったな。

　ぼくは説明するかわりに、手に握にぎったコインを見せた。

「ふむ。そういうものか。この金色をした金属が、そうなのか？　その〝かね〟というものなのか？」

　こんどのは、「はい」か「いいえ」で答えられる質問だ。

　ぼくは、こくりとうなずいた。
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「おまえは、それを集めるために、モンスターを倒していたというのか？」
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「なら、これを与あたえれば、モンスターを狩かることを、やめると申すか？」

　うん。もともとお金が目当てだったし。

　三七一Ｇ貯たまったら、帰るよ？

「ふむ……。俺のテリトリーで暴れる輩やからを、倒してしまえばよいと思ったが……。まあ、そうした平和的な解決法も、たまには、よいのかもしれぬ。平和主義者の魔王としては」

　なんか物ぶつ騒そうなことを、男の人は言っている。

　でも、たしかに強そうだし……。

　もしも、戦いになったら──。

　ぼくはたぶん、これまで、たくさん倒してきたモンスターみたいに……、一発でやられちゃうんだろうな。

「そういえば。散策に出る前に、配下の者どもが、なにか、そんなようなものを、渡わたしてきていたな……？　外では使うことがあるかも、などと言って……」

　魔王の人は、ポケットのなかに手を入れた。

　なにか武器でも取り出すつもりだろうか。

　でも、ぼくだって、ただ、やられるつもりはない。

　一回くらいは、この斧で、脳天から、縦に薪割りに──。

　ぼくは長年使ってきた愛用の斧を、構えた。

「どうだ。これでいいのか？」

　男の人の手のうえには──。

　お金がざっくり入った袋ふくろがのっていた。

　あれ？

　えっ？

　……お金？

「おまえはカネがいるのだろう。このカネを持って帰るがいい」

　えーと……。

　ぼく。いま。戦おうとしていたんだけど……？
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　戦うのは……、やめた。

　勝てないからじゃなくて。

　戦う理由がないからだった。

　この人が、戦うつもりなのかな、と思ったんだけど……？

　なんか戦わないみたいだし。

　ぼくはべつに戦いたいわけじゃないので、この人が戦わないなら、ぼくに戦う理由はないわけだし。

「ふむ。下等な人間とはいえ。彼ひ我がの実力差くらいはわきまえるか……。ふむ。やはり話をしてよかったな。平和主義者の魔王としては。今後も、まずは話してみることにしよう」

　この人の言うことって、なんか腹立つ。

　ぼくに顔を向けているのに、どこか違ちがうところに向けて話しているみたい。

　やっぱり戦っちゃおうかな？

　戦う？　戦う？

「では。約定だ。〝カネ〟とやらを与える。おまえはもうモンスターを倒さず、〝カネ〟を手に巣穴へと帰れ」

　ぼくが手を伸のばして待っていると、魔族の男の人は、お金を地面へとバラまいた。

　そしてくるりと後ろを向いて、歩いて行った。

　小さな猫型モンスターが、男の人のあとを追って駆かけてゆく。

　途と中ちゆうでいったん振ふり返って、ぼくにむかって、「んべー」と、やっていった。

　なんかどこか人間くさい。猫なのか獣人なのか、ちょっとよくわからないモンスターだった。

　一人、その場に残ったぼくは、地面にバラまかれたお金を見ていた。

　あーあ……。

　これ……。どうしよう？

　拾え、とばかりにバラまかれたお金を拾うのは、正直、すごい屈くつ辱じよく。

　でも。このお金を拾わなかったら、どうなるのか──。

　ぼくはまたモンスターを倒さなければならなくなる。

　あの男の人は、なんか、腹立つんだけど。

　約束はした。

　お金があったら、モンスターは狩らないって。

　その約束を破るのは、いけないことだと思った。

　あと、キサラへのプレゼントも買えなくなっちゃう。

　だからぼくは、地面にかがみこんで、ゴールドのコインを、一枚一枚、拾い集めていった。

　くやしいなぁ。

　そのうち。大きくなったら。あの魔族のあの人を、ぎゃふんって、言わせたいなぁ。

　コインは三〇〇枚くらいあった。

　もう集めていた一〇〇枚くらいと、最初から持っていた貯金箱の中身の九Ｇ。

　合わせて四〇〇Ｇと、ちょっとになった！

　やったー！　お金がたまったー！
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　夜、遅おそくなって──。

　ぼくは、魔ま法ほう屋を、こっそりと訪ねた。

　閉まるのが早い店なので、もう、やっていないかと思ったけど……。

　店はまだ開いていて──。

　そして、キサラが、いつものように、頰ほお杖づえをつきながら、店番をしていた。

　ランプの光で、その横顔が照らされている。

「ああ……、あんたなの」

　ぼくが光のなかに入ってゆくと、キサラは、めんどうくさげに、ぼくを見た。

「え？　ずいぶん遅くまで、店を開けているって？　……ああ。単なる気分よ、気分。深い意味なんて、べつにないんだからね」

　そして大きなため息をついて──。

「ったく、遅かったじゃない。……あ、いや、べつにあんたを待っていたわけじゃないから。今日が終わるまで待っていようなんて、もっと、思ってないから」

　頰杖をはずして、キサラはそう言った。

「まったく。あんたは気楽でいいわよね。ここ何日か忙いそがしそうにしていて。遊び回っているんだか、なんなんだか、しらないけど。……ぜんぜん、しらないで、好き放題遊んでて……。ほんと。ばか。お子ちゃま。しんじゃえ」

　また頰杖にもどって、醒さめた目で言う。

　ああ。うん。いつものキサラだ。

　なんか雰囲気ちがう？　と思ったが、いつものキサラだ。

　ぼくはここ数日。森に通っていたんだ。三七一Ｇ集めてたから。

「だいたい、家に、訪ねていっても、いないし」

　あ。来てたんだ。ごめんね。留守で。

「ま。あんたには、遊びのほうが大事なのよね。なにしろ、お子ちゃまだからね。ザリガニでもなんでも、そんなくだらないもの、いっぱい捕つかまえていればいいでしょ」

　ザリガニはくだらなくないと思うけど。すごいし。楽しいし。

　キサラだって昔は一いつ緒しよに捕まえに行ってたし。女の子のなかじゃ珍めずらしく、カエルとか苦手じゃないから、ぼくたちと一緒によく遊んでいたけど。最近なんでか来てくれないけど。

　でもやっていたのは、ザリガニ獲とりじゃないよ。

　トレント狩りで、お金集めで──。

　道具屋さんは、旅の人のために、遅くまでやっている。

　ぼくはそこで、あれを買ってきていた。

　三八〇Ｇのあれ。

「だいたいね。あんた。コドモのときから、無愛想すぎるのよ。なに考えてるのかわかんない。いまだって。こんな時間にやってくるし。非常識にっ。──もしあたしが、店、開けてなかったら、どーすんのよ？　ま……、開けてたけどさ。──って！　だから待ってたわけじゃないんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」

　テンション低く、ぼそぼそ喋しやべっていたはずのキサラが、急にいっぱい喋ったかと思うと、カウンターをばしっと叩たたいて、中ちゆう腰ごしで立ち上がると、怒ど鳴なってきた。

　キサラには、こういうところがある。急にテンションが変わる。

　面めん倒どうくさそうにしているところから、急に慌あわててみたり、怒おこってみたり。

　キサラはそういう子だとわかっているから、ぼくは不思議には思わない。

　あと、なにを勘違いしちゃいけないのか、よくわかんないんだけど……。

　とりあえず、キサラが立ってくれたから、ちょうどいいかな。

　首くび飾かざりなんだし。

「ま、まあ……、わかれば……、い、いいのよっ」

　帽ぼう子しを脱ぬいで、髪かみをなでつけながら、キサラは言った。

「──で？　うちには、なに買いにきたの？　あんた最近、お金集めてたんでしょ。なにを買うの？　魔ま女じよの薬？　フェニックスの尾お？　ビンボー薪まき割わりのあんたなんかに、買える値段じゃないんだけど……。まあ……、特別に、まけてあげてもいいわ。……ババアには、内ない緒しよだからね？」

　キサラは、ごにょごにょと、はっきりしない物言いで言っている。

　右足に体重をかけ、左足に体重を移し、手をもにょもにょと揉もんで、手の甲こうをぐーっとやったりと、ぜんぜん、落ち着きがない。

　動きを止めてくれない。

　だから、ぼくは、言った。

　キサラ。止まって。

「え？　なに？　なんなのっ？」

　いいから。止まって。

　…………。

　──止まれ。

　キサラは、びくりと、身動きを止めた。

　ぼくは、後ろ手に持っていた首飾りを出して、それを、前にだした。

　おたんじょうび。おめでとう。

　たんじょうびっていうのは、キサラが生まれてきたことを、喜ぶ日。

　生まれてきてくれて、ありがとう。

　ぼくと出会ってくれて、ありがとう。

　きみがいてくれて、ぼくはうれしい。

　三八〇Ｇの首飾りで、それ、高いのか安いのか、よくわかんないんだけど。

　もし安いものだったら、ごめんね。

　ぼくはビンボー薪割りだから、いまはこれが、せいいっぱいのプレゼント。

　首飾りを──。

　キサラの首に──。

　かけてあげた。

「あっ……、あっ、あっ……」

　目をあけたキサラは、なにか言葉を詰つまらせている。

　ん？

「あ、あのっ……、き、きょうが……、あたしの誕生日だってこと……、知ってた？」

　ぼくはうなずいた。
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「じゃ、じゃあ……、あのっ……、あんたが、最近……、お金を集めていたの……って？」

　ああ。うん。そう。首飾りを買うためだけど。

　ぼくはうなずいた。
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「え？　あっ……、えっと……、あのね？　あ、あたしね……、じつは、オババのとこに攫さらわ──貰もらわれてきたのが、今日、ってだけでね。べつに本当の誕生日ってわけじゃぁ、ないんだけど……。いいの？　……それでも？」

　ぼくもそうだよ。

　ほんとうの誕生日でなくたっていいんだよ。きみがここにいてくれる。それをお祝いする日なんだから。

　ああそうか。答えないとだめだよね。

　ぼくはうなずいた。
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「あ、あっ……、あっ……、ありがと」

　とてもとても、小さな声で……、キサラはお礼を言った。

　どういたしまして。

　キサラは、その細い指先で、鎖くさりの先についた石を、もてあそんでいる。

　さて。プレゼントも渡わたしたし……。帰ろっかなー。

　そう思って後ろを向いたところで──。

「あっ。ちょっと待って」

　キサラが言ったので、ぼくは待った。

「こっち来て」

　キサラが言うので、ぼくは来た。

　じゃなくて、キサラのところに行った。

「ちょっと目ぇ、つぶってなさい」

　なんで？

「いいから！　目、つぶれって、言ってんの！」

　キサラが怒る。

　どうしようか……？
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　キサラに言われた通り、目をつぶった。

　なんで目を閉じて──と、言われたのか、ぜんぜん、わかんなかったけど。

　なにかの遊びなのかな？

　キサラは、目を閉じさせたままのぼくを、立たせたまま──なにか、ごそごそと物音を立てていた。

　なんだろう？

　でも目を開けて見るのは、ルール違い反はん。ぼくは目を閉じたまま、ずっと待っていた。

　そのうちに、キサラはぼくの前にやってきた。

　すぐ近く──。目の前のあたりに、キサラが立ったのが、気配でわかる。

「ちゃんと、目を閉じてなさいよ？」

　閉じてるよ。

　キサラの手が伸のびてくる。頭のあたりに触ふれられる。

「ちょっとかがんでよ、できないでしょ？」

　キサラ。いちいち注文が多いなぁ。ところで、なにをするの？

　そんなことを考えていたら、キサラの手が、ぼくの肩かたに掛かかってきて──。

　キサラは顔を近づけてきて──。

　そして──。

　ぼくの頭から──。

　いつもぼくが頭に巻いている布を、キサラの手が取っていった。

　そして別の布を──頭に巻かれた。

「はい。これでよしっ。──もう目を開けてもいいわよ」

　キサラが言う。ぼくは目を開けた。

　鏡をつきつけられる。頭の布が変わっていた。黄色くて綺き麗れいな布になっていた。

「バンダナっていうのよ。首飾りくれた──お返しよ」

　プレゼントにプレゼントで返されてしまった。

「あんた。頭のそれ、いつもは隠かくしときなさいよ」

　なんで？　カッコよくない？

「じゃ。言いかたを変える。──あたしたち以外に、見せたら、いやだ」

　あたしたち？　キサラと誰だれと誰？

「もう、いいでしょ。──はい。帰った帰った。もう遅おそいんだから。子供はおうち帰ってクソして寝ねなさい」

　キサラに手で、しっしっとやられてしまった。

　あとそういうの言っちゃだめだよ。キサラ。女の子なんだから。可愛かわいいんだから。

　ぼくは家に帰った。その日は、キサラにもらったバンダナをしたまま、寝た。

　嬉うれしかった。
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　いつもの昼すぎ。いつものコープ村。

　午前中に薪割りの仕事を終わらせたぼくが、とことこと、今日、なにして遊ぼうかー、と思いながら、村の中を歩いていると──。

　村のまんなかにある、広場──小さな湧わき水の噴ふん水すいのまわりに、なんだか人だかりができていた。

　なんの人だかりなのか、わからない。

　ぼくは人ひと垣がきの後ろに行って、大きく背せ伸のびをして、右に左に覗のぞいてみようとしてみたけど……。

　大人の人の背せ丈たけには、かなわない。ぜんぜん無理。

「おー！　カイン！　肩かた車ぐるま作戦でいこうぜー！」

　マイケルが現れて、そう言った。ナイス作戦。

「よし！　上に乗れー！」

　マイケルに肩車してもらう。ぼくが上でいいのかな？　と思ったが、マイケルはなんにも言わずに、下になってくれた。

　二倍の背丈になったら、よく見えた。

「さあさあ！　寄ってちょうだい！　見てちょうだい！　ここに取り出しましたるは！　ななな！　なんと！　永遠に燃える石だよ！」

　旅の商人みたいな人が、なにか、品物を取り出して、説明している。

　旅商人さんが、石に火をつけると、ぼおおお、っと勢いよく、真っ赤な炎ほのおがあがった。

「この石は、なんと、永遠に燃え続けるんです！　──そこの奥さん！　もう薪まきなんか燃やしてる場合じゃないよ？　この石があれば！　薪不要！　しかも煙けむりもでないし、臭くさくもない！　もう薪なんて時じ代だい遅おくれだよ？　──しかも驚おどろくべきは、この石のお値段！　いまだけ！　なんと今日だけの限定特価で！　本当なら一個三〇〇Ｇのところを──ななな!?　なんとっ!?　一個たったの三〇Ｇっ！　今日だけ！　なんと三〇Ｇです！　買わないと損ですよ!?　大損ですよーっ!?」

　村の大人たちは、顔を向き合わせて、ざわざわと騒さわいでいる。

　ぼくはお金のことは、これまで、よくわかんなかったけど……。

　このあいだキサラの誕生日プレゼントで、三八〇Ｇの精せい霊れい石の首くび飾かざりを買うときに、すっご～く、大変だったので──。

　その〝燃える石〟とかの、三〇〇Ｇっていうのが、どれだけ大変で、どれだけの価値があるのかは……なんとなく、わかる感じになっていた。

　うん。大変だよね。

　へー。それが三〇Ｇなのかー。

　三〇Ｇって、それ、三〇〇Ｇの、何分の一だろ？

　半分よりかは、もっともっと、ずっと少ないよね？　ゴールドのコインか、小石かを、並べてみたらわかるんだけど。

　とにかく、すっごく、得だよね！

　村の大人の人たちは、我先にと、商人さんから石を買っている。

　うんそうだよね。

　ぼくも買う。お金があったら。

　でもいまの所持金は、二〇Ｇしかなかった。残念っ。

　お金が足りなくてキサラへのプレゼントを買えなかった、あのときから、お菓か子しを我が慢まんして貯金をするようにしたけど、まだ二〇Ｇしか貯たまってない。

　マイケルも、もちろん、三〇Ｇなんて持ってない。

　二人で広場をあとにした。

「ばっかでー、みんな、大人のくせに」

　帰り道、マイケルが言った。

　え？　なんで？

　すっごい、お得だと思ったんだけど？

　ぼくは、お金がないビンボー薪割りだから、買えなかったけど。

　お金があったら、ぜったい、買ってたよ？

「あの商人のやつが、言ってた話は、俺には、よくわかんなかったけど……」

　マイケルは言う。

　わかんなかったんだ！

　ぼくわかったけど。すごいことだったけど。

「でも、俺にもわかることがあるぜー。ああいうふうに、抑よく揚ようつけてしゃべるやつは、みんな、うそつきなんだよ」

　そうなの？

　抑揚とか、そんなとこだけで、そこまでわかるの？

　ほんとー？

「おいおい？　俺をなめてんのか？　俺がどれだけウソを──げふんげふん、ええと、皆みなが幸せでＷＩＮ‐ＷＩＮになれるように、ジジツとちがうことを、あえて口にしているのか。俺はその道の〝ぷろふぇっしょなる〟だからなー。俺にかかったら、あんなの、とんだ小物で、こんな片かた田舎いなかの、しょっぱい村の、シロウト村人しか引っかけられない、初心者のうそつきだなー」

　ねえマイケル。自分からうそつきって言ってるけど……。いいのそれ？

　あとそれ、言ってることが全部ホントだと、マイケルは、詐さ欺ぎ師し目指したほうがいいってことにならない？　世界獲とれちゃったりしない？

「あっはっは。ばかだなー。俺はフローラを幸せにするんだ。詐欺師じゃ、フローラは、いやだろう？　おまえ。そんなこともわからないから、〝ぼくねんじん〟って、言われるんだぜー？」

　ぼくねんじん、って、なにそれ？　野菜の一種？

「さあ。わかんねー」

　わかんないんだ。

「キサラとユリアさんとマリオンとロッカとアネットとリリーと、みんな、おまえのこと、そう呼んでるぜー」

　そうなんだ。ぼく野菜みたいなんだね。

〝ぼくねんじん〟って、どんな形をしているのかな。ニンジンに似てる？

　マイケルと二人で、その日は、ザリガニを獲りに行った。

　いっぱい獲ったザリガニを、キサラに見せに行ったら、「ばか？」と、氷よりも冷たい目線を向けられた。

　その時のぼくは、まだ、なにが起きているのか、気がついていなかった──。




　　　　◇




　何日か経たって──。

　ぼくはいつものように、薪を割って、その割った薪をかついで、村の家々を回っていた。

「ああ。今日はいらないよ」

　一いつ軒けん目のおうちで、そう断られた。

「いらないって」

　二軒目のおうちでも、そう断られた。

「そんなもん、もういらないって」

　三軒目のおうちでは、そう言われて──。

　あれ？　なんかへんだぞ？　──と、ようやくぼくも気がついた。

　薪を持っていって「いらない」と言われることは、よくあることなんだけど。

　どの家に、どのくらい持っていったのかは、ぼくはだいたい覚えているから、そろそろなくなってきただろう、というタイミングで持ってゆくわけだけど。

　ちょっと遅すぎたり早すぎたりすることはあるし、ぼくがうっかりしてしまうことはあるし、おじさんが出かけているので、薪を使う量も減っていた、ということもあったりする。そんなときには、他ほかの家の──女の人が一人で住んでる家の薪がなぜか早く減っていたりする。でも「もういらない」と言われたことは、はじめてのことで──。

　ぼくはちょっと驚いていた。〝もういらない〟って、どういう意味だろう？　もうずっといらないって意味なのかな？　〝ずっと〟って、いつまで？

　本当に〝ずっと〟だと、ずっとだから──〝永久〟ってこと？

　ぼくは、ぜんぜん減らない薪の山をかついだまま、マイケルのおうちに行ってみた。

「おや。あんたかい？」

　おばさんが出で迎むかえてくれる。

「あんたは本当に働き者だねえ。マイケルに爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてやりたいよ」

　おばさんは、たまによくわからないことを言う。

　爪なんて飲ませると、なにかいいことあるのかな？

「マイケルのやつなら、いまはいないよー。遊びに行っちまった。……ったく、ヤギの乳しぼりも終わらせないで、どこ、ほっつき歩いているんだか。うちのトーチャンの若い頃ころも相当なもんだったけど、あそこまで穀ごく潰つぶしじゃなかったんだけどねぇ。ねえ。あんたさ？　──マイケルとチェンジするから。うちの子にならないかい？」
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「おや。即そく答とうかい」

　うん。マイケルが哀かなしむから。

　マイケルはおばさんのこと好きだし。よく悪口を言っているけど、ぼくは知ってるから。

「でもあんた。薪割りの仕事じゃ、もうやっていけないだろう？　なんだったら、マイケルとチェンジでなくてもいいからさ──。うちの子にならないかい？　なーに、一人や二人増えたところで、かまやしないからさー」

　おばさんはからからと笑って、そう言った。

　ぼくの返事は、やはり［いいえ］──。

「そうかい。マイケルと兄弟っていうのは、そんなに嫌いやかい。……嫌だろうねえ」

　いや。そこはべつにどうでもいいんだけど。

　そうだ。忘れていた。

　ぼくはかついでいた薪をおろした。

　おばさんだったら、薪を受け取ってくれるだろうと思って、両手いっぱいの薪を、ぐー、と差し出すと──。

「ごめんねえ。薪だったら、ほら……」

　と、おばさんは、かまどを指し示した。

　ふだん薪が燃えているところに、小さな丸い石があって──それが燃えていた。

　あっ。このあいだ広場で売っていた石だ。旅商人さんが売っていた「永遠に燃える石」だ。

「みんな、これを買っちゃったからねー。聞けば、永遠に燃え続けるらしいじゃないの。だったら、もう薪は使う必要ないじゃない？　だから、ごめんねー。うちも、もう薪はいらないのさー。ほんとごめんねー」

　そっか。

　じゃあ……。いらないよねー。

　そっか。

　そうなんだ……。

　ぼくはおばさんに頭を下げて、家を出た。

「うちの子、なるかい？」

　見送ってくれたおばさんが、なにか言っていたみたいだったけど……。

　ぼくはなにを言われたのかも、よくわからずに、道を歩きはじめた。

　一人になって、立ち止まって、じっと手を見た。

　手が震ふるえていた。

　なんで手が震えているのか、よくわからない。

　ぼくは震える手を見つめながら、考えた。

　もう薪割りは、いらないって言われたことが、ショックだったのかな？

　なんでショックだったんだろ？

　ああ。そっか。

　それって、もうこの村にいなくていいってことだからだ。

　そっかー。そっかー。

　考えて──わかったら、震えは止まった。




　　　　◇




　最初に行ったのは、キサラのところだった。

「なによ？　あんた……。なんの用？　えっ？　特に用はないって？　あんた、ばっかじゃないの？　ビンボー薪割りのあんたなんかと違ちがって、あたしは忙いそがしいの。見てわかんないの？　店番してんの。あんたに付き合っている暇ひまなんか……、ほんの、ちょっとくらいしかないんだからね。……え？　もう帰るの？　帰っちゃうの？　え？　顔見に来ただけだから、いいんだって？　──あっ、ちょ、ちょっと！」

　つぎにユリアさんのところに行った。

「あら。どうしたの？」

　ユリアさんは、いつものように優やさしく微笑ほほえんでくれた。

　ううん。顔を見に来ただけ。

　じゃあね。ばいばい。

　ぼくはユリアさんのところを後にした。

　つぎに向かったのは、発明家のリリーのところ。

「みんな。ばっかじゃないの。永久機関なんて、わたしだって作れてないのにー。手がかりさえ見つけられてないのにー。そんなの、あるはずないじゃん」

　リリーはそう言って笑う。

　自信満々で笑うリリーを、カッコいいなぁ、と、いつも思う。

　リリーの顔も見たので、つぎは、薬草摘つみのロッカのところ。

「あっ……！　カインさん！　こ、こ、こ──こんにちはっ！」

　目を閉じて、大きな声で叫さけんだロッカは、愛用の毛糸の帽ぼう子しを、手でくしゃくしゃにしている。

　ロッカと出会うと、いつも慌あわてた顔をする。その顔もしっかりと見る。

　あと、家から持ってきた二〇Ｇを出して、「やくそう」を二つ買った。

　ロッカのところでは、いつも新しん鮮せんな「やくそう」が売っている。道具屋さんよりも安いし。

「ん？　カイン？　なに？　見てく？　とんてんかん、打つだけだから。退たい屈くつだろうけど。──いいよ。見ていって」

　マリオンの仕事ぶりを、すこし見ていった。

「ん？　カイン？　ああ。待っててね。今日はイノシシ、狩かってきたんだー。──あとでいいところ、持って行ってあげるからー。肝キモのところとか、あげるねー」

　狩人かりうどのアネットは、忙しそう。

　本日の獲え物ものの解体中。

　彼女が獲物を獲って帰ってきた日は、村の食しよく卓たくに「お肉」が並ぶ。いつもぼくにはいちばんいいところを持ってきてくれる。

　あとで、っていうのは、ないかもしれないけど。

　ぼくはアネットの横顔を、最後に、目に収めた。




　　　　◇




　それから、自分の家に帰った。まず最初に見たのは、裏の仕事場。薪まき割わりをしていた場所。切り株があって、斧おのが突つき立っている。

　今朝、薪を割り終えたとき、そのまんまだった。

　斧を切り株から抜ぬいた。腰こしのベルトに差す。これは持ってく。

　あと、持ってゆく物は──、壁かべにかけてある革かわ袋ぶくろ。

　大きくて、色々、入る。

　パンは三日分もあれば、いいかな。もっと持ってゆきたいけど、だいぶ遅おそくなっちゃったから、パン屋さんはしまっている。

　まあ三日分もあれば、あとはどうにかなるよね。

　あと大事なものというと、キサラからもらった、バンダナ。──これはいつも頭に巻いている。

　革袋には、ロッカから買ってきた「やくそう」を二つしまった。

　さて。準備ができたぞ。

　ぼくは最後に一度、自分の家を見回した。

　五歳のときに、住み始めて、もう何年間も、長い間住んでいた家だった。

　うん。いい思い出ばかりだ。

　薪を割って、皆みんなに届けて、喜んでもらえて──。

　でも薪割りの仕事がなくなっちゃった。

　この村で、なにもすることがなくなった──と、わかって、ぼくが考えたのは、「旅に出よう」ということだった。

　手が震えているのに気づいて──。

　なんで震えているのか、考えて──。

　そして、わかったときに、気がついた──。

　もう薪割りができない、ということが、どういうことか、わからなかったからだ。

　だから手が震えていたんだ。

　だけど、よく考えてみたら、それがどういうことなのか、わかった。

　ぼくはどこへでも行けるし、なんでもできるということだった。

　前から思っていたことがある。

　村から続く道の先を見るたびに、この道は、どこへ続いているんだろう？　──と、そう思っていた。

　行って、確かめてみようと、そう思った。

　薪割りの仕事がなくなっても、やりたいことなら、ちゃんとあった。

　それがわかったときに、手の震えは止まった。

　あれはきっと「こわい」って気持ちなのだと思う。

　ぼくはあんまり「こわい」って思ったことがないので、最初は、よくわからなかった。

　魔ま王おうとか言っていた魔族の男の人と出会って、やられちゃうと思ったときも、震えたりはしなかった。

　薪割りの仕事がなくなると思ったときには、ぼくは怖こわかった。

　でも、もう怖くない。

　よし。出発しよう。




　　　　◇




　ぼくは村の入口に立った。

　時間は夜。

　出発は、明日あしたの朝でもよかったんだけど、べつに今夜でもよかったので、今夜にすることにした。

　みんなの顔は、もう見てきたし。

　目の前には、一本の道が、どこまでも続いている。
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　よし。出発だ。

　決めるには、ちょっと勇気がいった。

　慣れた村を離はなれるのは、ちょっと意い気く地じのいることだった。

　でも──。

　ここは「はい」だ。天の声もそういってる。

　旅に出よう。

　そう思って──。

　一歩、足を踏ふみ出そうとしたぼくの後頭部に──。

　すこーん！　──と、なにかが、いい音をたてて、命中した。

　頭を押さえて振ふり返ってみると、ブーツが片っぽ、落ちていた。

　誰だれのだろ？

　もうすこし先を見ると、片足、裸足はだしのキサラが、半泣き──全泣き？　になって、立っていた。

　キサラの後ろには、みんながいた。

　みんなっていうのは──マリオンと、ユリアさんと、ロッカと、アネットと、リリーまで。

「ばか！　ばかばか！　ばかあっ！　なによそれ！　旅の支し度たくっ!?」

　ああ。うん。

　これ、そうだけど。

　ぼくは革袋を持ちあげてみせた。

　なかに入っているのは、パンが三個と、やくそうが二個と、それだけ。

「薪割りの仕事をなくしたくらいで、へこんで家出するだとか！　あんたいったい何歳よ！　十二歳の小こ僧ぞうじゃないんだから！　ばっかじゃないの！　──この意気地なしっ！」

　叱しかられた。

　でもなんで叱られているのか、ちょっとわかんない。

　なんか、意気地がないことを叱られているみたいなんだけど。

　旅に出よう──と、決めたとき、すこしは勇気がいったよ？

　意気地っていうのを、振り絞しぼったよ？

　あと言ってることが、なんだかおかしいよ。キサラ？

　ぼく十二歳だよ。小僧……じゃなくて、もう、おとなだけど。

「あっ……、挨あい拶さつもしないで！　出て行っちゃうなんて──！　ばか！　ほんとばか！　ばかじゃないの！」

　だからみんなの顔を見に行ったんだけど。

　一回、見たから、心を決められたんだけど。

「ばか！　ばか！　ばか！　もしどうしても行くっていうなら！　カエルにしてやるから！」

　うん。それはべつにかまわないけど。

　でもぼく、カエルになっても、行くよ？

　ぼくの決意が伝わったのか、キサラは──。

「ばか！　ばかばか！　ばかばかばか！　しんじゃえ！　ばか！」

　あれ……？　えっ？

　ええと……。

「カインさん！　しんじゃやだあぁ……!!　行っちゃいやですうぅ……」

　ロッカが子供みたいに、泣きはじめる。

　あれれ？

　六人の女の子のなかで、いちばん年長のユリアさんが、ずいっと、一歩、前に出る。

「カインさん──。もし貴方あなたが、どうしても行くって言われるなら、わたくしたちには、お引き止めすることはできません。だけど、もしも悩なやんでいらっしゃるのでしたら、相談して欲しいですし……、わたくしは、まだ、聖職者としては未熟でありますが、その、懺ざん悔げとかのコーナーも開いておりますし……。できれば、その、頼たよっていただけたりしますと……、わたくし、ちょっと母性面では自信がありますというか……」

　ユリアさんが、なにか、むずかしいこと、言ってる。

　よくわかんない。

「ユリアさん。カインには、はっきり言わないと、通じないって」

　マリオンは、からっとした笑いを浮うかべていた。

　その肘ひじでつつかれると、ユリアさんは、しゃんと背筋を伸のばした。

「あの。では。はっきり言います。カインさんがいなくなってしまったら、わたくし、悲しいです。……わたくしだけでなく、皆も、きっと悲しいはずです」

[image: ]

〝みんな〟──って言うから、ぼくは残りの〝みんな〟を見た。

「だよ。だよ。だよーっ。狩りばっかしてるあたしなんかと、普ふ通つうにつきあってくれてるのー。カインだけだしー」

「そうだよー。カイン君が遊びにきてくれるの、いい休きゆう憩けいになるもん」

　アネットとリリーも、力強くうなずいた。

　ぼくは、えぐえぐと泣いているキサラに──顔を戻もどした。

　キサラも、ぼくが行ったら、悲しいの？

「あったりまえでしょ！」

　鼻水、飛んできた。

　じゃあ……、ぼくは、行かないほうがいい？

「そ、そ、そ……そんなの！　言えるわけがないでしょおぉ!!」

　そっか。じゃあ。行くね。

「待って待って待って！　やだ！　行かないで！　言うからぁ！　──行っちゃやだ！　一いつ緒しよにいてくれないとやだ！」

　うん。わかった。

「どうしても行くって言うなら──!!　あたしも一緒に行くんだからあぁ!!」

　だから。わかったって。

「え？　一緒に行っていいの？」

　じゃなくて。

　行かないよ。いるよ。

「え？　む、村に……、村にいてくれるの？　行かないの？」

　うん。行かない。

「でも……、だって……、あんた……、出てくって……、カエルになっても、……行くって。いじわるゆって……」

　いじわるなんて、してないよ。

　みんなから必要とされていないと思ったから。

　この道がどこに続いているのかを確かめるのは、また、こんどのときでいいし。

　みんなが、もういらないって、そう言うまでは……。

　ぼくはずっと、いるよ？

「ほんと？　ほんとにほんと？」

　うん。ほんと。

「ぜったいほんと？　やくそくする？　やくそくやぶったら、どうする？　カエルになる？」

　キサラ約束破らなくてもカエルにするじゃない。

「じゃあ。千回カエルね。約束ね！」

　カエル千回かぁー。大変そうだねー。破らないから平気だけど。

　指を差し出してくるキサラに、ぼくは自分の小指を差し出した。

　これって、なんか、約束するときの仕草。

「指切りしたわよ？　絶対、勝手に、逃にげるんじゃないわよ？　一人で逃げたらカエルだから。カエル一万回だからね！」

　一万回に増えた。




　　　　◇




　こうしてぼくは、村に戻った。

　薪まき割わりの仕事は、もうなくても──。ほかにも荷運びとか水みず汲くみとか、スキルがなくてもできる仕事なら、いっぱいあるだろうし──。

　と、そう思っていたら。




　　　　◇




「ごめんねー、ごめんねー、もういらない、なんて言っちゃってごめんねー」

　おばさんがそう言いながら、薪を取りに来る。

　ぼくは一ひと抱かかえの薪を、おばさんに渡わたした。

「いやー、このあいだはー、わるかったねー、ほ、ほらっ、あの燃える石があったもんでねー、てっきりねー、いやー、ほんと、わるいねー」

　おじさんがそう言う。

　ぼくはまた一抱えの薪を、おじさんに渡した。

　行列ができている。いつもはぼくが皆みなのところに運んでゆくのに、今日は、皆のほうから、取りに来てくれている。

　あの〝永遠に燃える石〟は、永遠に燃えるという話だったのに──、なんと、数日で、燃え尽つきてしまった。

　だから言ったじゃないか、と、マイケルは言う。あれはウソで〝詐さ欺ぎ〟とかいうやつで、大人たちは騙だまされているだけだって。

　騙されたことに気づいたみんなは、ぼくのところに来て、謝ってくれて、薪を持って行ってくれる。

　でもなんで、みんなが口々に謝ってゆくのか、ぼくには、よくわからない。

　でも、また薪を使ってくれることは嬉うれしいし、薪割りの仕事を続けられることも、嬉しいし。

　皆の役に立っていることが、嬉しいし。

「ほうら！　カイン！　いたー！」

　声がした。ぼくはそっちに顔を向けた。

　キサラがやってきた。女の子たちとともに、連れ立ってきた。

　なんでかキサラは、あれから、一日一回、かならずぼくの顔を見にやってくる。そして「いたー！」と言って、それから──。

「よかったわね。カイン。もし約束やぶって、いなくなってたら、カエルにしてやったところよ！」

　うん。これを言うんだ。毎日一回。

　でもね。ぼくね。思うんだけど。

　ぼくがいなくなっていたら、カエルにすることは、できないんじゃないのかな？

　みんなが笑った。女の子たちが六人で笑った。ぼくも笑った。

　さーて。薪がぜんぶなくなっちゃったから……。

　薪割りー！　するぞー！











次のページからは、オマケの選択ＮＧ集!!
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　薪を割るのはあとでもいいや、と思った。家を出て、村のなかを探険することにする。

　近くには何軒けんかの家が見える。夕方なので、どこの家も夕飯のしたくをやっているところだった。でも煙えん突とつから煙けむりがあがっている家は、意外と、少ない。

「困ったねえ。困ったねえ」

　一つの家を覗のぞいてみると、太ったオバさんが、その逞たくましいぐらいの胴どうまわりに手をあてて、困った顔で考え事をしていた。

「はぁ……。薪割りの爺じいさんが死んじまってから、薪が足りないよ。これじゃご飯の支度ができないよ。困ったねえ」

　薪が足りなくて、困っているらしい。

　ちょっと考えてから──。ぴゅーっと、自分の家に駆かけもどった。

　さっきの切り株のところに戻って、斧おのを引き抜ぬく。木を置いて、斧を振ふるう。ぱっかん。ぱっかん。割っていった。抱かかえられるだけの量を割ったあとで、割ったばかりの薪を全部抱えて、さっきのオバさんの家に、ぴゅーっと駆けてゆく。

「え？　なにボウヤ？　え？　薪？　その薪くれるの？　オバちゃんが綺き麗れいだからプレゼント？　それは違ちがう？」

　オバちゃんに、ぐー、と、薪の束を押しつける。

　村長のおじいさんに、理由もなく、よくしてもらった。だから理由なんかいらない。オバちゃんが綺麗だからとかいう理由では、当然、ない。

「ありがとう。ありがとう。ボウヤ。助かるよー。助かるよー。これでうちの穀ごく潰つぶしどもにご飯を作ってやれるよー。ほんと。メシ食ってひり出すしか能のないダンナとムスコなんだけどねー。ああそうだ。聞いてくれるかい。このまえダンナが──」

　オバさんの話は長くなりそうなので、ぴゅーっと逃にげ出した。

　薪割り場にもどった。

　斧を構えると、ばんばん、割っていった。ぱっかん。ぱっかん。薪を量産した。

　もっともっと。もっともっと。薪を必要としている人は、もっとたくさんいた。

　だから、もっともっと割らないと──。

　はじめて人から必要とされた気がする。

　なにも覚えてないから、よくわかんないんだけど。







[image: ターン４「かじ屋の子」　［はい］の場合]
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「え？　えっえっ？　ほ、ほんとに──さわるのっ？　マジでっ？」




　[image: →]はい




「そ、そうだよね。や、やくそくだもんね……、じゃ、じゃあ……、いいよ……。ば、ばっちこーい！」

　マリオンはお尻を突つき出すと、構えを取った。目をぐーっと閉じている。

　ぼくは手を伸のばすと、マリオンのお尻にタッチした。

　ちょっと筋肉ついてる。でもちょっと柔やわらかい。

「いいなー！　いいなー！　カインのやつー！　いいなー！　いいなー！」

　マイケルが騒さわいでいる。

「ま……、まだ？　い、いや……、ジカン、きめてなかったから……、いいけどっ」

　ずっとさわっているのもなんなので、このへんでやめることにした。

「ふう……」

　マリオンはカオを赤くしている。……なんでだろ？

「だけど……、あんた。カインっていったっけ？　マイケルのトモダチだっていうから、どうしようもないクズかとおもってたけど……。い、いがいと、オトコらしいところ……、あ、あるよねっ。まさか本当にさわってくるなんて……」

　うん？　マイケルも、「さわらせろー。さわらせろー」って、いってたよね？

　さわるのが、どうして、男らしいの？

「あはははは。マイケルのは、あれ、さわらせろサギだもん。まえに〝じゃあさわれば〟っていってやったらさー。ビビってキョドっていいわけしまくりで、こんらんして、だってフローラが、とかいっちゃって。逃げてっちゃったんだよー」

　マリオンは、からからと笑った。

　うっわ。マイケルって……。

　あと、それを信じちゃって、さわってた、ぼくって……。

「ね！　あらためて、自己紹しよう介かいさせて！　いいでしょ？　わたし！　マリオン！　村で二番目の力持ち！」

　マリオンはそう言うと、明るく笑った。







[image: ターン10「キサラとカエル」　［はい］の場合]
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「ふぅん……、マイケルを人間に、戻せって？　どうしても……、そう言うのね？」

　キサラのその目が、すうっと細まってゆく。

　どんどんと、冷めてゆく。

「あんた──、友達思いなのはいいんだけど。ちょっと、命知らずよね。マイケルをかばうっていうなら、それなりの覚かく悟ごはしているんでしょうね？　どうよ？　どうなの？」
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「ふぅん……。そう……。覚悟はしているわけね。そう……。そうなの……。覚悟はしているわけかぁ……、ふぅん」

　キサラは、ものすご～く、不ふ機き嫌げんなカンジ。ねえキサラ。ちょっと怖こわいよ？

「ま。いいわ。じゃあ戻してあげる」

　え？　戻してくれるの？

「なによ？　そんなカオして？　そんなに意外だった？」
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「ちょ──！　さっきのは、演技！　演技なんだからね？　あんたがマイケルのことを、どのくらい大事に思っているか。友達って言ってるけどほんとなのかウソなのか。それを確かめてみただけなんだから。……え？　怖かったって？　なによそれ？　べつにあたし、オニでも魔ま女じよでもないし」

　いや、オニではないけど魔女ではあるよね？

「じゃあ、戻してあげるから。儀ぎ式しき魔ま法ほうかけるから。──はい、フローラを呼んできて」

　なんでフローラがいるの？

「──え？　なんで？　って……、そりゃ……、カエルの魔法を解くには、呪じゆ文もんと、あと、乙女おとめのキスが必要で……って!?　なに言わせるのよ！　そんな恥はずかしいこと！」

　キサラは怒おこったり照れたり。……わけわかんないよ？

「とにかく呼んでくる！　──はい！　はやくする！」

　ぼくは、はやくやった。フローラを呼びにいった。

　そしてマイケルは人間に戻った。よかったよかった。







[image: ターン18「原木のひみつ」　［いいえ］の場合]
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　じーっと待っていて、じーっと見つめていたけど……。

　なんだか疲つかれてしまった。

　よし！　あそぼう！

　マイケルがあそぼー、って言ってきているのだから、これはしかたがないんだ。

　あそんで帰ってきても、原木はまだ、増えてないかもしれないし……。

　よし！　あそぼー！




　遊んだ。いっぱい遊んだ。あれもこれも捕つかまえた。たくさん獲とれた。

　そして帰ってきてみれば……。

　原木……。増えてた。

「原木のひみつ」は、ついにわからずじまいだった。







[image: ターン23「お金をかせぐ」の選択肢　［はい］の場合]
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　ぼくは、愛用の斧を握にぎりしめた。

　たたかうぞー！

　やあーっ!!

「ふ。愚おろかな。死に急ぐか」

　男の人は、腕うでを上げて、下ろした。

　ぼくの目の前は真っ暗になった──。

　そして──。




　きこえています？

　もしもし？　きこえていますか？

　もしもーし？




　［はい／いいえ］
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　ああよかった。きこえていますねー。

　はい。一級管理神エルマリアです。まえのときにも担当させていただきましたー。おぼえてます？　おぼえてないですかー。そうですか、そうですかー。

　はい。今回の人生もー。お疲れさまでしたー。

　あなたの今回の人生はー、なんの意味もなく、ぷちっと無む駄だ死じにでしたねー。

　よかったですねー。希望通りでしたねー。魔ま王おう倒たおして相打ちになるとか、そんな後世に語り継つがれるような名めい誉よの死ではなくてぇー。ごく普ふ通つうに人生を終えるのが、あなたの望みでしたからねー。

　え？　こーゆーのは、ちがう？　ぷちっとやられるのではなくて？　もっとふつーがよかった？　孫とひ孫いっぱいに囲まれて、逝ゆくのが、希望？

　でもしょうがないですよー。もう死んじゃいましたからー。

　え？　やだやだやだ？　気になったので［はい］のほうを選んでみただけ？　ほんとうは［いいえ］のほうだった？

　えー？　そういうことを言われましてもー？

　まあ、どうしてもって言われるのでしたらー……。

　あなたは前々世で、相当なポイントを稼かせいでいらっしゃいますからー。「奇き跡せき的に蘇そ生せいした」とか「じつは誤ご診しんだった」とかいう選せん択たく肢しを、特別にご用意して、生き返らせてさしあげることも可能ですしー。

　また、ほかには、もういちど生まれ変わるという選せん択たくもありますよー。別な世界。別な人生で、再出発することも、もちろん選べますー。

　どっちがいいですかー？

　え？　選ぶ必要なんてない？　あの娘こたちのところに戻もどりたい？　戻る、戻れば、戻るとき、戻る!!　──ですか？

　はい。あなたなら、そう言うと思っていましたー。体のほうは、直しておきましたからねー。もう、ばらばらのー、すぷらったー、だったのでぇー。集めるの大変でしたよー。あとはもう、魂たましいをインストールするだけでーす。いまお葬そう式しきの最中ですからー、早く戻ったほうがいいと思いますよー。もう「魔王」さんに喧けん嘩かなんか売っちゃ、めー、ですよー。

　それでは、いってらっしゃいませー。

　一級管理神の、わたくしエルマリアがー、承うけたまわりましたー。







　あとがき







　どうも。新あら木き伸しんです。

　スニーカー文庫では三シリーズ、三冊目となります。




　本書はちょっと特とく殊しゆな形態の小説となりますので、まずは、なりたちや「取とり扱あつかい説明」からご説明させていただきます。

　この小説は、もともと「小説家になろう」において連れん載さいされていた、実験的な小説でした。「人類初!?　選択肢付き小説」などと銘めい打うって、新木が連載しているものであります。

　どのへんが新しい試みなのかといいますと、「選択肢」が存在しているところです。毎話ごとの連載のおわりに［はい／いいえ］の選択肢があります。Twitterの投票システムを利用して得られた「投票結果」の側に、話が進んでゆきます。




「ＷＥＢ連載」という形式を利用した独特のコンテンツで、「多数決制」で話が決まるという点が、「人類初！」の試みなわけです。

　そもそも、こういったものを、「小説」と呼んでいいのかどうか判断に悩なやみもしましたが……。いちおう形態としては小説の形態を取っておりますし、こうして書しよ籍せきの「本」にしたときにも、なんだかそれっぽい体裁に収まりましたし。まあ、「小説」と呼んでも、さしつかえないのではあるまいかと……。どうでしょうか？




[image: ]




　編集のＧ氏には、今回は、たいへんお世話になりました。

　新木が一人でやっていた連載に目をとめていただき、オファーを頂いて、パッケージとして完成させていただき、書籍化していただきました。

　新木は連載を始めてみたはよいものの、こんな変なもん、とても本にはできないよなー。と、そう思っておりました。

　編集Ｇ氏のアイデアと指示のままに、表紙を作り、タイトルを変えて、転生前の「ターン０」と「ＮＧ集」と「投票結果記録」とを取り付けてみると、あらあら、不思議！　なんかそれっぽく、いーい感じのっ！　ライトノベルになってしまいましたっ!!

　ちなみに、このＧ氏──。拙せつ作さく『ＧＪ部』の初代担当でもあります。ヘンなもん大好き星人であります。昔々、新木が「人類初！　４コマ小説！　ＧＪ部！」の企き画かく書しよを握りしめて、業界中をウロウロとさまよっていたとき──。「面白そうですね。やりましょう」とその場で快かい諾だくしてくれた大恩人でもあります。そして４コマ小説という、新しくヘンテコなものに、なんとか形を与あたえて、ライトノベルの体裁で、世に出してくれました。

　本作品にオファーがきたときには、「まーた、へんなもんばっか好きなんだからー、このひとはー」と、新木は苦笑を浮うかべたとか、浮かべないとか。




　ところで巻末には、先ほども書いた「ＮＧ集」が収録されています。「選ばれなかったＩＦの可能性」が、いくつかピックアップされて収録されております。また「投票結果記録」では、投票結果のスナップショットが保存されております。

　本作品を、本書ではじめて知った方は──。残念ながら、本書に収録されている話の選択結果投票には、もう参加することはできないのですが……。これからの分には参加できるかもしれませんので、ぜひ、ふるってご参加ください。

　その際には、あとがき末まつ尾びに記き載さいしてある二次元バーコードからお越こしください。他にも連載作品はたくさんありますので、そちらもよろしければ、どうぞ。また作品の質を向上させるためのアンケートページなどもやっています。どうぞご協力ください。




　最後にもうひとつ。本作品「薪まき割わりスローライフをはじめますか？［はい／いいえ］」ですが──。設定およびキャラクター的に、新木の他作品とリンクしております。

　ガガガ文庫刊『ＧＥ[image: φ]グッドイーター』の、主人公やアルカの祖父である、「おじいちゃん」にあたるのが、本作品の主人公、カインとなっています。

　またＲＰＧ制作ソフト「ＲＰＧツクール２０００」のサンプルゲームのなかに、新木と、あと本書のイラストを描えがかれている佐さ嶋じま真実まこと氏が、シナリオとグラフィックを担当した『花はな嫁よめの冠かんむり』という一本があるのですが……。そちらの作品とは、もっと直接的な関係を持っています。カインたちが十五歳となってからの「冒ぼう険けんの話」が、そちらのゲームの内容です。（ちなみに本作品中では、カインたちは、五歳[image: →]十二歳です）

　インターネットで「花嫁の冠」で検けん索さくしていただくと、色々と、見つかる……かも？
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　「小説家になろう」新木伸の著者ページ

　http://mypage.syosetu.com/605697/




[image: ]

　「薪割りスローライフをはじめますか？［はい／いいえ］」１巻アンケート

　http://www.araki-shin.com/araki/maki1.htm
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